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私 は 生 涯 に お い て 、 唯 一 人 の 男 と 一 人 の 女 以 外 の 者 を 見 な か っ た 。 そ の 女と は 、 フ ァ ー テ メ ＝ イ

ェ ・ ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー で あ っ た 。 彼 女 が 体 験 し て

い な い 、 神 秘 道 の い か な る 階 梯 も な い こ と を 私 は 知 っ た 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

̶
̶

 バ ー ヤ ズ ィ ー ド ・ バ ス タ ー ミ ー

 

¹

は じ め に
　

イ ス ラ ー ム に お け る 女 性 の 人 格 と 権 利 の 問 題 は 、 こ こ 数 十 年 に お い
て イ ス ラ ー ム の 歴 史 や 文 化 の 研 究 者 た ち の 関 心 を 惹 き つ け 、 最 も 多 く議 論 さ れ て き た テ ー マ の ひ と つ で あ る 。 イ ス ラ ー ム に お け る 女 性 の 地位 に 関 す る 一 般 的 な 認 識

 
̶

̶ そ れ は 、 聖 典 ク ル ア ー ン の 法 に 定 め ら れ

た 、 女 性 の 地 位 と 役 割 に 対 す る 無 知 の 証 で あ る の だ が

 
̶

̶ 西 欧 に お い

て 次 の よ う な 一 般 論 を 生 じ さ せ た 。 す な わ ち 、 ム ス リ ム 女 性 は 、 長 い歴 史 の 中 で 、 イ ス ラ ー ム 法 に よ っ て 虐 げ ら れ て き た の で あ り 、 学 問 と文 化 の 領 域 に お い て 、 い か な る 役 割 も も た な か っ た の だ と い う 誤 っ た見 解 で あ る 。 こ こ 数 十 年 に 行 わ れ た 極 め て 広 範 な 研 究 は 、 ク ル ア ー ンに 立 脚 し た 女 性 の 権 利 の 問 題 を 論 じ て き た 。 そ れ に よ れ ば 、 イ ス ラ ーム は （ 人 類 の ） 創 造 と 信 仰 、 報 い と 罰 、 そ し て 、 人 間 の 基 本 的 な 権 利の 多 く の 領 域 に お い て 、 男 女 平 等 の 原 理 に 基 づ い た 女 性 の 権 利 と 地 位

を 、 そ れ 以 前 に 発 生 し た 諸 宗 教 よ り も 高 め た の で あ る 。

²

　

し
か し 、 イ ス ラ ー ム 社 会 に 限 ら ず 、 人 間 社 会 の 歴 史 は 男 性 優 位 の 非

常 に 長 い 時 期 を 経 て き た 。 そ の 間 、 権 力 と ペ ン と が 、 当 然 、 男 性 の 手に あ っ た こ と を 考 え あ わ せ る な ら ば 、 イ ス ラ ー ム の 教 義 は 、 長 い 歴 史に お い て 、

 
̶

̶ 他 の 多 く の 宗 教 の 教 義 に お け る の と 同 様 に

 
̶

̶ 女 性

に 関 わ る 多 く の 領 域 に お い て 本 来 の 姿 か ら 逸 脱 し 、 と く に 女 性 に 対 して 社 会 的 存 在 で あ る こ と を 禁 じ 、 女 を 従 順 な も の と し て お く た め に 多く の 倫 理 的 な 法 を 定 め て き た 。

³ そ し て 、 そ れ ら の 法 に 正 当 性 を 与 え

る た め 、 と き に ハ デ ィ ー ス ﹇ 預 言 者 の 言 行 に つ い て の 伝 承 集 ﹈ と ス ンナ ﹇ 預 言 者 の 言 動 に 基 づ く 慣 行 と 範 例 ﹈ に 論 拠 を 求 め た の で あ る （ な お 、﹇

 ﹈ 内 は 、 訳 者 に よ る 解 説 を 示 し て い る ）  。

　

法 学 者  （ ア ー リ ム ）  や ム ジ ュ タ ヒ ド  ﹇ イ ス ラ ー ム 法 の 解 釈 行 為  （ イ ジ ュ
テ ィ ハ ー ド ） の 資 格 を 有 す る 学 者 ﹈  、 ハ デ ィ ー ス 学 者 、 ス ー フ ィ ー 、 クル ア ー ン 注 釈 者 の 中 に も 女 性 た ち が い た こ と は 、 イ ス ラ ー ム 文 化 の 歴史 全 体 に お い て 明 ら か で あ る 。 イ ス ラ ー ム 文 化 の 形 成 と 伝 播 に お い て様 々 な 役 割 を 担 っ た 絶 対 多 数 の 男 性 に 対 し 、 女 性 の 数 が 極 め て 限 ら れて い る と し て も 、 重 要 な の は 彼 女 た ち が 存 在 し て い た と い う 事 実 で ある 。 歴 史 上 、 こ う し た 女 た ち の 名 と 評 伝 が 記 さ れ る 際 に は 、 否 応 な しに 執 筆 者 で あ る 男 性 た ち の 見 解 と 意 向 に 基 づ く も の と な っ て お り 、 伝

初 期 イ ス ラ ー ム の 女 性 神 秘 家 た ち

　 　

メ ソ ポ タ ミ ア の 禁 欲 神 秘 主 義 か ら

 ホ ラ ー サ ー ン 派 神 秘 主 義 ま で

ザ フ ラ ー ・ タ ー ヘ リ ー ／ 前 田 君 江 訳
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̶̶̶̶　文化表象としての〈イスラーム〉　̶̶̶̶

記
の
執
筆
者
は
、
女
性
に
つ
い
て
は
記
述
し
な
い
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
点

を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
一
部
の
伝
記
集
成
執
筆
者
、
ス
ー
フ
ィ
ー
、
歴
史
家
ら
に

よ
る
書
の
中
で
女
性
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
時
代
の

社
会
に
お
い
て
、
女
た
ち
が
記
述
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
彼
女
ら
の
存
在
が
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
現
存
す
る
史
料
の
う
ち
、
女
性
た
ち
の
小
伝
を
独
立
し
た

形
で
議
論
の
対
象
と
し
て
い
る
も
の
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
史

料
に
女
た
ち
に
つ
い
て
の
記
述
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
自
体
、
彼
女

ら
の
社
会
的
地
位
を
一
定
程
度
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
初
期
の
三
世
紀
に
「
ア
ー
ビ
ド
」﹇
敬
虔
主
義
者
、
イ
バ
ー
ダ
を

行
う
者
。
と
く
に
、
イ
バ
ー
ダ
を
重
視
し
、
過
度
な
ま
で
に
実
践
す
る
者
を
指
す
。

イ
バ
ー
ダ
と
は
、
通
常
、
個
々
の
信
者
が
負
う
礼
拝
や
断
食
、
喜
捨
な
ど
の
宗
教

的
義
務
を
指
す
﹈
や
法
学
者
、ス
ー
フ
ィ
ー
で
あ
っ
た
女
た
ち
の
評
伝
に
関
し
て
は
、

ア
ブ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
ス
ラ
ミ
ー
（936
没
）
が
、
ホ
ラ
ー
サ
ー

ン
と
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
八
十
人
の
女
性
の
生
涯
と
彼
女
ら
の
言
葉
を
、『
女
性
神
秘

主
義
敬
虔
家
た
ち
の
記
述
』（
以
下
、『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
』
と
略
す
）⁴
に

お
い
て
記
し
て
い
る
。
本
稿
の
執
筆
に
は
、
主
に
同
文
献
を
使
用
し
た
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
初
期
の
二
世
紀
﹇
西
暦
七
世
紀
、
八
世
紀
、
九
世
紀
初
頭
﹈

に
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
禁
欲
主
義
神
秘
家 zāhed-ṣūfī 

の
中
に
も
多
く
の
女
性

が
い
た
。
ま
た
、
三
世
紀
﹇
西
暦
九
世
紀
中
期
〜
十
世
紀
初
頭
﹈
に
は
、
ホ
ー
ラ
ー

サ
ー
ン
が
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
中
心
地
と
な
り
、
彼
女
た
ち
は
自
ら
の
神
秘
体
験

を
自
ら
語
り
、
ま
た
、
フ
ト
ゥ
ー
ワ
（「
自
我
否
定
の
精
神
」futūwa

、
原
義
は
「
若

者
ら
し
ら
、
男
気
」、〈
第
一
期
、
１
〉
も
参
照
）
や
「
ス
ィ
ド
ゥ
グ
」（
真
実
を
語
る
こ
と
）

に
つ
い
て
指
導
し
て
い
た
と
い
う
。

　

ス
ラ
ミ
ー
は
、『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
』
を
、
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
み
の

伝
記
を
収
め
た
単
独
の
書
と
し
て
記
し
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
、『
ス
ー
フ
ィ
ー
の

階
層
的
分
類
』
の
一
部
と
し
て
著
し
た
の
で
は
な
い
。
ま
た
、ジ
ャ
ー
ミ
ー
は
、『
神

聖
な
る
お
方
の
親
交
の
息
吹
』（
以
下
、『
親
交
の
息
吹
』
と
略
す
）
の
執
筆
に
際
し
、

『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
』
に
依
拠
し
て
お
り
、『
親
交
の
息
吹
』
の
最
後
の

一
章
を
、
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
記
述
に
あ
て
て
い
る
。
こ
の
中
で
、「（
ス
ラ
ミ
ー

が
）
ア
ー
ビ
ド
の
女
た
ち
と
霊
知
者
（
ア
ー
リ
フ
）
の
女
た
ち
に
つ
い
て
、﹇『
ス
ー

フ
ィ
ー
の
階
層
的
分
類
』
と
は
﹈
別
に
書
を
集
成
し
た
」⁵
と
記
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
た
と
え
、
ス
ラ
ミ
ー
が
『
ス
ー
フ
ィ
ー
の
階
層
的
分
類
』

に
お
い
て
記
述
し
た
男
性
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
の
数
に
対
し
て
、
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の

数
が
僅
か
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ヘ
ジ
ュ
ラ
暦
四
世
紀
の
末
﹇
西
暦
十
世
紀
末
〜

十
一
世
紀
初
め
﹈
に
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
み
を
収
め
た
列
伝
を
著
し
た
と
い
う
こ

と
は
、
女
た
ち
が
こ
の
領
域
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ブ
ン
・
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
（1200/1

没
）﹇
バ
グ
ダ
ー
ド

生
ま
れ
の
法
学
者
、
説
教
師
。
三
百
冊
以
上
に
及
ぶ
書
を
著
す
﹈
は
、『
純
粋
の
資

質
』
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
初
期
の
多
く
の
女
性
ア
ー
ビ
ド
と
ス
ー
フ
ィ
ー
に

つ
い
て
の
伝
記
を
記
し
て
お
り
、
や
は
り
先
行
文
献
と
し
て
ス
ラ
ミ
ー
の
書
を
用

い
て
い
た
。
さ
ら
に
、
他
の
神
秘
主
義
文
献
で
も
、
男
た
ち
の
生
涯
に
関
す
る
記

述
の
間
に
見
ら
れ
る
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
記
録
か
ら
、
彼
女
た
ち
の
名
や
生
涯
を

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
中
に
は
、
四
世
紀
﹇
西
暦
十
一
世
紀
﹈ 

の
シ
ー

ラ
ー
ズ
で
、
当
時
の
慣
習
に
反
し
て
、
ア
ブ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・

ビ
ン
・
ハ
フ
ィ
ー
フ
（
本
稿
４
参
照
）
の
修
道
所
の
門
戸
を
女
た
ち
に
も
開
い
た
、
彼

の
母
オ
ン
メ・モ
ハ
ン
マ
ド
（
本
稿
４
参
照
）
や
、フ
サ
イ
ン・ビ
ン・マ
ン
ス
ー
ル・ハ
ッ

ラ
ー
ジ
（922
没
）﹇
フ
ァ
ー
ル
ス
の
バ
イ
ザ
ー
生
ま
れ
。「
我
は
神
な
り
」
等
の
酔
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言
で
知
ら
れ
る
神
秘
家
。
不
信
仰
者
宣
言（
タ
ク
フ
ィ
ー
ル
）を
受
け
た
の
ち
処
刑
﹈

の
姉
妹
、
そ
し
て
、
小
伝
す
ら
残
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
自
ら
の
神
秘
体
験
を
語
っ

た
多
く
の
無
名
の
女
た
ち
が
い
た
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
中
期
に
は
、
エ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
や
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
、
ハ
マ
ダ
ー

ン
、
タ
バ
リ
ス
タ
ー
ン
、
サ
ジ
ェ
ス
タ
ー
ン
に
お
い
て
、
女
性
の
ム
ジ
ュ
タ
ヒ
ド

や
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
伝
承
者
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
、
サ
ム
ア
ー
ニ
ー
が

（1166/7

没
）
が
、
自
著
の
一
章
を
彼
女
た
ち
の
記
述
に
あ
て
る
ま
で
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。
サ
ム
ア
ー
ニ
ー
は
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
と
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
で
彼
自
身
が

ハ
デ
ィ
ー
ス
の
教
え
を
受
け
、
ま
た
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
伝
達
の
許
し
を
得
た
六
十
人

の
女
性
の
名
を
挙
げ
、
彼
女
ら
の
生
涯
に
つ
い
て
簡
略
な
伝
記
を
記
し
て
い
る
。⁶
ま
た
、

歴
史
記
述
に
お
い
て
も
、
ハ
テ
ィ
ー
ブ
・
バ
グ
ダ
ー
デ
ィ
ー
（1002-71

）﹇
説
教
師
。

ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者
の
伝
記
『
バ
ク
ダ
ー
ド
の
歴
史
』
で
知
ら
れ
る
﹈
や
、ア
ブ
ド
ゥ

ル
・
ガ
ー
フ
ィ
ル
・
フ
ァ
ー
ル
ス
ィ
ー
（1134/5
没
）﹇
ニ
ー
シ
ャ
ー
ブ
ー
ル
生

ま
れ
。
同
地
の
歴
史
を
著
し
た
﹈
や
、
ハ
ム
ゼ
・
サ
フ
ミ
ー
（1079

没
）
の
よ
う

な
歴
史
家
た
ち
が
、バ
グ
ダ
ー
ド
や
ニ
ー
シ
ャ
ー
ブ
ー
ル
、ゴ
ル
ガ
ー
ン
、エ
ス
フ
ァ

ハ
ー
ン
の
女
性
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者
や
法
学
者
、
ス
ー
フ
ィ
ー
に
つ
い
て
記
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
に
お
け
る
女
性
の
存
在
を
一
定
程
度
示
す
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

一　
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義

　
「
タ
サ
ッ
ウ
フ
」（
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
）
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
精
神
文
化
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
我
執
の
消
滅
」tazkiye-ye nafs 

と
「
内
面
の
浄
化
」

safā-ye bāṭen

、
神
秘
道
に
お
け
る
「
求
道
」seyr-o-solūk

、
存
在
の
真
理
を
識
る

過
程
で
の
神
秘
的
開
示
（
カ
シ
ュ
フ
）
と
（
直
感
的
）
認
識
（
シ
ュ
フ
ー
ド
）
を

教
義
と
す
る
思
想
的
潮
流
で
あ
る
。
神
秘
主
義
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
期
の
最
初
の
二

世
期
に
お
い
て
、
禁
欲
主
義
（
ズ
フ
ド
）
と 

（
人
間
の
神
に
対
す
る
）「
奴
隷
性
」

（
ウ
ブ
ー
デ
ィ
ー
ヤ
）
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
創
始
さ
れ
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
三
世
紀
、

四
世
紀
﹇
西
暦
九
〜
十
世
紀
﹈
に
は
、
神
へ
の
愛
（
マ
ハ
ッ
バ
）
と
我
執
の
消
滅
、

自
己
の
浄
化
を
強
く
打
ち
出
し
、
教
義
と
し
て
、
霊
知
（
マ
ア
リ
フ
ァ
）﹇
普
通
の

知
識
で
あ
る
と
イ
ル
ム
に
対
し
、
自
ら
体
験
に
よ
っ
て
知
る
直
観
的
知
識
﹈
を
標

榜
し
た
。
そ
し
て
、
人
間
は
神
の
魂
が
吹
き
込
ま
れ
、
神
の
形
を
真
似
て
創
造
さ

れ
た
の
で
あ
る
﹇
ク
ル
ア
ー
ン
三
二
、七 ̶

 

九
に
基
づ
く
﹈
と
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ま
た
、
人
間
を
地
上
に
お
け
る
神
の
代
理
人
と
み
な
し
、「
己
を
識
る
者
は
彼

の
主
﹇
神
﹈
を
識
る
」
と
述
べ
る
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
論
拠
と
し
て
、
よ
り
人
間
主
義

的
な
教
義
へ
と
変
貌
を
遂
げ
、
人
間
を
神
の
神
秘
を
映
す
鏡
と
み
な
し
た
の
で
あ

る
。
神
秘
主
義
は
、
長
い
歴
史
の
間
に
、
様
々
な
思
想
的
潮
流
や
文
化  

⁷
、
そ
し

て
、
イ
ラ
ン―

イ
ス
ラ
ー
ム
文
学
や
芸
術
、
倫
理
、
教
育
と
結
び
つ
き
、
人
間
と

神
と
の
関
係
に
対
す
る
至
高
な
る
視
点
ゆ
え
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
に
独
特
の
深

み
を
与
え
て
き
た
。

　

歴
史
的
に
様
々
な
思
想
が
「
タ
サ
ッ
ウ
フ
」
の
教
義
と
混
交
し
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
自
体
に
起
源
を
も
つ
こ
と
に
関
し
て
は
、
全
く
疑
い
は
な
い
。

こ
こ
数
世
紀
に
お
い
て
、
多
く
の
研
究
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
の
起
源
に
つ

い
て
論
じ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
の
教
義
の
起
源

を
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
イ
ラ
ン
の
宗
教
的
教
義
、
す
な
わ
ち
、
ミ
ト
ラ
ス
教
や
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
求
め
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
や
ユ
ダ
ヤ
教
、
仏
教
や
、

キ
リ
ス
ト
教
的
隠
遁
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
を
教
義
の
基
礎
、
あ

る
い
は
、
発
生
の
起
源
と
み
な
す
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
明
ら
か
で
あ
る
の
は
、
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イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
が
い
か
に
イ
ス
ラ
ー
ム
以
外
の
宗
教
教
義
や
思
想
に
影
響

を
受
け
て
い
よ
う
と
も
、
そ
の
根
本
は
ク
ル
ア
ー
ン
と
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
あ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。⁸

　

イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
が
、
歴
史
上
、
驚
く
べ
き
変
化
を
遂
げ
て
き
た
様
々
な

思
想
的
潮
流
の
集
積
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
全
て
の
潮
流
を
包

含
す
る
包
括
的
な
定
義
を
提
示
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
神
秘
主
義
創
始
後

の
最
初
の
三
、四
世
紀
、
す
な
わ
ち
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
初
め
の
三
、四
世
紀
に
お
い

て
は
、
極
め
て
多
様
な
神
秘
主
義
思
想
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
定
義
し
総

体
的
に
説
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
マ
ク
ダ
ス
ィ
ー
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
諸
派
に

つ
い
て
記
し
た
書
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
概
し
て
彼
ら
は
、
す
で

に
知
ら
れ
て
い
る
い
か
な
る
学
派
や
思
想
に
も
関
わ
り
を
も
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

彼
ら
は
心
象
や
イ
メ
ー
ジ
を
信
奉
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
心
象
か
ら
他

の
心
象
へ
と
進
ん
で
い
く
か
ら
で
あ
る
。」⁹
こ
れ
ら
の
心
象
や
イ
メ
ー
ジ
は
、
次

第
に
、
い
く
つ
も
の
小
さ
な
流
れ
と
合
流
し
、
神
秘
主
義
の
教
義
と
い
う
大
き
な

河
を
生
じ
さ
せ
た
。
神
秘
道
の
教
義
は
、
ア
ッ
タ
ー
ル
の
言
う
よ
う
に
、

「
実
践
と
心
眼
の
境
地
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
暗
誦
の
学
と
口
角
泡
を
飛
ば
す

形
式
拘
泥
主
義
者
の
議
論
の
成
果
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
直
観
的
明
証
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
言
葉
に
よ
る
表
現
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
秘
教
的
神
秘
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
因
習
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
神
的
霊
感
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
後
天
的
に
獲
得
さ
れ
る
知
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。」¹⁰ 

（
ア
ッ
タ
ー

ル
、
フ
ァ
リ
ー
ド・ゥ
ッ
デ
ィ
ー
ン・ム
ハ
ン
マ
ド　

／
藤
井
守
男
訳・解
説
『
イ

ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
聖
者
列
伝
』国
書
刊
行
会
、一
九
九
八
、一
三
頁
。
以
下
、〈
藤

井
訳
『
聖
者
列
伝
』〉
と
記
す
。）  

　

神
秘
主
義
の
歴
史
に
お
い
て
、
多
く
の
ス
ー
フ
ィ
ー
や
霊
知
者
（
ア
ー
リ
フ
）

に
と
っ
て
の
問
題
が
、
自
ら
の
神
秘
体
験
を
語
る
に
足
る
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た

点
に
あ
る
よ
う
に
、
神
秘
主
義
の
概
念
を
ひ
と
つ
の
言
葉
や
定
義
に
当
て
は
め
る

こ
と
は
、
容
易
で
は
な
い
。
禁
欲
的
ス
ー
フ
ィ
ー
が
俗
世
か
ら
隠
遁
し
、
苦
行
（
リ

ヤ
ー
ダ
）
や
過
度
の
イ
バ
ー
ダ
に
終
始
し
て
い
た
初
期
神
秘
主
義
の
定
義
と
、
自

己
の
浄
化
と
己
を
識
る
こ
と
を
真
理
に
至
る
道
で
あ
る
と
し
た
後
期
神
秘
主
義
の

教
義
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
最
初
の
数
世
紀
に
お
い
て
、

禁
欲
主
義
的
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
と
神
と
の
関
係
は
、畏
怖
と
絶
対
的
信
頼
（
タ
ワ
ッ

ク
ル
）
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
後
期
に
は
、
愛
（
マ
ハ
ッ
バ
）

と
〈
識
る
こ
と
〉
が
、人
間
と
神
と
の
関
係
の
根
幹
と
な
り
、つ
い
に
、ス
ー
フ
ィ
ー

の
教
義
が
、「
己
を
識
る
者
は
、
彼
の
主
（
神
）
を
識
る
」
と
い
う
ハ
デ
ィ
ー
ス
を

論
拠
と
し
て
、
自
己
を
識
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
存
在
の
真
理
（
神
）
を
識
る
こ

と
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
に
至
る
。

　

ま
た
、「
タ
サ
ッ
ウ
フ
」taṣaw

w
uf 

（
神
秘
主
義
）
と
い
う
語
彙
に
つ
い
て
も
、

見
解
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。ṣifa

﹇「
性
質
、属
性
」
の
意
﹈
や
、ṣafā

﹇「
純
潔
」
の
意
﹈

か
ら
派
生
し
た
語
で
あ
る
と
か
、falsafa

「
哲
学
」
な
ど
と
語
源
を
同
じ
く
す
る
と

の
説
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、も
っ
と
も
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
説
は
、「
タ
サ
ッ

ウ
フ
」
の
語
が ṣūf 

「
羊
毛
」
か
ら
派
生
し
、「
羊
毛
の
服
を
着
て
い
る
こ
と
」
を

意
味
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、初
期
の
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
が
、羊
毛
で
織
っ

た
粗
衣
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、「
タ
サ
ッ
ウ
フ
」

の
語
は
、
次
第
に
、
現
世
で
の
悦
楽
よ
り
も
禁
欲
や
苦
行
、
自
己
の
浄
化
や
己
を

識
る
こ
と
に
価
値
を
求
め
る
「
羊
毛
の
祖
衣
を
ま
と
っ
た
者
た
ち
」
の
思
想
的
潮

流
に
対
し
、
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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神
秘
主
義
の
歴
史
は
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
世
紀
後
半
﹇
西
暦
七
世
紀
後
半
〜
八
世

紀
初
頭
﹈
に
、
禁
欲
主
義
（
ズ
フ
ド
）
の
思
想
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
禁
欲
主
義

者
（
ザ
ー
ヒ
ド
）
は
、
人
々
か
ら
離
れ
て
隠
棲
し
、
極
端
な
イ
バ
ー
ダ
を
行
っ
た
。

こ
の
禁
欲
主
義
と
敬
虔
さ vara̒ 

へ
の
志
向
は
、
イ
バ
ー
ダ
の
実
行
に
対
す
る
来
世

で
の
報
い
と
い
う
信
仰
に
加
え
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
草
創
期
の
簡
素
さ
や
平
等
の
原

理
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
た
カ
リ
フ
制
の
実
情
に
対
す
る
反
発
で
も
あ
っ
た
。
ウ
マ

イ
ヤ
朝
カ
リ
フ
達
の
華
美
を
好
む
性
癖
や
、
権
力
の
座
に
就
い
た
ア
ラ
ブ
人
ら
の

行
動
は
、
新
た
に
ム
ス
リ
ム
と
な
っ
た
支
配
下
の
民
族
と
と
も
に
、
敬
虔
さ
と
禁

欲
を
預
言
者
の
ス
ン
ナ
と
み
な
す
人
々
に
反
感
を
呼
び
起
こ
し
た
。ザ
ッ
リ
ン
ク
ー

ブ
﹇
イ
ラ
ン
の
文
学
研
究
者
﹈
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
禁
欲
思
想
の
登
場
は
、

キ
リ
ス
ト
教
的
隠
遁
や
清
貧
と
い
っ
た
思
想
の
影
響
で
は
な
く
、当
時
の
イ
ス
ラ
ー

ム
社
会
の
状
況
に
根
源
が
あ
っ
た
と
す
る
説
を
踏
ま
え
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
禁
欲
と
隠
遁
を
好
む
傾
向
は
、
と
く
に
、
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
基
礎
で
あ
る
カ
リ
フ

制
度
を
お
お
よ
そ
一
種
の
ス
ル
タ
ン
制
に
変
容
さ
せ
た 
〈
正
統
カ
リ
フ
以
後
の
時

代
〉
に
お
い
て
、
一
部
の
人
々
の
間
で
力
を
も
ち
、
つ
い
に
は
、
一
種
の
禁
欲
運

動
と
な
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
、
ク
ル
ア
ー
ン
と
シ
ャ
リ
ー
ア
﹇
イ

ス
ラ
ー
ム
法
﹈
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
一
部
の
ム
ス
リ
ム
ら
の
浪
費
や
贅
沢
に

溺
れ
た
振
る
舞
い
に
対
す
る
反
発
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。」¹¹

　

イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
を
創
始
し
た
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
は
、
苦
行
や
禁
欲
、
イ
バ
ー

ダ
に
特
別
な
価
値
を
認
め
、
シ
ャ
リ
ー
ア
に
定
め
ら
れ
た
以
上
の
拘
束
を
自
ら
の

手
足
に
枷
し
て
い
た
。
法
学
者
が
解
釈
す
る
シ
ャ
リ
ー
ア
の
枠
を
、
さ
ら
に
厳
格

な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
イ
ス
ラ
ー
ム
最
初
の
二
世
紀
を
含
む
神
秘
主

義
の
初
期
に
お
い
て
、
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
は
、
過
度
の
礼
拝
や
断
食
、
苦
行
や
空
腹
、

さ
ら
に
、
物
質
的
な
快
楽
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
と
の
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
ス
ー
フ
ィ
ー
に
よ
る
極
端
な
イ
バ
ー

ダ
や
禁
欲
的
行
為
の
数
々
、
神
に
対
す
る
極
度
の
畏
れ
な
ど
が
、
聖
者
伝
や
神
秘

主
義
文
献
に
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ハ
サ
ン
・
バ
ス
リ
ー
（728

没
）﹇
ウ
マ

イ
ヤ
朝
の
高
名
な
禁
欲
主
義
者
﹈
は
、
神
を
畏
れ
る
が
ゆ
え
、
屋
上
に
敷
い
た
礼

拝
用
敷
物
の
上
で
あ
ま
り
に
号
泣
し
た
が
た
め
に
、
彼
の
涙
は
雨
ど
い
か
ら
も
あ

ふ
れ
、
通
り
に
ま
で
流
れ
て
き
た
と
い
う
。
彼
が
笑
う
と
こ
ろ
を
誰
も
見
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。¹²
バ
ス
リ
ー
は
、地
獄
の
業
火
を
怖
れ
て
号
泣
す
る
こ
と
を
イ
バ
ー

ダ
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
て
い
た
。

　

初
期
の
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
が
、
シ
ャ
リ
ー
ア
の
規
定
を
は
る
か
に
越
え
た
禁
欲

や
イ
バ
ー
ダ
を
行
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
ら
に
関
し
て
残
さ
れ
て
い
る
伝
承

の
な
か
で
留
意
す
べ
き
は
、
イ
バ
ー
ダ
と
実
践
（
ア
マ
ル
）
を
強
調
す
る
一
方
で
、

「
愛
」（
マ
ハ
ッ
バ
）
と
「
心
」（
デ
ィ
ル
）
に
大
き
な
価
値
を
認
め
て
お
り
、
現
世

で
の
罰
を
心
の
死
に
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
点
で
あ
る
。¹³
そ
し
て
、こ
の
こ
と
は
、

後
の
時
代
の
神
秘
主
義
の
変
遷
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

神
秘
主
義
が
確
立
し
た
初
期
の
時
代
か
ら
、
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
存
在
を
示
す

記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
ら
に
つ
い
て
の
小
伝
や
、神
秘
道
導
師
が
女
性
ス
ー

フ
ィ
ー
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
う
し
た
女
た
ち
の
様
子
を

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
秘
主
義
の
歴
史
の
第
二
期
に
お
い
て
、
神
秘
主
義

の
教
義
の
根
幹
は
、
神
へ
の
愛
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
至
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
変

遷
の
基
礎
を
築
い
た
者
た
ち
の
ひ
と
り ̶

̶
 

一
部
の
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
主
た
る

創
始
者 ̶

̶
 

は
、
女
性
で
あ
っ
た
。
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二　
神
秘
主
義
と
女
性

　

神
秘
主
義
に
関
す
る
諸
文
献
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
神
秘
主
義
と
は
男
性
の
教

派
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
何
千
人
と
い
う
男
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
数
に
対
し
、
女

性
ス
ー
フ
ィ
ー
は
、
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
ス
ー
フ
ィ
ー
の
慣
習
的
作
法
の
記
述
に

お
い
て
も
、
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
に
関
す
る
言
及
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
神
秘
道
へ
の

入
道
の
作
法
に
始
ま
り
、
修
行
所
（
ハ
ー
ン
カ
ー
）
で
の
修
行
と
そ
の
運
営
に
至

る
ま
で
、
す
べ
て
、
男
性
の
世
界
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
。
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
は
、

神
秘
主
義
が
、
性
や
名
や
人
種
の
違
い
に
よ
る
壁
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の

で
あ
る
と
主
張
し
、
神
へ
の
畏
怖
や
内
面
浄
化
に
基
づ
く
神
秘
修
行
に
邁
進
し
な

が
ら
、
神
秘
主
義
の
基
礎
が
、
自
己
の
本
質
、
そ
し
て
、
自
己
と
神
と
の
関
係
の

う
え
に
の
み
築
か
れ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、
神
秘
主
義
の

文
献
に
お
い
て
、
女
が
男
性
の
求
道
の
障
害
に
な
る
も
の
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
女
た
ち
に
と
っ
て
、
神
秘
主
義
の
世
界
に
入
る
こ
と
が
容
易
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

女
性
は
、
神
秘
主
義
の
修
行
の
過
程
に
お
い
て
、
自
身
の
性
を
排
除
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
人
間
の
性
質
の
大
部
分
を
占
め
る
も
の
を
手
放
す
こ
と

は
、
至
極
困
難
で
あ
る
た
め
、
そ
の
者
の
存
在
は
切
り
捨
て
ら
れ
る
よ
り
ほ
か
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
半
の
偉
大
な
ス
ー
フ
ィ
ー
は
、
ア
ッ
タ
ー
ル
の
言
葉
を
借

り
る
な
ら
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。

「
真
理
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
神
の
徒
と
言
わ
れ
る
人
び
と
は
、
唯
一
性
の
中
に

無
と
帰
し
た
人
た
ち
の
こ
と
で
あ
り
、
唯
一
な
る
神
に
お
い
て
は
、
我
と
汝
の

個
々
の
存
在
が
消
滅
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
し
て
、
男
と
女
と
い
う
存
在
自

体
が
ど
う
し
て
あ
り
続
け
よ
う
か
」（
藤
井
訳
『
聖
者
列
伝
』
五
二
頁
）

　

し
か
し
、
ア
ッ
タ
ー
ル
で
さ
え
、
ラ
ー
ビ
ア
の
よ
う
な
偉
大
な
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー

に
関
す
る
記
述
を
引
き
合
い
に
出
し
、「
彼
女
こ
そ
は
…
世
の
人
々
に
と
っ
て
の
確

た
る
証
で
あ
っ
た
。（
藤
井
訳
『
聖
者
列
伝
』
五
二
頁
）」
と
述
べ
る
際
に
、
な
ぜ

女
の
名
を
聖
者
列
伝
に
記
述
す
る
の
か
と
彼
に
尋
ね
る
で
あ
ろ
う
者
た
ち
を
想
定

し
て
い
る
。
彼
は
、
ラ
ー
ビ
ア
に
つ
い
て
の
記
述
の
最
初
に
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。
彼
は
、
そ
の
者
た
ち
に
こ
う
答
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。

「『
誠
に
ア
ッ
ラ
ー
は
あ
な
た
方
の
外
見
の
姿
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
』﹇
ハ
デ
ィ
ー

ス
﹈
と
。
姿
形
で
は
な
く
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
善
は
実
現
す
る
」

（
藤
井
訳
五
一
頁
）

　

彼
の
考
え
の
確
た
る
論
拠
と
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
女
が
至
高
な
る
神
の
道
に
あ
っ
て
一
人
の
神
の
人
で
あ
る
時
、
彼
女
を
女
と
す

る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
…
ラ
ー
ビ
ア
の
こ
と
は
男
性
に
並
べ
て
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
だ
」（
藤
井
訳
藤
井
訳
『
聖
者
列
伝
』
五
一 ̶

 

二
頁
）¹⁴

　

ま
た
、
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
（874/5

没
）﹇
バ
ス
タ
ー
ム
に
生

ま
れ
た
、
イ
ラ
ン
最
大
の
ス
ー
フ
ィ
ー
、
神
秘
道
導
師
﹈
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ

う
な
伝
承
が
あ
る
。
彼
は
、
こ
う
述
べ
た
と
い
う
。

「
女
の
姿
を
し
た
男
（
の
能
力
を
備
え
し
者
）
を
見
た
い
者
は
、フ
ァ
ー
テ
メ
（
原

著
者
注
：
オ
ン
メ
・
ア
リ
ー
）（
後
述
、
２
(1)
参
照
）
を
見
る
が
い
い
。」¹⁵
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神
秘
道
の
階
梯
を
進
ん
で
い
く
「
旅
人
」（
サ
ー
リ
ク
）
が
、
修
道
の
過
程
に
お

い
て
、
性
や
人
種
、
名
や
名
声
か
ら
己
を
解
放
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
も
、
弱
き

性
と
し
て
の
女
に
対
す
る
神
秘
主
義
の
視
点
は
、
女
性
を
対
等
の
存
在
と
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
否
か
と
い
う
こ
と
以
上
に
根
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
神
へ
の
愛

に
身
を
捧
げ
、「（
名
の
あ
る
）
男
た
ち
に
受
け
容
れ
ら
れ
し
者
」m

aqbūl al-rijāl 

で
あ
る
ラ
ー
ビ
ア
の
よ
う
な
人
物
に
さ
え
、
女
で
あ
る
が
故
に
、「
弱
き
者
﹇
女
﹈」

ẓa̒
īfe 

と
語
り
か
け
る
の
で
あ
る
。

　

イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ア
ド
ハ
ム
（728/9-77

）﹇
禁
欲
主
義
者
。
バ
ル
フ
の
王
族

の
出
と
も
言
わ
れ
る
﹈
が
巡
礼
の
た
め
メ
ッ
カ
へ
辿
り
着
い
た
と
き
、
カ
ア
バ
神

殿
が
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
彼
が
嘆
く
と
、
天
界
か
ら
声
が
し
た
。

「『
カ
ア
バ
は
、
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
来
る
一
人
の
女 ( ẓa̒

īfe) 

を
出
迎
え
に
行
っ

て
な
い
の
だ
』」（
藤
井
訳
『
聖
者
列
伝
』
五
八
頁
、
下
線
部
は
前
田
が
加
え
た
） 

　

そ
し
て
、
つ
い
に
、
ラ
ー
ビ
ア
が
自
ら
の
神
秘
体
験
に
お
い
て
、「
男
（
ス
ー

フ
ィ
ー
）
た
ち
の
王
」tāj al-rijāl 

の
地
位
に
到
っ
た
と
き
で
さ
え
、
彼
ら
は
、
彼

女
を
「
女
な
ら
ぬ
、男
」(16)

と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
神
秘
主
義
聖
者
列
伝
』

に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

「
サ
ー
リ
フ
・
ム
ッ
リ
ー
（788/9

没
）
は
、
神
の
館
の
扉
を
叩
く
な
ら
そ
の

扉
は
す
ぐ
さ
ま
開
く
で
あ
ろ
う
と
言
っ
た
。
あ
る
時
、
ラ
ー
ビ
ア
が
彼
の
説
教

の
座
に
参
席
し
、
言
っ
た
。『
何
故
、
そ
の
扉
が
閉
じ
て
お
り
、
開
く
で
あ
ろ
う

な
ど
ど
言
う
の
で
す
か
。
そ
の
扉
は
決
し
て
閉
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
な
く
、
再

び
開
く
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
。』
サ
ー
リ
フ
は
、
言
っ
た
。『
驚
く

べ
き
こ
と
よ
、
無
知
な
男
、
そ
し
て
、
賢
き
弱
き
女( zanī ẓa̒

īf o dānā)

。』」¹⁷

　

ま
た
、〈
女
性
〉
性
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
が
そ
れ
か
ら
護
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

危
険
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
カ
ラ
ー
バ
ー
ズ
ィ
ー
﹇
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
ス
ー

フ
ィ
ー
。「
結
び
」
参
照
﹈
や
フ
ジ
ュ
ウ
ィ
ー
リ
ー
（1009/10-1072or76

）﹇
ガ

ズ
ナ
出
身
の
神
秘
家
﹈
は
、
最
も
古
い
神
秘
主
義
文
献
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
『
隠

さ
れ
た
る
も
の
の
開
示
』
の
中
で
、
女
を
、
人
類
創
造
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、

宗
教
や
男
の
世
界
を
か
き
乱
す
も
の
と
捉
え
て
い
た
。¹⁸ 

ま
た
、他
の
多
く
の
ス
ー

フ
ィ
ー
の
言
葉
に
お
い
て
も
、こ
れ
に
類
し
た
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。
フ
ジ
ュ
ウ
ィ

リ
ー
な
ど
の
ス
ー
フ
ィ
ー
は
、
自
著
の
中
で
、 ̶

̶
 

ラ
ー
ビ
ア
以
外
の ̶

̶
 

女

性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
名
は
挙
げ
て
い
な
い
。
彼
ら
は
、
女
の
知
性
と
宗
教
に
お
け
る

欠
陥
を
、
彼
女
の
精
神
的
上
昇
の
道
を
妨
げ
る
も
の
と
み
な
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
通
常
、
ラ
ー
ビ
ア
も
、
実
在
の
人
物
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
伝

説
上
の
人
物
と
し
て
語
ら
れ
る
。
ズ
ン
・
ヌ
ー
ン
・
ミ
ス
リ
ー
（859or861

没
）

﹇
エ
ジ
プ
ト
に
生
ま
れ
た
高
名
な
ス
ー
フ
ィ
ー
﹈
は
、
女
性
か
ら
何
か
を
受
け
取
る

こ
と
を
屈
辱
で
あ
り
恥
辱
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
。
ア
ブ
ー・ハ
フ
ス・ネ
イ
シ
ャ
ー

ブ
ー
リ
ー
（893

頃
没
）﹇
ニ
ー
シ
ャ
ー
ブ
ー
ル
の
神
秘
道
導
師
﹈
は
、
女
た
ち
に

つ
い
て
の
伝
承
を
、（
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
観
点
か
ら
）
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
て
い

た
。¹⁹ 

ま
た
、
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
の
も
の
と
さ
れ
る
次
の
よ
う
な
言
葉
が
残
さ
れ

て
い
る
。

「
私
は
神
に
願
っ
た
。
私
の
目
に
は
、
女
た
ち
を
、
壁
に
変
え
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
に
、
そ
し
て
、
私
の
目
に
は
（
壁
と
女
た
ち
が
）
同
じ
も
の
と
な
り
ま
す
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̶ ̶ ̶ ̶ 　 文 化 表 象 と し て の 〈 イ ス ラ ー ム 〉 　 ̶ ̶ ̶ ̶

よ う に

。」

² ⁰

　

同 様 の 言 葉 は 、 ア ブ ー ・ エ ス ハ ー ク ・ カ ー ゼ ル ー ニ ー （

11
3
7/

8

没 ）

に も 見 ら れ る 。 し か し 、 こ れ ら の ス ー フ ィ ー た ち は 、 自 ら と 同 時 代 の敬 虔 主 義 者 や 霊 知 者 の 女 た ち と 接 す る こ と に よ っ て 、 こ う し た 考 え を改 め て い る 。 ア ブ ー ・ ハ フ ス は 、 オ ン メ ・ ア リ ー と の 邂 逅 の 後 、 ま た 、ズ ン ・ ヌ ー ン は 、 フ ァ ー テ メ ＝ ィ エ

=

ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー と 出 会 っ た

の ち 、 女 性 の 地 位 と 性 質 に 対 す る 彼 ら の 見 解 を 変 え た の で あ る 。 こ の点 に お い て 、 バ ー ヤ ズ ィ ー ド の 人 生 は 極 め て 興 味 深 く 、 議 論 に 値 す る 。■　

第 一 期

　

禁 欲 主 義 的 神 秘 主 義 の 時 代

　

イ ス ラ ー ム 最 初 の 一 世 紀 末 、 ハ サ ン ・ バ ス リ ー と ソ フ ィ ヤ ー ン ・ サ
ウ リ ー （

7
7
8

没 ）  ﹇ 高 名 な 法 学 者 ﹈ と 同 時 代 に は 、 神 に 近 づ く た め に

禁 欲 行 を 行 っ た 最 初 の 女 性 た ち に つ い て の 記 述 が 見 ら れ る 。 彼 女 らは 、 ク ル ア ー ン の 解 釈 と ハ デ ィ ー ス 伝 承 の 引 用 に 精 通 し て お り 、 神 を畏 れ て 号 泣 す る こ と と 苦 行 と に 大 い な る 価 値 を 認 め て い た 。 過 度 に イバ ー ダ を 行 い 、  神 を 畏 れ 、  最 後 の 審 判 の 日 に 下 さ れ る 罰 を 怖 れ る こ と が 、こ の 時 代 の 禁 欲 主 義 者 た ち に 最 も 顕 著 な 特 徴 で あ る 。 こ の 時 代 に バ スラ に 暮 ら し 、 イ ス ラ ー ム に 帰 依 し た 第 二 世 代 に あ た る 「 ア ー ビ ド 」 や禁 欲 主 義 者 と し て 、  モ ア ー ゼ ＝ イ ェ  ・  ア ダ ヴ ィ ー イ ェ 、  シ ャ バ ケ ＝ ィ エ  ・バ ス リ ー ィ エ 、 そ し て 、 ハ フ セ ＝ ィ エ ・ ス ィ ー リ ー ン な ど の 名 を 挙 げる こ と が で き る 。

　

モ ア ー ゼ ＝ イ ェ ・ ア ダ ヴ ィ ー イ ェ

Mu‘ā
d
ha 

bi
nt ‘

Ab
d 

all
h 

al-‘
A
da

wīya 

は 、 ヒ ジ ュ ラ 暦 一 世 紀 の 後 半 ﹇ 西 暦 七 世 紀 末 〜 八 世 紀 初 頭 ﹈ の 人 物 であ り 、 イ ブ ン ・ ジ ャ ウ ズ ィ ー に よ れ ば 、 ハ サ ン ・ バ ス リ ー が 彼 女 に つい て 伝 え て い る 。 神 へ の 「 近 接 」  （ タ カ ッ ル ブ ） の た め に 彼 女 が 取 っ てい た 方 法 は 、 イ バ ー ダ と 泣 く こ と 、 そ し て 、 睡 眠 欲 を 制 す る こ と で あ った 。 ス ラ ミ ー は 、 彼 女 の 朋 友 の う ち 、 オ ナ イ セ

=

イ ェ ・ ベ ン テ ・ ア ム

ル

 Unaysa 
bi

nt ‘
A

mr ([
Dhi

kr 
al-

Nis
wa], 

p.74)

に つ い て 、 ま た 、 彼 女 の 弟 子

の う ち 、 オ ン メ ・ ア ス ヴ ァ デ ・ ア ダ ヴ ィ ー イ ェ

 U
m

m al-
As

wa
d 

bi
nt 

Zayd 

al-‘
A
da

wīya ([
Dhi

kr al-
Nis

wa], 
p.75) に つ い て 記 し て い る 。

²¹

　

ま た 、 シ ャ バ ケ

=

ィ エ ・ バ ス リ ー ィ エ

Shabaka 
al-

Baṣrīya
 に は 、 弟 子

た ち が お り 、  彼 女 の 家 の 地 下 室 で 、  彼 ら に 苦 行 や 己 と の 闘 い （ ム ジ ャ ーハ ダ ）  、 そ し て 、 神 秘 道 の 実 践 （ ア マ ル ） の 方 法 を 教 え て い た 。

² ²

　

ハ フ セ ＝ ィ エ ・ ス ィ ー リ ー ン

Ḥafṣa 
bi

nt 
Sīrī

n. 
uk

ht 
Mu

ḥa
m

ma
d 

b. 
Sīrī

n
 

は 、 バ ス ラ に 住 み 、  「 神 の 本 質 の 顕 現 と 奇 蹟 を 備 え し 者 」

ṣā
ḥibat  āyāt 

wa 

karā
māt に し て 、 ク ル ア ー ン の 読 誦 と 解 釈 に お い て 高 い 権 威 を も っ て

い た 。 彼 女 の 兄 弟 で あ る ム ハ ン マ ド ・ ビ ン ・ ス ィ ー リ ー ン （

7
2
8/

9

没 ）

は 、 ク ル ア ー ン の 読 誦 に 関 し て 難 解 な 問 題 に つ き あ た る と 、 明 快 な 回答 を 得 る た め に 質 問 者 を ハ フ セ の も と に 送 っ た と い う 逸 話 が あ る 。 また 、 ハ シ ャ ー ム ・ ビ ン ・ ヘ ッ サ ー ン は 次 の よ う に 言 っ た と 記 さ れ て い る 。「 私 は ハ サ ン ﹇ ・ バ ス リ ー ﹈ と イ ブ ン ・ ス ィ ー リ ー ン に 会 っ た 。 し か し 、彼 ら の い ず れ も 、 ハ フ セ 以 上 に は 叡 智 あ る 者 で は な か っ た 。  」

² ³

　

イ ス ラ ー ム 的 禁 欲 主 義 の 時 代 と 呼 び う る こ の 時 期 の 女 た ち の う ち 、
多 く は 、  「 イ バ ー ダ に 邁 進 す る 者 」

muta‘abbid

、 説 教 師 （ ワ ー イ ズ ）  、

 ハ

デ ィ ー ス の 伝 達 者 と し て 記 さ れ て い る 。 ま た 、 彼 女 た ち の 中 に は 、  ﹇ バ
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ス ラ の ﹈ オ バ イ デ ・ ベ ン テ ・ ア リ ー ・ ケ ラ ー ブ
 ‘

U
bayda 

bi
nt 

Abī 
Kilāb 

の よ う に 、 イ ジ ュ テ ィ ハ ー ド や 卓 越 し た 説 教 に お い て 、 同 時 代 に 唯 一無 二 の 女 性 と さ れ た 者 た ち も い た 。 オ バ イ デ の 死 後 、  「 彼 女 以 上 に 博 識あ る 者 は バ ス ラ に は い な か っ た 」 と 言 わ れ た 。 ま た 、 ア ブ ド ッ ラ ー ・ビ ン  ・  ラ シ ー ド  ・  ゥ ッ サ ア デ ィ ー は 、  次 の よ う に 言 っ た と 伝 え ら れ る 。  「 イバ ー ダ に 邁 進 す る 多 く の 老 若 男 女 に 会 っ た 。 し か し 、 オ ベ イ ド 以 上 に叡 智 あ る 女 、 あ る い は 、 男 を 見 た こ と が な い 。  」

² ⁴

　

ま た 、 こ の 時 代 に は 、 モ ア ー ゼ ＝ イ ェ ・ ア ダ ヴ ィ ー エ と 同 時 期 で 、
彼 女 と も 深 交 が あ っ た 、  ﹇ バ ス ラ の ﹈ ゴ フ ェ イ レ

=

イ ェ ・ ア ー ベ デ

 

G
hufayra 

al-‘
Ābida

 が い る 。 彼 女 は 、 至 高 な る 神 か ら 隠 さ れ て い る こ と 、

そ し て 、 導 師 の 教 え に お い て 盲 目 で い る こ と は 、 目 が 見 え な い こ と 以上 の 辛 苦 で あ る と 考 え て い た 。 彼 女 は 言 っ た 「 神 に 誓 っ て 、 私 は 切 望す る 。 神 が 、 神 へ の 愛 を 私 の も の と し て 下 さ り 、 そ の 代 わ り に 私 の 四肢 全 て を 奪 わ れ る こ と を 。  」

² ⁵

　

オ ン メ ・ ヘ ッ サ ー ネ ・ サ デ ィ ー ド

U
m

m 
Ḥissā

n 
Sa

dī
d

 と そ の 娘 は 、 ソ

フ ィ ヤ ー ン  ・  サ ウ リ ー の 朋 友 で あ り 、 こ の 時 代 の 禁 欲 主 義 的 ス ー フ ィ ーの ひ と り で あ る 。 ソ フ ィ ヤ ー ン ・ サ ウ リ ー に よ れ ば 、 オ ン メ ・ ヘ ッ サ ーン の 娘 は 、  「 ミ フ ラ ー ブ の 中 で 祈 祷 し て 言 っ た 。  『 神 よ 、 誰 も が 愛 す る人 と 隠 遁 し て お り ま す 。 神 よ 、 私 も 、 我 が 愛 す る 人 で あ る 貴 方 様 と 隠遁 し て い る の で す 。  』 彼 女 は こ う 信 じ て い た 。 人 間 の 心 は 、 死 に よ っ てす ら 浄 化 さ れ る こ と は な い 。 全 て の ヒ ン マ  （ 精 神 集 中 に よ る 霊 的 力 ）  を 、神 に 至 る た だ ひ と つ 方 向 へ と 向 け る 以 外 に は 。 ソ フ ィ ヤ ー ン  ・  サ ウ リ ーは 彼 女 に つ い て こ う 言 っ た 。  「 彼 女 の 言 葉 を 聞 い た 後 は 、 我 を 取 る に 足ら ぬ 者 で あ る か の よ う に 感 じ る 」

² ⁶ 

　

ま た 、 こ の 時 代 に 、 シ ャ キ ー ク ・ バ ル ヒ ー （

8
1
0

没 ）  ﹇ バ ル フ の 高 名

な 神 秘 道 導 師 ﹈ と 深 交 を も っ て い た の が 、  ﹇ バ ス ラ の ﹈ バ フ リ ー イ ェ

 

Ba
ḥrīya

 で あ る 。 彼 女 は ム ジ ュ タ ヒ ド で あ り 、 ズ ィ ク ル （ 称 名 ） の 集 会

を 開 い て い た 。

² ⁷

　

禁 欲 と 敬 虔 主 義 、 苦 行 へ の 信 奉 が 、 こ れ ら の 禁 欲 主 義 者 た ち の 間
で 、 の ち に 神 秘 主 義 の 発 生 の 主 要 な 核 と な っ た が 、 こ の 時 代 に お い ては 、 ま だ 「 神 秘 主 義 」 は 形 成 さ れ て い な か っ た 。 の み な ら ず 、 ア ラ ブに よ っ て 征 服 さ れ た 諸 民 族 、 と く に 、 の ち の 時 代 に 神 秘 主 義 の 形 成 と発 展 と 拡 大 に お い て 主 要 な 役 割 を 果 た し た イ ラ ン の 人 々 の 間 に は 、 イス ラ ー ム 自 体 が 、 未 だ 広 ま っ て い な か っ た の で あ る 。

² ⁸  こ の 時 期 、 バ

ス ラ は 、 禁 欲 と 節 制 の 流 れ の 中 心 で あ り 、 敬 虔 主 義 の 女 性 た ち は 、 アラ ブ の 民 で あ っ た 。 し か し 、 イ ス ラ ー ム 神 秘 主 義 が 禁 欲 と 神 へ の 畏 怖か ら 、  神 へ の 愛 と 霊 知 へ と 変 遷 を と げ た の ち の 世 紀 に お い て は 、  徐 々 に 、非 ア ラ ブ の マ ワ ー リ ー ﹇ マ ウ ラ ー

 ma
wlā

 の 複 数 形 。 こ こ で は 「 被 護 民 」

を 意 味 す る ﹈ の 女 た ち の 名 が 見 ら れ る よ う に な る 。 彼 ら は 、 自 ら の 神秘 体 験 の 表 現 に お い て 、 神 へ の 愛 を 語 る と い う 礎 石 を 築 い た の で あ る 。そ の ひ と り が ラ ー ビ ア ・ ア ダ ヴ ィ ー ア で あ っ た 。
　

イ ス ラ ー ム 開 闢 後 の 最 初 の 一 世 紀 は 、 ウ マ イ ヤ 朝 末 期 に 至 る ま で 、
イ ス ラ ー ム の 衣 を ま と っ た だ け の 新 ム ス リ ム た ち が 受 け 入 れ ら れ る 条件 は

、  ア ラ ブ 部 族 が 、  彼 ら を マ ワ ー リ ー と し て 引 き 受 け る こ と で あ っ た

。

² ⁹ 「 ア

ラ ブ が イ ラ ン と 他 の 被 征 服 地 か ら 連 れ 帰 っ た 多 く の 捕 虜 や 奴 隷 は 、  様 々な 部 族 と 個 人 に 配 分 さ れ 、 分 け ら れ た 個 々 の グ ル ー プ は 、  ﹇ 主 人 と 、 擬制 の ﹈ 血 縁 関 係 を 取 り 結 び

、 マ ワ ー リ ー と し て 知 ら れ る よ う に な っ た 。

」

³ ⁰ 

ス ラ ミ ー の 記 述 に よ れ ば 、 ラ ー ビ ア も 、 こ う し た マ ワ ー リ ー の 出 自 で
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̶̶̶̶　文化表象としての〈イスラーム〉　̶̶̶̶

あ
っ
た
。

　

ラ
ー
ビ
ア
は
、
一
方
で
は
、
そ
れ
以
前
の
禁
欲
主
義
者
ら
に
よ
る
禁
欲
と
苦
行
、

敬
虔
主
義
の
流
れ
に
連
な
っ
て
お
り
、
も
う
一
方
で
は
、
神
秘
主
義
の
歴
史
の
第

二
期
に
お
い
て
、
過
度
な
禁
欲
と
神
へ
の
畏
怖
か
ら
脱
し
、
神
へ
の
愛
を
語
っ
た

ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
血
脈
の
祖
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
女
以
前
に
も
、
シ
ャ

ア
ヴ
ァ
ー
ネ
と
い
う
名
の
非
ア
ラ
ブ ‘ajam

 

の
女 

³¹
が
い
た
。
彼
女
は
ア
ブ
ラ
に

住
み
、
彼
女
の
も
と
で
ク
ル
ア
ー
ン
の
朗
誦
を
行
う
た
め
に
集
ま
る
禁
欲
主
義
者

や
ア
ー
ビ
ド
、そ
し
て
、心
（
カ
ル
ブ
）
の
徒
ら
の
前
で
、神
へ
の
愛
に
つ
い
て
語
っ

た
の
で
あ
る
。

シ
ャ
ア
ヴ
ァ
ー
ネ　

Sha ‘w
āna

　

ス
ラ
ミ
ー
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
ア
ヴ
ァ
ー
ネ
は
、
禁
欲
主
義
者
で
ム
ジ
ュ

タ
ヒ
ド
で
も
あ
り
、
神
を
畏
れ
て
号
泣
す
る
と
と
も
に
、
他
の
者
た
ち
を
泣
か
せ

る
類
い
希
な
る
力
を
も
っ
て
い
た
。
彼
女
は
神
へ
の
愛
と
「
見
神
」（
ル
ー
ヤ・ア
ッ

ラ
ー
）
に
つ
い
て
語
っ
た
最
初
の
女
性
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ア
ヴ
ァ
ー
ネ
の
没
年
は
、

『
純
粋
の
資
質
』
と
『
親
交
の
息
吹
』
に
お
い
て
、
彼
女
が
老
年
に
フ
ァ
ズ
ィ
ー

ル
・
オ
ヤ
ー
ズ
（803

没
）﹇
メ
ッ
カ
に
暮
ら
し
た
神
秘
道
導
師
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
伝

達
者
﹈
に
会
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ー
ビ
ア
の
数
十
年
前
と
考
え

ら
れ
る
。
ス
ラ
ミ
ー
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
ア
ヴ
ァ
ー
ネ
は
、
イ
ラ
ン
人
で
あ
り
﹇
史

料
中
で
は
〈‘ajam

īya

〉
と
記
さ
れ
て
い
る
﹈、
イ
ブ
ン
・
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、

彼
女
は
ペ
ル
シ
ア
語
で
夫
と
話
を
し
て
い
た
と
い
う
。
ア
ラ
ブ
に
よ
る
攻
撃
以
前
、

ク
テ
シ
フ
ォ
ン
が
サ
サ
ン
朝
の
夏
の
都
で
あ
り
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
が
サ
サ
ン
朝
支

配
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
地
域
に
ペ
ル
シ
ア
語
を
母

語
と
す
る
〈
イ
ラ
ン
人
〉
が
い
た
こ
と
は
、
な
ん
ら
不
自
然
で
は
な
い
。
と
く
に
、

ア
ラ
ブ
の
攻
撃
以
前
、
同
地
域
へ
は
イ
ラ
ン
高
原
の
他
の
地
域
か
ら
〈
イ
ラ
ン
人
〉

た
ち
が
移
住
し
て
い
た
。³²

　

彼
女
が
残
し
て
い
る
言
葉
は
、
彼
女
が
創
造
主
と
被
造
物
の
間
の
愛
を
信
じ
、

生
涯
を
禁
欲
と
イ
バ
ー
ダ
に
捧
げ
て
節
制
に
努
め
、
泣
く
こ
と
を
神
へ
の
「
近
接
」

と
地
獄
の
業
火
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
手
段
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

シ
ャ
ア
ヴ
ァ
ー
ネ
の
評
伝
は
、
ラ
ー
ビ
ア
の
生
涯
を
伝
え
る
逸
話
と
同
様
に
、
伝

説
と
い
う
後
輪
の
な
か
に
渦
巻
い
て
い
る
。
ス
ラ
ミ
ー
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
彼

女
の
美
し
く
甘
美
な
声
に
言
及
し
て
い
る
。
シ
ャ
ア
ヴ
ァ
ー
ネ
は
、
こ
の
甘
美
な

る
声
を
も
っ
て
、
説
教
を
行
っ
た
と
い
う
。³³ 

し
か
し
、
の
ち
の
時
代
の
聖
者
伝

で
は
、
彼
女
は
、
最
初
、
楽
師
で
あ
り
、
酒
の
宴
に
加
わ
り
、
ま
た
、
彼
女
に
仕

え
る
多
く
の
女
奴
隷
を
抱
え
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
日
、シ
ャ
ア
ヴ
ァ
ー

ネ
は
、
サ
ー
リ
フ
・
ム
ッ
リ
ー
の
説
教
会
に
お
い
て
悔
悛
（
タ
ウ
バ
）
し
、
イ
バ
ー

ダ
と
禁
欲
に
目
覚
め
、
女
奴
隷
た
ち
を
解
放
し
て
自
ら
の
財
産
を
喜
捨
し
た
の
で

あ
っ
た
。³⁴

　

彼
女
の
有
名
な
言
葉
の
ひ
と
つ
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。「
眼
は
恋
い
慕
う

お
方 m

aḥbūb 

と
別
れ
、〈
彼
〉
へ
の
接
見 liqā‘ 

を
熱
望
す
る
眼
は
、
泣
く
こ
と
な

し
に
お
れ
よ
う
か
」³⁵ 

シ
ャ
ア
ヴ
ァ
ー
ネ
は
、
神
を
「
恋
人
」m

aḥbūb 

と
呼
び
、

神
を
「
見
る
こ
と
」
に
つ
い
て
語
っ
た
、
最
初
の
禁
欲
主
義
的
ス
ー
フ
ィ
ー
の
ひ

と
り
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、彼
女
は
、「
神
へ
の
愛
」（
マ
ハ
ッ
バ
）を
表
現
し
た
ラ
ー

ビ
ア
の
先
達
で
あ
り
、
後
の
時
代
に
お
い
て
ア
ッ
ラ
ー
と
の
「
接
見
」（
リ
カ
ー
）  

を
語
っ
た
偉
大
な
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
の
先
駆
で
も
あ
る
。

　

禁
欲
と
号
泣
は
、
当
初
、
神
へ
の
畏
怖
の
感
覚
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
禁
欲
は
、
徐
々
に
禁
欲
主
義
の
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
に
と
っ
て
、「
神
を

識
る
こ
と
と
神
へ
の
愛
、
さ
ら
に
、
神
と
の
合
一
の
よ
り
高
い
能
力
を
、
魂
が
見
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出
す
た
め
に
」³⁶
、
内
面
（
バ
ー
テ
ィ
ン
）
を
浄
化
し
、
魂
（
ル
ー
フ
）
を
純
化

す
る
最
初
の
方
法
と
な
っ
た
。

　

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
二
世
紀
﹇
西
暦
八
世
紀
〜
九
世
紀
初
頭
﹈
に
は
、
ラ
ー
ビ
ア
・
ア

ダ
ヴ
ィ
ー
ア
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、「
神
へ
の
愛
」
と
い
う
概
念
が
、
イ
ス
ラ
ー

ム
神
秘
主
義
に
お
い
て
よ
り
広
く
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
変
化
に
お
い

て
、
ラ
ー
ビ
ア
は
驚
く
べ
き
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。
バ
ダ
ウ
ィ
ー
﹇
現
代
エ
ジ

プ
ト
の
ア
ラ
ブ
文
学
研
究
者
﹈
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ラ
ー
ビ
ア
以
前

に
は
、
誰
も
神
へ
の
愛
を
語
る
者
な
ど
い
な
か
っ
た
。
彼
女
は
、
こ
れ
を
、
単
に

言
葉
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
体
験
的
な
意
味
と
概
念
に
よ
っ
て
イ
ス

ラ
ー
ム
神
秘
主
義
に
導
入
し
た
最
初
の
人
物
で
あ
る
。」³⁷  

　

し
か
し
、
ラ
ー
ビ
ア
と
同
時
代
の
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
、
あ
る
い
は
、
彼
女
以
前

の
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
の
言
葉
に
目
を
向
け
る
と
、
た
と
え
、
こ
の
時
代
の
神
秘
主
義

の
教
義
の
基
礎
が
、
禁
欲
主
義
と
神
へ
の
畏
怖
に
置
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
ま

ず
、
シ
ャ
ア
ヴ
ァ
ー
ネ
が
、
そ
の
後
、
シ
ャ
キ
ー
ク・バ
ル
ヒ
ー
や
、
マ
ア
ル
ー
フ・

カ
ル
ヒ
ー
（815

没
）﹇
バ
グ
ダ
ー
ド
の
カ
ル
フ
に
生
ま
れ
た
神
秘
道
導
師
﹈
が
、「
神

へ
の
愛
」
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
は
、
禁
欲
主
義
の
時
代
か
ら
神
秘
主
義
の
時
代

へ
の
移
行
に
お
い
て
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ア
ヴ
ァ
ー
ネ
が
、

カ
ア
バ
の
タ
ワ
ー
フ 

﹇
メ
ッ
カ
大
巡
礼
の
際
に
巡
礼
者
が
カ
ア
バ
神
殿
の
周
り
を

回
る
儀
式
。
反
時
計
回
り
に
七
回
廻
る
﹈ 

の
最
中
に
次
の
よ
う
に
叫
ん
だ
と
い
う

逸
話
が
あ
る
。

「
私
は
汝
（
神
）
へ
の
愛
に
渇
い
て
お
り
、
決
し
て
渇
き
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
の
で
す
。」

さ
ら
に
、
こ
の
愛
を
治
療
薬
の
な
い
痛
み
と
称
し
て
言
っ
た
。

　

シ
ャ
キ
ー
ク
・
バ
ル
ヒ
ー
は
、
短
い
記
述
の
中
で
、
初
期
の
神
秘
家
た
ち
の
教

義
に
お
け
る
愛
の
価
値
と
位
置
づ
け
を
記
し
て
お
り
、
こ
の
時
代
の
、
禁
欲
主
義

か
ら
神
秘
主
義
へ
の
移
行
の
根
源
を
明
確
に
描
い
て
い
る
。³⁹ 

ま
た
、
マ
ア
ル
ー

フ
・
カ
ル
ヒ
ー
は
、﹇
人
間
が
抱
く
﹈
愛
を
、「
神
の
賜
物
で
あ
り
、
神
の
与
え
給

う
た
力
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。⁴⁰ 

し
か
し
、「〈
神
へ
の
愛
〉
の
最
初
の
顕
れ
」⁴¹

を
彼
女
の
詩
と
言
葉
の
中
で
表
現
し
て
い
る
聖
女
ラ
ー
ビ
ア
は
、
確
実
に
、
禁
欲

主
義
（
ズ
フ
ド
）
の
段
階
か
ら
神
秘
道
（
タ
リ
ー
カ
）
の
域
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
た
。

ラ
ー
ビ
ア
の
存
在
と
彼
女
の
教
義
は
、
神
へ
の
畏
怖
に
依
る
無
味
乾
燥
の
禁
欲
主

義
か
ら
、「
愛
に
基
づ
く
痛
み
に
満
ち
た
霊
知
」⁴²
へ
の
転
換
点
な
の
で
あ
る
。

■　
第
二
期　
神
秘
主
義
の
時
代

１　
ラ
ー
ビ
ア
・
ア
ダ
ヴ
ィ
ー
ア　

Rābiʻa Adaw
īya

　

ラ
ー
ビ
ア
・
ア
ダ
ヴ
ィ
ー
ア
（752

没
）
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
の
歴
史

の
中
で
、
最
も
名
の
知
ら
れ
た
女
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
女
の
生
涯
に
つ
い
て
、

詳
し
い
情
報
や
確
か
な
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ラ
ー
ビ
ア
に
つ
い
て
の
伝
承

で
は
、
時
代
や
場
所
が
錯
綜
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
中
で
描
か
れ
る
ラ
ー
ビ
ア
の

像
は
、
彼
女
以
前
の
、
あ
る
い
は
、
彼
女
以
後
の
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
逸
話
が
混

じ
り
合
っ
た
神
話
の
ご
と
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
。『
神
秘
主
義
聖
者
列
伝
』
の
中

で
述
べ
ら
れ
る
彼
女
と
ハ
サ
ン
・
バ
ス
リ
ー
と
の
邂
逅
・
対
話
に
つ
い
て
の
伝
承
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は
、
ハ
サ
ン
・
バ
ス
リ
ー
の
没
年
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
歴
史
的
実
証
性
は
持
ち

得
な
い
。
ま
た
、
ラ
ー
ビ
ア
が
語
っ
た
多
く
の
言
葉
や
彼
女
の
も
の
と
さ
れ
る
言

葉
は
、
そ
の
後
何
世
紀
か
の
間
に
、
口
承
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ッ
タ
ー

ル
は
、
そ
れ
ら
を
美
し
い
詩
的
な
散
文
に
仕
立
て
、『
神
秘
主
義
聖
者
列
伝
』
の
中

に
収
め
て
い
る
。
ラ
ー
ビ
ア
の
生
涯
に
関
す
る
も
っ
と
も
古
い
記
述
で
あ
る
ス
ラ

ミ
ー
の
ス
ー
フ
ィ
ー
列
伝
﹇『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
』﹈
に
よ
れ
ば
、
ソ
フ
ィ

ヤ
ー
ン
・
サ
ウ
リ
ー
と
サ
ー
リ
フ
・
ム
ッ
リ
ー
は
、
彼
女
と
同
時
代
の
人
物
で
あ
り
、

ス
ラ
ミ
ー
は
、
ラ
ー
ビ
ア
の
言
葉
の
大
半
を
、
サ
ウ
リ
ー
が
伝
え
る
逸
話
と
し
て
記
し

て
い
る
。⁴³ 

　

ラ
ー
ビ
ア
を
「
ア
タ
キ
ー
家
の
マ
ウ
ラ
ー
（
女
性
）」m

awlāt li āl ‘A
takī 

と
み

な
し
た
ス
ラ
ミ
ー
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
女
は
ア
ラ
ブ
で
は
な
く
、
ま

た
、
ム
ス
リ
ム
で
も
な
い
出
自
と
さ
れ
て
い
た
。⁴⁴
ま
た
、
ア
ブ
ー
・
ア
ス
マ
ー
・

ア
タ
キ
ー
﹇
マ
ル
ヴ
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
伝
達
者
﹈⁴⁵
と
ア
ブ
ル
・
ラ
イ
ス
・
ア
タ
キ
ー

﹇
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
法
学
者
﹈
が
マ
ル
ヴ
の
出
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ラ
ー
ビ
ア

が
イ
ラ
ン
人
で
あ
っ
た
と
の
説
を
と
る
者
も
い
る
。
と
く
に
、ス
ラ
ミ
ー
と
イ
ブ
ン・

ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
女
の
家
の
粗
末
な
家
具
の
中
に

は
、
フ
ァ
ー
ル
ス
地
方
の
芦
で
で
き
た
敷
物
が
あ
り
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
祖
先
か

ら
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。⁴⁶ 

ま
た
、
ラ
ー
ビ
ア
が
カ
ア
バ
の

神
殿
を
重
視
せ
ず
、
カ
ア
バ
の
神
に
重
き
を
お
い
て
い
た
こ
と
も
（
訳
注
２
）、
バ
ー

ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
よ
う
な
イ
ラ
ン
人
ス
ー
フ
ィ
ー
に
特
有
の
も
の

と
み
な
れ
た
の
で
あ
る
。⁴⁷

　

ラ
ー
ビ
ア
が
、
カ
ア
バ
神
殿
を
重
視
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ

ラ
フ
マ
ー
ン
・
バ
ダ
ウ
ィ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
ラ
ー
ビ
ア
は
、
最

初
、
カ
ア
バ
の
物
質
的
側
面
を
そ
の
精
神
的
側
面
か
ら
切
り
離
し
、
カ
ア
バ
の
外

見
に
対
し
て
で
な
く
、
カ
ア
バ
の
意
味
に
対
し
て
重
要
性
を
認
め
た
の
だ
。
し
か

し
、
最
終
的
に
は
、
カ
ア
バ
に
対
し
、
何
の
意
味
も
認
め
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
、
カ

ア
バ
の
意
味
の
全
て
が
彼
女
に
と
っ
て
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。（
カ
ア
バ
に
対
す
る
）

こ
う
し
た
考
え
は
、
ラ
ー
ビ
ア
の
時
代
と
彼
女
を
取
り
巻
い
て
い
た
環
境
に
見
ら

れ
た
思
想
で
も
他
に
例
が
な
く
、
同
時
代
に
は
そ
れ
に
対
す
る
反
応
す
ら
な
か
っ

た
ほ
ど
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
カ
ア
バ
の
軽
視
は
、
の
ち
の
時
代
に
お
い
て
ハ
ッ
ラ
ー

ジ
の
教
義
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、「
彼
に
対
し
不
信
仰
（
タ
ク
フ
ィ
ー
ル
）

が
宣
言
さ
れ
、の
ち
に
処
刑
せ
ら
れ
た
最
も
明
白
な
理
由
」⁴⁸
と
な
っ
た
の
で
あ
っ

た
。

　

ア
ッ
タ
ー
ル
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ラ
ー
ビ
ア
は
、
赤
子
に
着
せ
る
産

着
も
な
い
ほ
ど
貧
し
い
家
に
生
ま
れ
、
若
く
し
て
奴
隷
の
身
と
な
っ
た
。
彼
女
が
、

一
方
で
は
奴
隷
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
、
他
方
で
は
楽
師
の
境
遇
に
落
ち
た
と
記
さ

れ
て
い
る
『
神
秘
主
義
聖
者
列
伝
』
の
矛
盾
し
た
指
摘
は
、
こ
の
女
性
の
生
涯
に

つ
い
て
、確
た
る
評
伝
を
描
き
出
す
の
を
困
難
に
し
て
い
る
。
バ
ダ
ウ
ィ
ー
は
、ラ
ー

ビ
ア
が
楽
師
に
身
を
落
と
し
た
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
も
し
ラ
ー

ビ
ア
が
生
涯
の
一
時
期
に
破
滅
と
現
世
で
の
愛
に
溺
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
、
信

仰
と
愛
に
お
い
て
あ
れ
ほ
ど
に
も
邁
進
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
彼
は
述
べ
る
。⁴⁹

　

ま
た
、
ペ
ル
シ
ア
文
学
で
は
、
ア
ッ
タ
ー
ル
が
『
神
秘
主
義
聖
者
列
伝
』
の
中

で
、
神
秘
家
ら
が
四
世
紀
に
わ
た
り
、
こ
の
女
性
に
つ
い
て
作
り
上
げ
た
伝
説
を

記
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
形
式
で
書
か
れ
た
『
神
の
書
』Ilāḥī N

ām
e 

で
は
、彼
女
の
愛
の
熱
情
を
、神
秘
主
義
の
教
義
の
根
幹
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ラ
ー

ビ
ア
は
、
禁
欲
主
義
に
拘
泥
し
、
悲
嘆
と
神
へ
の
畏
怖
、
そ
し
て
祈
り
を
極
度
に

信
奉
す
る
女
で
あ
っ
た
。
ラ
ー
ビ
ア
の
言
葉
は
、神
へ
の
愛
と
い
う
要
素
に
よ
っ
て
、

彼
女
を
、
神
秘
主
義
的
な
熱
狂
の
源
泉
と
な
っ
た
伝
説
の
存
在
へ
と
変
え
た
の
で
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あ
る
。
神
へ
の
愛
を
語
っ
た
ラ
ー
ビ
ア
の
有
名
な
詩
の
ひ
と
つ
に
つ
い
て
は
、
ア

ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
カ
ラ
ー
バ
ー
ズ
ィ
ー
﹇
二
、
お
よ
び
「
結
び
」
参
照
﹈
や
ア
ブ
ー
・
タ
ー

リ
ブ
・
マ
ッ
キ
ー
（996/7

没
）﹇
メ
ッ
カ
近
郊
に
も
暮
ら
し
た
。
ス
ー
フ
ィ
ー
、

説
教
師
。﹈、
ア
ブ
ー
・
ハ
ー
ミ
ド
・
ガ
ザ
ー
リ
ー
（1058-1111

）﹇
ホ
ラ
ー
サ
ー

ン
の
ト
ゥ
ー
ス
生
ま
れ
。
イ
ス
ラ
ム
史
上
最
も
偉
大
な
思
想
家
の
ひ
と
り
。
の
ち
、

神
秘
主
義
に
回
心
す
る
﹈
な
ど
の
多
く
の
神
秘
主
義
者
た
ち
が
解
釈
を
行
っ
て
い

る
。⁵⁰ 

し
か
し
、
彼
ら
の
う
ち
誰
も
ラ
ー
ビ
ア
の
生
涯
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な

い
。
彼
女
の
生
涯
に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
は
、ア
ッ
タ
ー
ル
の
『
神

秘
主
義
聖
者
列
伝
』
で
あ
る
。
ラ
ー
ビ
ア
・
ア
ダ
ヴ
ィ
ー
ア
の
生
涯
に
関
す
る
逸

話
と
彼
女
の
言
葉
は
、
ア
フ
マ
ド
・
ア
ビ
ル
・
ハ
ヴ
ァ
ー
リ
ー
（844/5

没
）﹇
ダ

マ
ス
カ
ス
の
ス
ー
フ
ィ
ー
﹈の
妻
、ラ
ー
ビ
ア（
あ
る
い
は
ラ
ー
イ
ア
）・シ
ャ
ー
ミ
ー

(849/50

没)

、
に
つ
い
て
の
逸
話
と
混
同
さ
れ
て
お
り
、
両
者
を
区
別
す
る
の
は

容
易
で
は
な
い
。⁵¹ 

　

ラ
ー
ビ
ア
の
生
涯
に
つ
い
て
散
見
さ
れ
る
記
述
と
彼
女
の
言
葉
の
中
で
唯
一
明

確
な
点
は
、
彼
女
の
存
在
が
、
神
秘
主
義
の
歴
史
に
お
け
る
禁
欲
主
義
と
神
へ
の

畏
怖
の
時
代
か
ら
、
神
へ
の
愛
と
情
熱
、
ス
ー
フ
ィ
ー
に
よ
る
神
秘
体
験
の
時
代

へ
の
転
換
点
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主

義
研
究
者
た
ち
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
。
ア
ッ
タ
ー
ル
の
記
述
で
は
、
ラ
ー
ビ

ア
に
つ
い
て
、
禁
欲
主
義
と
い
う
枠
を
、
人
間
の
精
神
体
験
に
は
窮
屈
で
あ
る
と

考
え
た
霊
知
者
と
し
て
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、彼
女
を
、ア
ブ
ル・

ハ
サ
ン
﹇
あ
る
い
は
、
フ
サ
イ
ン
﹈・
ヌ
ー
リ
ー
（907/8

没
）﹇
ジ
ュ
ナ
イ
ド
（
後

述
）
と
同
門
の
ス
ー
フ
ィ
ー
﹈、
フ
サ
イ
ン
・
ビ
ン
・
マ
ン
ス
ー
ル
・
ハ
ッ
ラ
ー
ジ
、

ア
ブ
ル
・
ハ
サ
ン
・
ハ
ラ
カ
ー
ニ
ー
（1033/4

没
）﹇
バ
ス
タ
ー
ム
の
ハ
ラ
ガ
ー

ン
に
生
ま
れ
た
高
名
な
神
秘
道
導
師
﹈、
ア
フ
マ
ド・ガ
ザ
ー
リ
ー
（1126

没
）﹇
神

秘
主
義
思
想
家
。
上
記
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
弟
﹈、
ア
イ
ヌ
ル
グ
ザ
ー
ト・ハ
マ
ダ
ー
ニ
ー

（1131

没
）﹇
ハ
マ
ダ
ー
ン
に
生
ま
れ
た
神
秘
主
義
哲
学
者
で
ア
フ
マ
ド
・
ガ
ザ
ー

リ
ー
の
弟
子
。
不
信
仰
宣
言
を
受
け
処
刑
さ
れ
る
﹈、
と
い
っ
た
神
秘
家
ら
の
血
脈

の
祖
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
は
、精
神
体
験
と
実
践
的
な「
神
秘
修
行
」（
リ

ヤ
ー
ザ
）
に
よ
っ
て
、「
我
」
か
ら
の
脱
却
を
体
験
し
、
聞
い
た
も
の
﹇
知
識
﹈
で

は
な
く
、
見
た
も
の
﹇
体
験
﹈
に
つ
い
て
語
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
。⁵²

　

ラ
ー
ビ
ア
の
言
葉
と
詩
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
が
伝
え
る
逸
話
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
、
彼
ら
の
教
義
の
中
で
用
い
ら
れ
た
。
ラ
ー
ビ
ア
を
同
時
代
の
禁
欲
的
神
秘
主

義
者
ら
と
分
か
つ
も
の
、
ま
た
、
彼
女
を
禁
欲
主
義
（
ス
フ
ド
）
か
ら
神
秘
主
義

（
タ
サ
ッ
ウ
フ
）
へ
の
転
換
点
に
位
置
づ
け
る
も
の
は
、彼
女
の
思
想
が
、イ
ス
ラ
ー

ム
聖
法
の
教
義
の
枠
を
越
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ー
ビ
ア
は
、
神
へ
の
崇
拝

に
お
い
て
、
地
獄
へ
の
恐
怖
と
天
国
へ
の
望
み
、（
天
国
で
）
果
樹
園
の
林
檎
や
乳

の
香
に
酔
い
し
れ
る
こ
と
を
夢
見
る
と
い
っ
た
段
階
を
通
り
越
し
、
自
分
と
神
と

の
関
わ
り
を
、
報
い
と
罰
と
い
う
関
係
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
た
。
彼

女
の
言
葉
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

「
わ
が
主
よ
、
も
し
、
私
が
、
地
獄
を
怖
れ
る
ゆ
え
に
あ
な
た
を
崇
め
る
な
ら
、

私
を
地
獄
で
焼
い
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
天
上
の
楽
園
を
希
求
し
て
崇
拝
す
る

な
ら
、
私
を
ハ
ラ
ー
ム
不
如
法
の
身
と
し
て
排
除
し
て
下
さ
い
。
も
し
、
あ
な

た
の
た
め
に
、
あ
な
た
を
崇
め
る
な
ら
、
久
遠
の
美
を
私
に
惜
し
ま
な
い
で
下

さ
い
。」⁵³ （
藤
井
訳
『
聖
者
列
伝
』
八
一 ̶

 

八
二
頁
） 

　

こ
の
よ
う
な
創
造
主
と
被
造
物
と
の
関
係
が
、
何
も
介
在
せ
ず
、
直
接
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
信
仰
に
よ
り
、
彼
女
の
言
葉
は
、
の
ち
の
時
代
の
ス
ー
フ
ィ
ー
た
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ち
に
よ
る
表
面
的
に
は「
不
信
仰
」（
ク
フ
ル
） 

な
言
葉
の
端
緒
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
神
秘
主
義
聖
者
列
伝
』
に
お
い
て
ア
ッ
タ
ー
ル
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

ラ
ー
ビ
ア
を
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
の
歴
史
上
、
最
初
の
霊
知
者
（
ア
ー
リ

フ
）
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
彼
女
は
、
人
間
と
神
と
の
関
係
に
お
い
て
、
シ
ャ

リ
ー
ア
の
枠
組
み
を
越
え
、
自
分
と
神
と
の
関
係
を
、
何
も
の
も
介
在
し
な
い
直

接
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
に
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
へ
の
敬
愛
さ
え

入
る
余
地
が
な
く
、
ま
た
、
悪
魔
へ
の
敵
意
を
抱
く
余
地
も
な
か
っ
た
ほ
と
で
あ
る
。

ス
ラ
ミ
ー
に
よ
れ
ば
、
ラ
ー
ビ
ア
は
預
言
者
を
「
被
造
物
」
と
呼
び
、
ア
ッ
タ
ー

ル
に
よ
れ
ば
、「
神
以
外
の
者
」
と
呼
ん
だ
。
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
伝
え
ら
れ
る
。

「
栄
光
あ
る
お
方 

﹇
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
を
指
す
﹈ 

を
友
と
し
て
好
む
か
」
と
尋

ね
ら
れ
て
、
彼
女
は
「
友
誼
を
感
じ
て
お
り
ま
す
」
と
答
え
た
。「
あ
な
た
は
悪

魔
を
敵
と
し
て
嫌
う
か
」
と
問
わ
れ
る
と
こ
う
答
え
た
。

「
慈
悲
あ
る
お
方
と
の
友
誼
の
た
め
と
い
う
こ
と
で
悪
魔
と
敵
対
す
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。」⁵⁴
（
藤
井
訳
『
聖
者
列
伝
』
六
九
頁
）

　

ラ
ー
ビ
ア
以
後
の
神
秘
主
義
が
始
ま
る
時
代
、
つ
ま
り
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
が
、

イ
ラ
ン
的
神
秘
主
義
の
揺
籃
の
地
と
な
る
熱
狂 shūrīdegī 

の
時
代
に
お
い
て
、
ホ

ラ
ー
サ
ー
ン
の
女
た
ち ̶
̶
 

そ
の
多
く
が
ニ
ー
シ
ャ
ー
ブ
ー
ル
の
出
身
で
あ
っ
た

が ̶
̶
 

が
、
こ
の
思
想
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
全
体
に
お
い
て

は
、
女
性
の
ム
ジ
ュ
タ
ヒ
ド
や
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者
、
法
学
者
が
、
連
綿
と
存
在
し

て
い
な
が
ら
も
、
と
き
に
、
名
も
評
伝
も
記
さ
れ
ぬ
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時

代
の
ス
ー
フ
ィ
ー
列
伝
は
、
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
や
女
性
霊
知
者
に
つ
い
て
も
記
述

を
残
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
、
そ
の
神
秘
体
験
の
表
現
に
よ
っ
て
、
同
時
代
の

高
名
な
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
列
に
列
せ
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
の
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー

ら
の
中
に
は
、
チ
ュ
ニ
ス
や
シ
リ
ア
、
ダ
マ
ス
カ
ス
の
女
た
ち
の
名
も
多
く
記
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
比
し
て
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
数
は
、

圧
倒
的
で
あ
る
。

　
「
熱
狂
の
徒
」 shūrīdegān 

の
血
脈
の
祖
に
し
て
、陶
酔
（
ス
ク
ル
）
の
徒
、ホ
ラ
ー

サ
ー
ン
の
偉
大
な
霊
知
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ー

の
時
代
は
、
こ
の
点
で
比
類
な
き
時
代
で
あ
る
。
ス
ラ
ミ
ー
は
、
こ
の
時
代
の
多

く
の
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー ̶

̶
 

そ
の
大
半
が
ニ
ー
シ
ャ
ー
ブ
ー
ル
と
ダ
ー
ム
ガ
ー
ン

で
生
涯
を
送
っ
た ̶

̶
 

の
名
前
と
言
葉
を
、『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
』
に

お
い
て
記
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
伝
記
集
成
に
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
全
て
の
女

性
を
必
然
的
に
「
ス
ー
フ
ィ
ー
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

彼
女
ら
の
一
部
は
、敬
虔
主
義
と
イ
バ
ー
ダ
ゆ
え
に
讃
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

彼
女
た
ち
を
初
期
の
禁
欲
主
義
神
秘
家 zāhed-ṣūfī 

の
グ
ル
ー
プ
に
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
神
秘
主
義
が
、「
直
接
体
験
」（
ザ
ウ
ク
）
や
「
神
秘
的
開
示
」（
カ

シ
ュ
フ
）、
観
照
（
ム
シ
ャ
ー
ハ
ダ
）
に
お
い
て
、
驚
く
べ
き
発
展
と
拡
が
り
を
見

せ
た
こ
の
時
代
に
、ス
ー
フ
ィ
ー
列
伝
の
記
述
に
は
、「
神
秘
家
」ṣūfī

や「
霊
知
」 ‘ārif

と
呼
ば
れ
、
ま
た
、
と
き
に
「
神
の
友
（
聖
者
）」awliyā’ A

llāh 

と
み
な
さ
れ
た

女
た
ち
の
名
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
代
、
ス
ラ
ミ
ー
が
女
性
神
秘

家
ら
の
伝
記
や
地
位
に
対
し
て
用
い
て
い
る
言
葉
は
、「
イ
バ
ー
ダ
に
邁
進
す
る
者

﹇
女
﹈
た
ち
」m

uta‘abbidāt

、「（
自
己
と
）
闘
う
者
﹇
女
﹈
た
ち
」m

ujāhidāt

、「
禁

欲
主
義
者
﹇
女
﹈
た
ち
」zuhhād

か
ら
、「
女
性
霊
知
者
た
ち
」‘ārifāt

、「
酔
言
を

語
る
者[
女]
た
ち
」m

utakallim
āt al-shaṭḥ

、「
心
的
境
地
（
ハ
ー
ル
）
の
持
ち

主
﹇
女
﹈」ṣāḥibat ḥāl

へ
と
変
化
し
て
い
る
﹇
心
的
境
地
と
は
、
神
秘
修
行
の
階
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梯
に
対
応
し
て
神
か
ら
与
え
ら
れ
る
霊
的
感
情
﹈。
ま
た
、「
敬
虔
さ
」vara‘ 

や
「
畏

れ
」khawf 

な
ど
の
語
に
代
わ
り
、「
真
実
」ṣidq

、「（
神
へ
の
献
身
の
）
純
粋
性
」

ikhlāṣ
、「﹇
聖
者
に
現
れ
る
﹈
奇
蹟
」karām

at

と
い
っ
た
言
葉
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

　

こ
の
時
代
に
お
け
る
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
言
葉
と
教
え
は
、非
難
の
徒
（
マ

ラ
ー
マ
テ
ィ
ー
ヤ
）﹇
九
世
紀
の
ニ
ー
シ
ャ
ー
ブ
ー
ル
で
生
じ
た
神
秘
主
義
の
一
派
。

外
面
的
な
敬
虔
さ
を
欺
瞞
と
し
て
忌
避
し
、
自
ら
が
非
難
（
マ
ラ
ー
マ
）
の
対
象

と
な
る
こ
と
で
神
へ
の
献
身
と
我
執
の
滅
却
を
は
か
る
も
の
﹈ 

の
影
響
と
と
も
に
、

フ
ト
ゥ
ー
ワ﹇「
若
者
ら
し
さ
」を
意
味
す
る
自
己
犠
牲
的
倫
理
。
後
述
す
る「
ジ
ャ

ヴ
ァ
ー
ン
マ
ル
デ
ィ
ー
」
を
土
台
と
し
て
形
成
さ
れ
た
﹈
の
教
義
か
ら
の
影
響
も

見
ら
れ
る
。
神
秘
主
義
と
フ
ト
ゥ
ー
ワ
は
、
二
つ
の
異
な
る
思
想
的
潮
流
に
源
泉

を
得
て
い
る
が
、実
践(

ア
マ
ル)

に
お
け
る
神
へ
の
献
身
の
純
粋
性（
イ
フ
ラ
ー
ス
）

や
、
欺
瞞
（
リ
ヤ
ー
）
の
忌
避
と
い
っ
た
原
理
に
お
い
て
、
共
通
の
要
素
を
も
つ
。

ま
た
、ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
に
お
け
る
「
非
難
の
徒
」
の
教
義
の
形
成
過
程
に
お
い
て
は
、

「
寛
大
の
徒
」（
ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
ン
マ
ル
デ
ィ
ー
）﹇「
若
者
ら
し
さ
」
を
原
義
と
す
る
、

イ
ラ
ン
世
界
で
形
成
さ
れ
た
自
我
否
定
、
自
己
犠
牲
の
倫
理
精
神
﹈
の
伝
統
と
教

義
も
徐
々
に
吸
収
さ
れ
、
フ
ト
ゥ
ー
ワ
と
と
も
に
、
神
秘
主
義
の
教
義
の
一
部
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。⁵⁵ 

神
へ
の
献
身
の
純
粋
性
と
真
実
、
そ
し
て
、
フ
ト
ゥ
ー
ワ

の
他
の
原
理
は
、
こ
の
時
代
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
の
教
義
に

も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

２　
ニ
ー
シ
ャ
ー
ブ
ー
ル
の
女
性
神
秘
家
た
ち

　
(1)　
オ
ン
メ
・
ア
リ
ー　

U
m

m
 ‘A

lī. im
ra ’a A

ḥm
ad b. K

ha ḍraw
iya al-Balkhī

　

オ
ン
メ
・
ア
リ
ー
は
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
三
世
紀
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
で
名
を
知
ら
れ

た
ス
ー
フ
ィ
ー
の
ひ
と
り
、
ア
フ
マ
ド
・
ビ
ン
・
ハ
ズ
ラ
ヴ
ィ
ー
イ
ェ
（854/5

没
）

の
妻
で
あ
る
。
ア
ッ
タ
ー
ル
は
『
神
秘
主
義
聖
者
列
伝
』
の
中
で
、
彼
女
の
名
を

フ
ァ
ー
テ
メ
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
ラ
ミ
ー
は
、
彼
女
の
生
涯
と
言
葉
に

関
す
る
記
述
の
中
で
一
貫
し
て
彼
女
を
オ
ン
メ
・
ア
リ
ー
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、

ス
ー
フ
ィ
ー
列
伝
の
中
に
は
、
彼
女
の
評
伝
と
言
葉
を
、
同
時
代
に
メ
ッ
カ
で
生

涯
を
送
っ
た
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
・
ニ
ー
シ
ャ
ー
ブ
ー
リ
ー
と
混
同
し
て
い
る
。
ア
ッ

タ
ー
ル
は
、
オ
ン
メ
・
ア
リ
ー
を
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ア
ド
ハ
ム
同
様
、
バ
ル

フ
の
王
族
で
あ
っ
た
と
み
な
し
て
い
る
。 

　

神
秘
主
義
の
歴
史
上
、
の
ち
の
時
代
に
お
い
て
、
高
貴
な
出
自
の
者
た
ち
が
、

神
か
ら
の
恩
寵
（
バ
ラ
カ
）
を
得
る
た
め
に
、自
分
の
娘
を
神
秘
道
の
導
師
（
シ
ャ

イ
フ
、
ム
ル
シ
ド
）
に
嫁
が
せ
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ァ
ー

テ
メ
は
、
こ
の
時
代
の
ス
ー
フ
ィ
ー
に
つ
い
て
現
存
す
る
記
述
の
中
で
、
自
分
の

配
偶
者
を
選
び
、
彼
と
結
ば
れ
る
こ
と
を
欲
し
、
自
ら
の
意
志
を
通
し
た
最
初
の

女
性
で
あ
る
。

「（
フ
ァ
ー
テ
メ
は
）
バ
ル
フ
王
族
の
娘
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
悔
悛
（
タ
ウ
バ
）
し
、

ア
フ
マ
ド
の
も
と
に
人
を
遣
り
、
自
分
を
父
に
乞
う
よ
う
に
と
言
っ
た
。
ア
フ

マ
ド
は
、
受
け
容
れ
な
か
っ
た
。（
フ
ァ
ー
テ
メ
は
）
も
う
一
度
人
を
遣
っ
た
。」⁵⁶

　

フ
ァ
ー
テ
メ
（
オ
ン
メ
・
ア
リ
ー
）
は
、
ア
フ
マ
ド
・
ハ
ズ
ラ
ヴ
ィ
ー
イ
ェ
と

結
婚
し
た
の
ち
、
自
分
の
全
て
の
財
産
を
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
に
喜
捨
し
、（
ア
フ
マ
ド

が
指
導
す
る
）
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
諸
事
に
あ
た
っ
て
夫
の
助
け
と
な
り
、
当
時

そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
て
い
た
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
説
教
の
座
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に
も
加
わ
っ
た
。
彼
女
と
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
と
の
邂
逅
、
お
よ
び
、

彼
女
に
つ
い
て
の
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
の
言
葉
は
、
多
く
の
ス
ー
フ
ィ
ー
伝
で
引
用

さ
れ
て
お
り
、
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
の
彼
女
に
対
す
る
信
奉
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
オ
ン
メ
・
ア
リ
ー
は
、
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
の
説
教

の
場
に
お
い
て
、
顔
を
覆
っ
て
い
た
ベ
ー
ル
を
は
ず
し
、
彼
に
対
し
、
自
由
に
言

葉
を
発
し
て
い
る
。

「
ア
フ
マ
ド
は
、
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
に
会
わ
ん
と
し
て
出
か
け
た
。
フ
ァ
ー
テ
ィ

マ
も
彼
に
同
行
し
た
。
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
の
も
と
に
着
く
と
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ

は
顔
か
ら
ベ
ー
ル
を
は
ず
し
、
ア
ブ
ー
・
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
﹇「
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
」

に
同
じ
﹈
に
語
り
か
け
た
。
ア
フ
マ
ド
は
、
憤
慨
し
て
言
っ
た
。『
フ
ァ
ー
テ

メ
よ
、
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
に
な
ん
と
無
礼
な
こ
と
を
す
る
の
だ
？
』 

フ
ァ
ー
テ

メ
は
言
っ
た
。『
あ
な
た
は
私
の
本
来
の
マ
フ
ラ
ム
﹇
イ
ス
ラ
ー
ム
法
上
、
ベ
ー

ル
等
で
身
体
を
覆
い
隠
す
必
要
の
な
い
相
手
﹈
で
あ
り
、
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
様

は
神
秘
道
に
お
け
る
マ
フ
ラ
ム
な
の
で
す
。
私
は
あ
な
た
に
よ
っ
て
（
現
世
の
）

愛
に
至
り
、
こ
の
方
に
よ
っ
て
神
に
至
る
の
で
す
』」⁵⁷

　

ス
ー
フ
ィ
ー
伝
に
記
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
に
よ
っ
て
そ
の
名
を

伝
え
ら
れ
た
多
く
の
女
た
ち
は
、
敬
虔
主
義
者 pārsā 

で
あ
っ
た
。
神
秘
主
義
の

導
師
ら
は
、
彼
女
た
ち
の
言
行
の
影
響
を
受
け
、
あ
る
い
は
、
彼
女
た
ち
の
言
葉

や
逸
話
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ァ
ー
テ
メ
は
、
神
秘
修
行
の
方
法
を
自
ら

言
葉
に
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
女
の
神
秘
道
に
お
け
る
求
道
へ
の
精
通
を
示
す
も
の

で
も
あ
る
。

　
「
酔
言
の
導
師
」sheykh-e shaṭṭāḥ

、「
霊
知
者
た
ち
の
王
」 sulṭān al-‘ārifīn 

と

し
て
知
ら
れ
る
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
は
、
神
秘
体
験
に
お
い
て
、

同
時
代
の
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
の
神
秘
体
験
を
表
し
た
言
葉
を
批
判
し
、
あ
る
い
は
、

霊
知
と
し
て
無
価
値
で
あ
る
と
み
な
す
ほ
ど
の
域
に
ま
で
達
し
て
い
た
。
し
か
し
、

彼
は
、
オ
ン
メ・ア
リ
ー
を
、
フ
ト
ゥ
ー
ワ
と
ヒ
ン
マ
（
精
神
集
中
に
よ
る
霊
的
力
）

の
範
と
呼
ん
で
い
た
。

　
『
神
秘
主
義
聖
者
列
伝
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
は
ア
フ
マ
ド
﹇
オ
ン
メ
・
ア
リ
ー
の
夫
﹈
に
尋
ね
た
。

「
い
つ
ま
で
旅
を
続
け
、
世
界
を
経
巡
る
つ
も
り
か
ね
」

ア
フ
マ
ド
は
答
え
た
。

「
水
を
一
つ
と
こ
ろ
に
止
め
て
お
こ
う
と
し
て
も
形
が
定
ま
ら
ず
姿
を
変
え
て

し
ま
い
ま
す
ゆ
え
」

導
師
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
が
こ
う
言
っ
た
。

「
な
ぜ
大
海
で
あ
ろ
う
と
せ
ぬ
の
か
。
変
化
す
る
こ
と
も
汚
れ
る
こ
と
も
な
い
で

は
な
い
か
」（
藤
井
訳
『
聖
者
列
伝
』
一
七
六
頁
、
下
線
部
は
前
田
に
よ
る
）

　

ま
た
、
ヤ
ヒ
ヤ
ー
・
ム
ア
ー
ズ
・
ラ
ー
ズ
ィ
ー
（871

没
）﹇
バ
ル
フ
で
暮
ら
し

た
高
名
な
禁
欲
主
義
者
、
説
教
師
﹈ 

が
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
に
次
の
よ
う
に
手
紙
を

書
き
送
っ
た
。

わ
ず
か
一
杯
の
霊
知
の
酒
杯
を
口
に
し
た
だ
け
で
、
我
を
忘
れ
、
始
め
も
終
わ

り
も
な
い
永
遠
の
酩
酊
に
入
り
込
む
者
に
つ
い
て
何
か
お
言
葉
を
下
さ
れ
」

バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
は
返
答
を
書
い
た
。

「
こ
こ
に
は
昼
夜
を
分
た
ず
、
存
在
の
永
遠
の
海
洋
そ
の
も
の
を
ワ
イ
ン
の
よ
う
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に 飲 み 干 し な が ら 、 も っ と な い の か と 咆 哮 し て い る 一 人 の 男 が 、 おり ま す ぞ 」

⁵ ⁸（ 藤 井 訳 『 聖 者 列 伝 』 一 六 六 頁 ）

　

こ れ ら の 伝 承 は 、 バ ー ヤ ズ ィ ー ド が 、 同 時 代 の ス ー フ ィ ー ら の 神 秘
体 験 を 、 ひ と り よ が り な 言 葉 だ け の も の と み な し 、 彼 ら の 存 在 を 歯 牙に も か け て い な か っ た こ と を 示 し て い る 。 に も 拘 わ ら ず 、  バ ー ヤ ズ ィ ード は 、 ヒ ン マ の 点 で も 、 ま た 、 神 秘 体 験 の 観 点 で も 、 オ ン メ  ・  ア リ ー を 、神 秘 的 求 道 の 範 と 見 な し て い た 。 彼 は 、 オ ン メ ・ ア リ ー に つ い て こ う述 べ て い る 。

「 神 秘 主 義 を 抱 く も の は 皆 、 ア フ マ ド  ・  ハ ズ ラ ヴ ィ ー エ の 伴 侶 オ ン メ  ・ア リ ー の ご と き ヒ ン マ を 得 る べ き で あ る 。 あ る い は 、 彼 女 の 心 的 境地 の ご と き 、 心 の 境 地 に 達 す る べ き で あ る 。  」

⁵ ⁹

ア フ マ ド  ・  ハ ズ ラ ヴ ィ ー エ が 、 バ ー ヤ ズ ィ ー ド に 忠 言 を 乞 う た 時 、 バ ーヤ ズ ィ ー ド は こ う 言 っ た 。
「 お 前 の 妻 か ら ジ ャ ヴ ァ ー ン マ ル デ ィ ー を 学 ぶ が よ い 。  」

⁶ ⁰

　

オ ン メ ・ ア リ ー は 同 時 代 の 偉 大 な ス ー フ ィ ー た ち と も 深 交 を も っ た 。
ア ブ ー ・ ハ フ ス ・ ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー は 、 神 秘 主 義 を 男 性 の み の 教 派と 考 え 、 神 を 知 る 道 に お い て は 、 女 た ち の 道 は な い と 考 え て い た 。 しか し 、 オ ン メ ・ ア リ ー の 人 物 と 信 仰 を 知 っ て 以 降 、 次 の よ う に 言 っ た 。「 い つ も 、 女 た ち の 語 る こ と を 忌 み 嫌 っ て い た 。 ア フ マ ド ・ ビ ン ・ ハ ズ

ラ ヴ ィ ー の 妻 、 オ ン メ ・ ア リ ー を 見 る ま で は 。 至 高 な る 神 が 、 自 身 の望 ま れ る 場 所 に 霊 知

 ma‘rifa
 を 置 か れ た の だ と 知 っ た 。  」 ま た 、 オ ン メ ・

ア リ ー は 、 次 の よ う に 信 じ る ス ー フ ィ ー の ひ と り で あ っ た 。 神 の 人 々へ の 愛 は 、 彼 が 彼 ら を 善 と 美 性 へ と 招 き 、 彼 ら に 苦 難 が 降 り か か る こと を よ し と し な い ほ ど で あ る 、 彼 ら が 神 を 愛 す る 限 り 。
　

オ ン メ ・ ア リ ー に 関 す る 逸 話 は 、 女 た ち が 、 神 へ の 「 近 接 」 や 神 秘
道 に お け る 求 道 を 学 ぶ た め に 、 彼 女 の も と を 訪 れ て い た こ と を 示 し てい る 。

⁶¹

　

( 2) フ ァ ー テ メ

=

イ ェ ・ ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー

　

Fā
ṭima al-

Nays
hā

b
ūrīya

　

こ の 時 代 、  も う ひ と り の 女 が 、  同 時 代 の ス ー フ ィ ー た ち の 間 に お い て 、
霊 知 と 神 へ の 純 粋 な 献 身 、  実 在 （ 神 ） の 観 照 （ ム シ ャ ー ハ ダ ） に つ い て 、語 っ て い る 。 そ れ は 、 フ ァ ー テ メ ＝ イ ェ ・ ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー （

8
3
7/

8

没 ） で あ り 、  彼 女 は ホ ラ ー サ ー ン の 偉 大 な ス ー フ ィ ー の ひ と り で あ っ た 。彼 女 の ク ル ア ー ン へ の 理 解 は 、  同 時 代 の ス ー フ ィ ー ら の 驚 嘆 の 的 で あ った 。 ス ラ ミ ー は 彼 女 に つ い て 、 次 の よ う に 述 べ て い る 。  「 彼 女 の 時 代 の女 た ち の 中 で 、 彼 女 の ご と き 者 は い な か っ た 」
　

フ ァ ー テ メ ＝ イ ェ ・ ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー は 、 メ ッ カ に 住 ん で お り 、
エ ル サ レ ム に も 旅 を し た こ と が あ っ た 。 ス ラ ミ ー は 、 彼 女 と ズ ン  ・  ヌ ーン ・ ミ ス リ ー が メ ッ カ で 邂 逅 し た と い う 逸 話 を 伝 え て い る 。 フ ァ ー テメ は 、 ズ ン ・ ヌ ー ン に 何 か を 贈 っ た が 、 ズ ン ・ ヌ ー ン は 、 そ れ を 受 け取 ら ず に 言 っ た 。  「 婦 人 た ち か ら 物 を 受 け 取 る こ と は 、 恥 辱 で あ り 、 害悪 で あ る 。  」 す る と 、 フ ァ ー テ メ は 、 こ う 言 っ た 。  「 こ の 世 に 、 単 な る
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道 具 ﹇ で あ る よ う な 外 面 だ け ﹈
 sabab を 見 る こ と を し な い 者 以 上 に 、 善

良 な る ス ー フ ィ ー は あ り ま せ ん 。  」
　

ま た 、 ズ ン ・ ヌ ー ン に つ い て は 、 次 の よ う な 逸 話 が あ る 。 彼 は 、 エ
ル サ レ ム へ の 旅 の 途 中 で 、 フ ァ ー テ メ

=

イ ェ ・ ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー

に 会 い 、 彼 女 に 対 し 、 自 分 に 忠 告 と 戒 の 言 葉 を 与 え る よ う に と 請 う た 。フ ァ ー テ メ は 、  彼 に 対 し 、  行 為 と 発 言 に お い て 、  真 実 と  （ 己 と の ）  闘 い  （ ムジ ャ ー ハ ダ ） が 必 要 で あ る こ と に つ い て の 忠 告 を 与 え た 。 彼 女 の 神 秘体 験 と 霊 知 的 見 地 の 証 で あ る フ ァ ー テ メ の 言 葉 は 、  同 時 代 の 偉 大 な ス ーフ ィ ー で あ る バ ー ヤ ズ ィ ー ド ・ バ ス タ ー ミ ー と ズ ン ・ ヌ ー ン ・ ミ ス リ ーが 賞 賛 の 言 葉 を 述 べ る ほ ど で あ り 、  こ と に 、  ズ ン  ・  ヌ ー ン は 、  彼 女 を ス ーフ ィ ー た ち の 中 で 最 も 偉 大 な ス ー フ ィ ー と し て 挙 げ 、 彼 女 を 「 神 の 友

 

（ 聖 者 ）  」 で あ り 、  自 ら の 師 で あ る と み な す ほ ど で あ っ た 。 彼 は 、  フ ァ ーテ メ に つ い て 、 次 の よ う に 述 べ て い る 。
　

「 私 が 生 涯 で 出 会 っ た 最 も 高 い 地 位 の 人 物 は 、 メ ッ カ に 住 む 、 フ ァ ーテ メ

=

イ ェ ・ ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー と い う 名 の 女 性 で あ っ た 。 彼 女 の

ク ル ア ー ン 理 解 は 驚 く べ き も の で あ っ た 。 … 彼 女 は 、 神 の 友

 （ 聖 者 ）
 

a
wliyā’ 

Allā
h の ひ と り で あ り 、 私 の 師 で あ る 。 こ の 女 性 は 、 神 を 識 る こ

と に お い て 、 バ ー ヤ ズ ィ ー ド ・ バ ス タ ー ミ ー が 次 の よ う に 述 べ る ほ どの 地 位 に 達 し て い た 。  『 私 は 生 涯 に お い て 、 唯 一 人 の 男 と 一 人 の 女 以 外の 者 を 見 な か っ た 。  そ の 女 と は 、  フ ァ ー テ メ ＝ イ ェ  ・  ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ーで あ っ た 。 彼 女 が 体 験 し て い な い 、 神 秘 道 の い か な る 階 梯 も な い こ とを 私 は 知 っ た 。  』  」

⁶ ²

　

( 3)
　

ア マ ト ッ ラ ー ・ ジ ャ バ リ ー イ ェ

　

A
mat allā

h al-Ja
balīya

　

こ の 時 代 の ホ ラ ー サ ー ン の 女 性 ス ー フ ィ ー の ひ と り が 、 ア マ ト ッ
ラ ー ・ ジ ャ バ リ ー で あ る 。 彼 女 は 、 ダ ー ム ガ ー ン の ヌ ー グ ア ー バ ー ドに 暮 ら し 、  「 神 の 本 質 の 顕 現 と 奇 蹟 」

āyāt 
wa karā

māt を 備 え し 者 で あ っ た 。

ス ラ ミ ー は 、 次 の よ う に 伝 え て い る 。
　

「 彼 女 ﹇ ア マ ト ッ ラ ー ﹈ は 、 バ ス タ ー ム か ら 一 フ ァ ル サ ン グ 離 れ た 村に 住 ん で い た 。 ／ 彼 女 は 、 バ ー ヤ ズ ィ ー ド と 彼 の 行 為 に つ い て 、 彼 女の 夫 に 知 ら せ 、 言 っ た 『 ア ブ ー ・ ヤ ズ ィ ー ド 様 は 今 、 こ れ こ れ の こ とを な さ っ て い ま す 』  」 バ ー ヤ ズ ィ ー ド は 、 こ れ を 知 る と 、 ア マ ト ッ ラ ーの 力 を 他 の 者 た ち に は 分 か ら ぬ よ う に 振 る 舞 い 、  彼 女 に つ い て こ う 言 った 。  「 私 は 、  精 神 集 中 に よ る 霊 的 力

hi
m

ma

を ア ブ ド ッ ラ ー に 期 待 し た が 、

そ れ は 、 彼 の 妻 に 顕 れ た 。  」

⁶ ³

　

( 4)
　

フ ォ タ イ メ

　

F
u
ṭay

ma. i
mra ’a Ḥ

a
m
d
ū
n al-

Qa
ṣṣār

　

フ ォ タ イ メ は 、  ハ ム ド ゥ ー ン  ・  カ ッ サ ー ル （

8
8

4/
5

没 ）

 
̶

̶ 彼 は 、  「 非

難 の 徒 （ マ ラ ー マ テ ィ ー ヤ ） の 祖 で あ る

 
̶

̶ の 妻 で あ り 、 ホ ラ ー サ ー

ン の ス ー フ ィ ー の ひ と り で あ る 。 ス ラ ミ ー は 、 彼 女 を 「 心 的 境 地 に おい て 高 い 地 位 に 達 せ し 者 ﹇ 女 ﹈  」

kabīrat 
al-ḥāl  の 名 で 呼 ん で い る 。 神 秘

道 の 実 践 に 関 す る 知 識 や 、 自 己 を 識 る こ と に お け る 彼 女 の 言 葉 が 残 され て い る 。 フ ォ タ イ メ は 、 人 間 の 心 （ カ ル ブ ） の 豊 饒 を 、 現 世 に 執 着し な い こ と で あ る と み な し 、 そ の 荒 廃 を 、 人 々 （ 現 世 ） に と ら わ れ るこ と で あ る と 考 え て い た 。
　

「 彼 女 は 言 っ た 。  『 己 を 識 る 者 は 、 神 に 隷 従 す る こ と

 ‘
ub

ū
dīya 以 外 の
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こ と に 頼 る こ と は な く 、 彼 ﹇ 神 ﹈ の 下 僕 た る こ と
ma

wlā-
hu

以 外 の こ と

は 誇 ら ぬ の で あ る 』  」

[[
Dhi

kr al-
Nis

wa], 
p.95] 

　

ま た 、 彼 女 は 、 叡 智 あ る 者 と は 、 彼 と の 深 交 が 人 間 の 心 （ カ ル ブ ）
を 生 き た も の と す る よ う な 者 で あ る と 信 じ て い た 。  さ ら に 、  彼 女 は 、  人 々と の 交 わ り に 関 す る ス ー フ ィ ー の ふ る ま い に つ い て 、  次 の よ う に 述 べ る 。

　

「 ス ー フ ィ ー と は 、 も し あ る 者 が 彼 を 求 め て 来 る な ら ば そ の 者 を 受 け入 れ 、 も し 、 彼 か ら 離 れ て 行 く な ら ば そ の 者 を 忘 れ ぬ よ う な 人 物 の こと を 言 う 。 あ る 者 が 彼 と 深 交 を も つ な ら ば そ の 者 に 善 事 を 教 え 、 も し 、彼 か ら 離 れ て い く と し て も 己 と の 深 交 を そ の 者 に 強 い な い 人 物 を 」

⁶ ⁴

　

( 5)
　

フ ァ フ ル ー イ ェ ・ ベ ン テ ・ ア リ ー

　

Fa
k
hr

ūya 
bi

nt 
‘A

lī

　

ス ラ ミ ー の 祖 父 、 ア ブ ー  ・  ア ム ル  ・  ビ ン  ・  ノ ジ ャ イ ド （

9
7
5/

6

没 ）  ﹇ ハ

デ ィ ー ス 伝 達 者 、 ス ー フ ィ ー ﹈

 の 妻 フ ァ フ ル ー イ ェ ・ ベ ン テ ・ ア リ ー も 、

ホ ラ ー サ ー ン の 女 性 ス ー フ ィ ー で あ る 。 同 時 代 の ス ー フ ィ ー ら の 間 で 、高 い 地 位 を 有 し て い た 。 夫 ア ブ ー ・ ア ム ル ・ ビ ン ・ ノ ジ ャ イ ド は 、 彼女 に つ い て こ う 言 っ た 。  「 私 が フ ァ フ ル ー イ ェ と の 深 交 か ら 得 た も の は 、ア ブ ー  ・  オ ス マ ー ン  ・  ヒ ー リ ー  （

9
1
0/

1

没 ）  ﹇ ヒ ー レ に 暮 ら し た ス ー フ ィ ー ﹈

と の 深 交 か ら 得 た も の に 決 し て 劣 ら な い 。  」 ま た 、 ア ブ ー ・ ア リ ー ・サ カ フ ィ ー も 、 彼 女 の 叡 智 を 讃 え た 。 フ ァ フ ル ー イ ェ は こ う 信 じ て いた 。  「 人 間 が 自 ら の 知 識

  ‘il
m に よ っ て 語 る と き に は 、 己 の 心

qalb
 と 我

執

nafs

を 飾 り 立 て 、 己 を 言 葉 の 美 し さ に よ っ て 高 め よ う と す る 。 ま た 、

知 識 に よ っ て 実 践 し よ う と す る と き に は 、 我 執 と 心 を 苦 悩 さ せ 、 実 践mu‘ā
mala

に お け る 神 へ の 純 粋 な 献 身

i
k
hlāṣ

の 不 足 ゆ え に 、 己 を 卑 し き

も の と す る 。  」

⁶ ⁵

　

( 6)
　

ア ー イ ェ シ ェ

=

イ ェ ・ マ ル ヴ ズ ィ ー イ ェ

　 　 　 　 　

 ‘Ā
’is

ha. i
m ra ’a 

A ḥ
m

a
d 

b. al-
Sirrī. al-

Marvzī ya

　

ア ー イ ェ シ ェ ＝ イ ェ ・ マ ル ヴ ズ ィ ー イ ェ は 、 こ の 時 代 の ス ー フ ィ ー
で あ り 、 ジ ャ ヴ ァ ー ン  ・  マ ル デ ィ ー を 信 奉 し 、 フ ト ゥ ー ワ を 教 え て い た 。彼 女 は 、 ク ー フ ァ に 住 ん で い た シ ー ア 派 の ハ デ ィ ー ス 学 者 、 ア フ マ ド ・ビ ン  ・  セ ッ リ ー の 妻 で あ っ た 。 し か し 、  ア ー イ ェ シ ェ は 、  ニ ー シ ャ ー ブ ール の ア ブ ー ・ オ ス マ ー ン ・ ヒ ー リ ー の 家 に 住 ん で い た 。

　

「 私 ﹇ 著 者 ス ラ ミ ー ﹈ は 、 ア ー イ ェ シ ェ が こ う 言 う の を 聞 い た 『 霊 知者

 ʻārif の 叡 智 は 、 そ の 心

 qalb
 の 鏡 で あ り 、 霊 知 者 の 魂

 r
ū
ḥ は 、 叡 智 の

鏡 で あ る … 神 の 恩 寵 と は 、 こ の 鏡 の 光

 n
ūr

 で あ り 、 霊 知 者 の 慧 眼

 baṣīra 

は 過 ち を 善 行 か ら 顕 わ と す る 』  」
　

彼 女 は 、 ス ー フ ィ ー た ち と フ ト ゥ ー ワ の 徒 に 従 い 、 彼 ら と 共 に い る
こ と を 、 自 身 の 安 ら ぎ で あ り 、 神 秘 修 行 で あ る と 考 え て い た 。 彼 女 はこ う 述 べ た 。

　

「 フ ト ゥ ー ワ の 徒 が 私 を 求 め て 訪 ね て 来 よ う と す る 時 、 そ の 者 が 私 のも と に 辿 り 着 く な り 、 私 は そ の 者 の 思 念 を 私 の 内 面 に お い て 、 光 の よう に 感 じ る の だ 。 そ し て 、 私 が そ の 者 に よ く 仕 え る こ と が で き た な ら 、そ の 光 は 、 私 の 内 面 に 残 り 、 ま た 、 よ く 仕 え る こ と が で き な か っ た な ら 、そ の 光 は 消 え て し ま う 。  」

⁶ ⁶
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( 7)
　

フ ァ ー テ メ ・ ベ ン テ ・ ア フ マ ド ・ ビ ン ・ ハ ー ニ ー

　 　 　 　 　

Fā
ṭima 

bi
nt 

A
ḥ
m

a
d 

b. 
Hā

nī 
Nays

hā
b
ūrīya

　

ア フ マ ド ・ ビ ン ・ ハ ー ニ ー の 娘 フ ァ ー テ メ も 、 こ の 時 代 の ス ー フ ィ ー
で あ り 、 ア ブ ー ・ オ ス マ ー ン ・ ヒ ー リ ー と 親 交 が あ っ た 。 彼 女 は 、 ニ ーシ ャ ー ブ ー ル の 富 豪 で あ り 、 自 身 の 財 産 を フ ト ゥ ー ワ の 徒 の た め に 投げ 出 し た 。 ア ブ ー ・ オ ス マ ー ン は 、 フ ァ ー テ メ の 喜 捨 は 、 現 世 で も 来世 で も 報 い を 求 め る こ と を し な い 、 フ ト ゥ ー ワ に よ る 喜 捨 で あ る と 考え て い た 。

　

「 フ ァ ー テ メ は 言 っ た 『 現 世 は 、 愚 者 た ち の 罠 で あ る 。 叡 智 と 神 の 恩寵 を 持 た ぬ 者 が 、 そ の 罠 に か か る の で あ る 』  」

⁶ ⁷

　

( 8)
　

ア ー イ ェ シ ェ ＝ イ ェ ・ マ ル ヴ ズ ィ ー イ ェ

　 　 　

 ‘Ā
’is

ha 
bi

nt 
A ḥ

m
a
d al- Ṭ

awīl al-
Mar

vzī
ya. z

a
wja 

‘A
b
d al-

Wā
ḥ
id al-

Say
yārī

　

ア ブ ド ゥ ル ヴ ァ ー ヘ ド  ・  サ イ ヤ ー リ ー  （

9
8
5/

6

没 ）  の 妻 ア ー イ ェ シ ェ  ・

ベ ン テ ・ ア フ マ ド ・ タ ヴ ィ ー レ ・ マ ル ヴ ズ ィ ー イ ェ も 同 時 代 の 知 者 にし て ム ジ ュ タ ヒ ド の ひ と り で あ っ た 。 ス ラ ミ ー に よ れ ば 、  「 彼 女 の 時 代に 、 心 的 境 地

 ḥāl に お い て 彼 女 よ り 優 れ た 者 は な か っ た 」

　

彼 女 は 、 ス ラ ミ ー と 同 時 代 に ニ ー シ ャ ー ブ ー ル に 暮 ら し 、 自 分 の 財
産 を ス ー フ ィ ー た ち の た め に 遣 っ た 。 彼 女 は 、 貧 苦

faqr

を 舐 め て い な

い 者 に は 、  清 貧 の 美 徳

faḍā‘il  al-faqr

は 感 得 さ れ な い と 考 え て い た 。 ま た 、

あ る 者 が 彼 女 の 喜 捨 を 受 け 容 れ ず 、 女 か ら 物 を 受 け 取 る こ と を 恥 辱 とみ な し た と き 、 彼 女 は こ う 答 え た 。  「 神 へ の 隷 従

 ‘
ub

ū
dīya に 対 し て 栄 光

を 求 め る 者 は 、 己 の 卑 し さ

r
u‘

ū
na を 示 し て い る の で あ る 」

⁶ ⁸

　

ホ ラ ー サ ー ン の フ ト ゥ ー ワ の 導 師 で あ っ た ア ブ ド ゥ ッ ラ ー ・ サ ジ ュ
ズ ィ ー （

8
8

4/
5-

） の 妻 オ ン メ ・ ア ブ ド ゥ ッ ラ ー

U
m

m ‘
Ab

d 
allā

h. i
mra’a 

abī ‘
Ab

d allā
h al-

Sajzī ([
Dhi

kr al-
Nis

wa], 
p.92) 、 ア ブ ー  ・  ハ フ ス  ・  ネ イ シ ャ ー

ブ ー リ ー の 妻 ア ー イ ェ シ ェ

 ‘
Ā’is

ha i
mra’a abī 

Ḥafṣ al-
Nays

hāb
ūrī ([

Dhi
kr al-

Nis
wa], 

p.70)

、 ア ブ ー ・ オ ス マ ー ン ・ ヒ ー リ ー の 娘 ア ー イ ェ シ ェ ＝ イ ェ ・

ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー

﹇ 以 下 、

( 9)を 参 照 ﹈

、 そ の 娘 で ア ブ ー  ・  オ ス マ ー ン  ・  ヒ ー

リ ー の 孫 オ ン メ ・ ア フ マ ド

﹇

( 9)﹈、 そ し て 、 ア フ マ ド ・ イ ブ ン ・ ハ ム ダ ー

ン の 娘 オ ン メ  ・  ホ セ イ ン 、 オ ン メ  ・  コ ル ス ー ム

﹇

( 1 1)﹈、 ア ズ ィ ー ゼ ＝ イ ェ  ・

ヘ ラ ヴ ィ ー イ ェ

﹇

( 1 2)﹈、 ア ブ ド ゥ ッ ラ ー  ・  ハ ム シ ャ ー ズ の 娘 オ ン メ  ・  ア リ ー

﹇

( 1 3)﹈、 ソ ラ イ レ ＝ イ ェ ・ シ ャ ル ギ ー イ ェ

﹇

( 1 4)﹈
も 、 こ の 時 代 の ニ ー シ ャ ー

ブ ー ル の 女 性 ス ー フ ィ ー で あ っ た 。
　

﹇ ア ブ ド ゥ ッ ラ ー ・ サ ジ ュ ズ ィ ー の 妻 ﹈ オ ン メ ・ ア ブ ド ゥ ッ ラ ー に よる 次 の 言 葉 が 残 さ れ て い る 。
　

「 人 の 生 と は 汝 の 心 を  〈 彼 〉  へ の 接 見

 liqā’ へ と 広 げ 、  神 へ と 近 づ く こ と 、

こ の 世 と こ の 世 の 人 々 に 囚 わ れ ぬ こ と へ と 汝 を 導 い て く れ る 者 と の 邂逅

 liqā’
 で あ る 。  」

⁶ ⁹

　

( 9)
　

ア ー イ ェ シ ェ

=

イ ェ ・ ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー 、 オ ン メ ・ ア フ マ ド

　 　 　 　
 ‘Ā

’is
ha 

bi
nt a

bī ‘U
t
h

mā
n 

Sa ‘īd 
b. Is

mā
‘īl al- Ḥ

īrī al-
Nays

hā
b
ūrī

　 　 　 　 　

U
m

m 
A

ḥ
m

a
d 

bi
nt ‘Ā

’is
ha 

bi
nt a

bī ‘U
t
h

mā
n

　

ア ー イ ェ シ ェ

=

イ ェ  ・  ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー  （

9
5
7/

8

没 ）  は 、  ニ ー シ ャ ー

ブ ー ル の 「 心 的 境 地 」

ḥāl に お い て 優 れ た 者 で あ り 、 神 秘 道 に お い て

は 、 父 ア ブ ー ・ オ ス マ ー ン ・ ヒ ー リ ー の 弟 子 で あ っ た 。 ア ー イ ェ シ ェ は 、
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次 の よ う に 信 じ て い た 。
　

奴 隷 を 蔑 む 者 は 、  そ の 者 の 喜 悦 を そ う で な ら ね な ら ぬ よ う に は 、  知 っ
て い な い 。  「 創 造 主 を 愛 す る 者 は 、 彼 の 被 造 物 を も 偉 大 な も の と み な すの で あ る 。  」

 

 ま た 、 娘 オ ン メ ・ ア フ マ ド へ の 、 ア ー イ ェ シ ェ の 言 葉 が 残 っ て い る 。
「 や が て 消 滅 す る も の に 心 を 囚 わ れ る な か れ 。 過 ぎ ゆ く も の を 嘆 く な かれ 。 神 に 心 を 向 け よ 。 神 の 赦 し に 預 か ら ぬ こ と を こ そ 嘆 け 。  」

⁷ ⁰

　

オ ン メ ・ ア フ マ ド も 、  「 ヒ ン マ

hi
m

ma

と 心 的 境 地

 ḥāl 

と （ ス ー フ ィ ー

と し て の ） ふ る ま い

 k
hulq 」 に お い て 、 同 時 代 に 比 類 な き 存 在 で あ っ た 。

　

「 彼 女 は 言 っ た 。  『 己 自 身 の 欠 点 を 知 る と き 、 そ の 者 は 、 自 ら の 欠 点か ら 赦 さ れ る の で あ る 』 ／ 彼 女 は 言 っ た 『 自 ら の 欠 点 に 甘 ん じ 、 そ れを 正 そ う と せ ぬ 者 に は 、 神 は 、 無 為 な 言 葉 を 吐 く 者 の 定 め を 与 え る であ ろ う 』  」

⁷¹

　

( 1 0)
　

オ ン メ ・ ホ セ イ ン

　

U
m

m al-
Ḥ

u
say

n 
bi

nt 
A ḥ

m
a
d 

b. Ḥ
a
m
dā

n

　

ア フ マ ド ・ イ ブ ン ・ ハ ム ダ ー ン の 娘 、 オ ン メ ・ ホ セ イ ン は 、 ア ブ ー ・
ハ フ ス ・ ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー と ア ブ ー ・ オ ス マ ー ン ・ ヒ ー リ ー の 朋 友に し て 、 ニ ー シ ャ ー ブ ー ル の ス ー フ ィ ー で あ っ た 。 彼 女 の 言 葉 は 、 非難 の 徒 （ マ ラ ー マ テ ィ ー ヤ ） の 教 義 の 影 響 を 示 す も の あ る 。

　

「 彼 女 は 、 こ う 言 っ た 。  『 神 は 、 天 国 を 、 敬 虔 な る 信 徒 ら

mu’
mi

nī
n

の

魂

a
nf

us に 報 い る も の と し て 創 ら れ 、 彼 ら の 心

q
ul

ūb
 を 、 神 の ご 意 思

 

naża
r

の 在 処 と し て 作 ら れ た 。  』  」 そ の た め 、 神 の 信 徒 ら は 自 ら の 魂 を 現

世 の も の に 売 り 渡 し て は な ら ず 、 神 の ご 意 思 の 在 処 を 、 神 の ご 不 快 の

原 因 か ら 護 る よ う 努 め な け れ ば な ら な い の で あ る 、  と 彼 女 は 信 じ て い た 。 神 秘 道 に 関 す る 彼 女 の 言 葉 と し て 、 次 の よ う な も の が あ る 。
　

「 神 秘 道 の 徒 は 、 自 ら の 絨 毯 と し て 土 を 、 自 ら の 食 べ 物 と し て 空 腹 を選 ば な け れ ば な ら な い 。 そ し て 、 自 ら の 喜 び と し て 哀 し み を 選 び 、 世の 人 々 か ら の 拒 否 を 自 ら の 受 け 容 れ ら れ た 証 と み な さ な け れ ば な ら ない 。 ま た 、 自 ら の 栄 光 と し て 、 恥 辱 を 選 び 取 ら な け れ ば な ら な い 。  」

⁷ ²

　

( 1 1)
　

オ ン メ ・ コ ル ス ー ム

　

U
m

m 
Kolt

h
ū

m. al-
ma

‘rūfa 
bi-

k
hāla

　

k
hāla （  「 母 方 の 叔 母 」 の 意 ） と し て 知 ら れ る オ ン メ ・ コ ル ス ー ム は 、

ア ブ ー  ・  ア リ ー  ・  サ カ フ ィ ー と ア ブ ド ゥ ッ ラ ー  ・  モ ナ ー ゼ ル （

9
4

0/
1

没 ）

﹇ ニ ー シ ャ ー ブ ー ル の ス ー フ イ ー 、 非 難 の 徒 （ マ ラ ー マ テ ィ ー ヤ ） の 導師 ﹈  、 ア ボ ル ・ ガ ー セ ム ・ ナ ス ラ ー バ ー デ ィ ー （

9
7
7/

8

没 ）  ﹇ エ ス フ ァ

ハ ン に ハ ー ン ガ ー を 有 し て い た 神 秘 道 導 師 ﹈ の 崇 敬 を 受 け 、 か つ 、 彼の 親 族 で も あ っ た 。 ゴ ラ シ イ ェ ＝ イ ェ ・ ナ サ ヴ ィ イ ェ

﹇

( 1 5)参 照 ﹈

は 、 次 の

よ う な 伝 承 を 伝 え て い る 。 あ る と き オ ン メ ・ オ ル ス ー ム と 共 に 山 へ 出か け る と 、 彼 女 は 、 胸 が 苦 し く な っ た の で 街 へ 帰 り た い と 言 っ た 。 街へ 戻 る と 、 ゴ ル シ イ ェ は 、 オ ン メ  ・  コ ル ス ー ム に 、 何 故 胸 が 苦 し く な った の か と 尋 ね た 。
　

「 す る と 、 彼 女 は 言 っ た 。  『 神 の 力
q
udra

 ﹇ の 証 、 つ ま り 、 山 ﹈ を 見 た

こ と に よ っ て 、 全 能 の 神

 al-
qā

dir に 意 識 を 向 け る こ と が で き な く な っ

て し ま う か ら で す 。  』  」
　

ま た 、  「 私 ﹇ 著 者 ス ラ ミ ー ﹈ は 、 ハ ー ラ ・ コ ル ス ー ム が こ う 言 う の を
聞 い た  『

wajd （ 感 じ る こ と ）  は 言 葉 で 説 明 で き る も の で は な い 。 何 故 な ら 、
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̶ ̶ ̶ ̶ 　 文 化 表 象 と し て の 〈 イ ス ラ ー ム 〉 　 ̶ ̶ ̶ ̶

そ れ は 、  下 僕 ﹇ 人 間 ﹈ に お け る 神 の 神 秘
 sirr だ か ら で あ る 。 も し 、  神 が 、

こ の 神 秘 が 顕 わ に な る こ と を お 望 み な ら ば 、  そ れ は 、  顕 わ と な る だ ろ う 。も し 、 隠 さ れ た ま ま で あ る こ と を お 望 み に な る な ら 、 そ れ は 、 隠 さ れた ま ま と な る だ ろ う 。  』  」

⁷ ³

　

( 1 2) ア ズ ィ ー ゼ ＝ イ ェ ・ ヘ ラ ヴ ィ ー イ

　

‛Azīz
a al-

Haravīya

　

ア ズ ィ ー ゼ ＝ イ ェ ・ ヘ ラ ヴ ィ ー イ ェ は 、  「  （ 真 理 を 表 す ） 舌 の 備 え し
者 ﹇ 女 ﹈ に し て 、 心 的 境 地 の 持 ち 主 ﹇ 女 ﹈  」

ṣā
ḥibat al-lisā

n 
wa 

ḥāl で あ り 、

ス ラ ミ ー と 同 時 代 の 人 物 に し て 、 ア ブ ド ゥ ッ ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ シ ャフ ラ ー ン ﹇ ヘ ラ ー ト の ス ー フ ィ ー ﹈ の 朋 友 で あ っ た 。 彼 女 は 、 ヘ ラ ート か ら ニ ー シ ャ ー ブ ー ル に 移 り 住 ん で 彼 の 地 に 留 ま り 、 当 地 で 没 し た 。
　

「  「 私 ﹇ 著 者 ス ラ ミ ー ﹈ は 、  ヘ ラ ヴ ィ ー イ ェ が こ う 言 う の を 聞 い た 『 禁欲 主 義 者

zā
hid は 、  （ 現 世 的 ） 必 要 性 か ら 王 と 交 わ る こ と を 望 み 、 霊 知

者

‘ārif は 、  （ 精 神 的 ） 必 要 か ら 、  王 に よ っ て 深 交 を 望 ま れ る 』 … 『  〈 ア ッ

ラ ー こ そ は 、 お 前 た ち を 創 造 し 、 養 い 育 て 、 死 に 至 ら せ 、 次 に ま た 生き 返 ら せ 給 う お 方 〉  ﹇ ク ル ア ー ン 、 三 〇  ・  三 九

（ 訳 注 ３ ）

﹈ 誰 に も 人 間 の 寿

命 を 増 や す 力 が な い よ う に 、 誰 も 人 間 の 糧 を 増 や す こ と は で き な い ので あ る 』  」
　

ま た 、  「 私 ﹇ 著 者 ス ラ ミ ー ﹈ は 、 オ ン メ ・ ホ セ イ ネ ・ ゴ ラ シ イ ェ が こ
う 言 う の を 聞 い た ： 私 は ア ズ ィ ー ゼ

=

イ ェ ・ ヘ ラ ヴ ィ ー イ ェ が こ う 言

う の を 聞 い た 。  『 禁 欲 主 義 者

 zā
hid と 神 に 近 接 す る 者

 mutaqarrib
 は 、 自

分 た ち の 意 識 の 高 み か ら 人 々 を 見 て い る が ゆ え 、 彼 ら の 目 に は 、 人 々は 卑 し い も の に 見 え る の で あ る 。  』

⁷⁴

　

( 1 3)
　

オ ン メ ・ ア リ ー ・ ベ ン テ ・ ア ブ ド ゥ ッ ラ ー ヘ ・ ハ ム シ ャ ー ズ

　 　 　 　 　

U
m

m 
‘A

lī 
bi

nt ‛A
b
d allā

h 
Ḥ

a
ms

hā
d
h

　

オ ン メ  ・  ア リ ー  ・  ハ ム シ ャ ー ズ は 、 高 位 の 神 秘 家 に し て 、  「 ニ ー シ ャ ー
ブ ー ル の 女 た ち の 中 で 、 最 も 偉 大 な 者 ﹇ 男 ﹈ た ち 」

kibār 
nisā’ 

Naysāb
ūr 

で あ っ た 。 彼 女 は 、  ア ボ ル  ・  ガ ー セ ム  ・  ナ ス ラ ー バ ー デ ィ ー の 朋 友 で あ り 、同 時 代 の 神 秘 道 導 師 ら と 深 交 を も ち 、 彼 ら か ら 敬 意 と 尊 敬 を 受 け て いた 、 オ ン メ ・ ア リ ー は 、  （ 神 に 対 す る ） 隷 従 を 神 秘 道 を 行 く 者 の 霊 知 とみ な し て い た 。 彼 女 は こ う 信 じ て い た 。

 （ 神 に 対 す る 人 間 の ）  「 奴 隷 性 」

‘
ub

ū
dīya の 真 理 の 知 を 解 し た 者 は 、 す ぐ さ ま 、 神 の 「 主 性 」

r
ubūbīya

の

知 に 至 る と 。
　

「 私 ﹇ ス ラ ミ ー ﹈ は 、 オ ン メ ・ ア リ ー が こ う 言 う の を 聞 い た 『 被 造 物
﹇ と そ れ に 心 を 囚 わ れ る こ と ﹈ は す べ て 、 奴 隷 を 彼 の 創 造 主 か ら 分 か つ原 因 で あ る 』  」

⁷ ⁵

　

(1 4)
　

ソ ラ イ レ ＝ イ ェ ・ シ ャ ル ギ ー イ ェ

　

S
urayra al-

S
har

qīya

　

ソ ラ イ レ ＝ イ ェ ・ シ ャ ル ギ ー イ ェ は 、 ニ ー シ ャ ー ブ ー ル の 「 心 的 境
地 に お い て 偉 大 な る 者 ﹇ 女 ﹈  」

 ‘aẓīmat 
al-ḥā

l に し て 、 ア ブ ー ・ バ ク ル ・

フ ァ ー ル ス ィ ー （

1
0
3
8/

9

没 ） の 朋 友 で あ っ た 。 ス ラ ミ ー は 、 オ ン メ ・

ホ セ イ ネ ・ ゴ ラ シ イ ェ が 伝 え る 、 ソ ラ イ レ の 言 葉 を 記 し て い る 。
　

「 私 ﹇ オ ン メ ・ ホ セ イ ネ ・ ゴ ラ シ イ ェ ﹈ は 、 彼 女 ﹇ ソ ラ イ レ ﹈ が こ う言 う の を 聞 い た 『 知 識

 ‘
ul

ū
m の 細 部 は 、 最 終 的 に は 、 ふ た つ の 知 に 結

実 す る 。 そ れ は 、  （ 神 の ）  「 主 性 」

 r
ub

ūbīya の 知 と 人 間 の  「 奴 隷 性 」

‘
ub

ū
dīya

の 知 で あ る 。 最 後 に は 、  奴 隷 性 の 知 は 消 え 、  残 る の は 、  主 性 の 知 で あ る 。  』
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 ま た 、 ゴ ラ シ イ ェ の 伝 え る と こ ろ に よ れ ば 、 ソ ラ イ レ は こ う 言 っ た 。
「  （ 神 の ） 力 を 否 定 す る 主 た る 要 因 は 、  そ れ を 解 す る 力 の 無 能 さ に あ る 。  」さ ら に 、 苦 難

 al-
balā’

と 恵 み

 al-
ni‘

ma は 、 ひ と つ の も の で あ る と 述 べ て

言 っ た 「 真 実 な る 者 た ち

 sā
diqī

n は 、 苦 難 の 降 り か か る 状 況 に お い て こ

そ 明 ら か と な る 。  」

⁷⁶

　

( 1 5)
　

ゴ ラ イ シ イ ェ ＝ イ ェ ・ ナ サ ヴ ィ イ ェ

　

Q
urays

hīya al-
Nasa

wīya

　

ゴ ラ イ シ イ ェ ＝ イ ェ ・ ナ サ ヴ ィ イ ェ は 、 ニ ー シ ャ ー ブ ー ル の ス ー
フ ィ ー に し て 、 心 的 境 地 の 持 ち 主 で あ っ た 。 彼 女 に つ い て の ス ラ ミ ーの 記 述 は 、 ホ ラ ー サ ー ン の 女 性 ス ー フ ィ ー の 置 か れ た 境 遇 に 関 し て 、注 目 す べ き 点 を 含 ん で い る 。 ス ラ ミ ー は 、 彼 女 の 評 伝 を 、 ふ た つ の名 「 オ ン メ ・ ホ セ イ ネ ・ ゴ ル シ イ ェ と し て 知 ら れ る 、 ジ ョ ム エ ・ ビ ント ゥ ・ ア フ マ ド ・ ビ ン ・ モ ハ ン マ ド ・ ビ ン ・ ウ バ イ ド ゥ ッ ラ ー 」

J u
m

‘a 
bi

nt 
A
ḥ

ma
d 

b. 
Mu

ḥam
ma

d 
b. ‘

U
bayd allā

h al-
ma‘r

ūfa 
bi 

U
m

m al-
Ḥu

say
n al-

Q
ursiyya ([

Dhi
kr 

al-
Nis

wa], 
p
p.119-120)

、 お よ び 、  「 ゴ ラ イ シ イ ェ ＝ イ ェ ・

ナ サ ヴ ィ イ ェ 」

([
Dhi

kr 
al-

Nis
wa], 

p.105)

に よ っ て 記 し た 。 さ ら に 、 彼 女

に つ い て 、 知 識

 ‘il
m と 心 的 境 地

 ḥāl に お い て 、 同 時 代 に 無 二 の 存 在 で

あ り 、 ま た 、 自 ら の 財 産 を ス ー フ ィ ー ら の た め に 投 げ 出 し た と 記 し てい る 。 ゴ ラ イ シ イ ェ ＝ イ ェ ・ ナ サ ヴ ィ イ ェ は 、 ア ボ ル ・ ガ ー セ ム ・ ナス ラ ー バ ー デ ィ ー の 朋 友 で あ り 、  ア ブ ル  ・  フ サ イ ン  ・  ハ ズ リ ー ﹇ バ グ ダ ード の 法 学 者 ﹈  、 お よ び 、 同 時 代 の 他 の 導 師 ら と 深 交 を 結 ん で い た 。 ス ラミ ー は 、 こ の 女 性 ス ー フ ィ ー に つ い て 、 彼 女 自 身 か ら 直 接 聞 い た 逸 話を 記 し て い る 。

　

「 私 ﹇ 著 者 ス ラ ミ ー ﹈ は 、 彼 女 が こ う 言 う の を 聞 い た 。 ： 私 が シ ャ イフ ﹇ 導 師 ﹈  ・ ア ブ ル ・ フ サ イ ン ・ ハ ズ リ ー の も と を 訪 れ た と き 、 彼 は 私に こ う 言 っ た 。  『 お 前 の 朋 友 は 誰 か 』

 私 は こ う 答 え た 。  『 ナ ス ラ ー バ ー

デ ィ ー で す 』

 彼 ﹇ ハ ズ リ ー ﹈ は こ う 言 っ た 。  『 彼 ﹇ ナ ス ラ ー バ ー デ ィ ー ﹈

 

の 言 葉 の う ち 、  い ず れ を 記 憶 し て い る か 』

 私 は 答 え た  『 彼  ﹇ ナ ス ラ ー バ ー

デ ィ ー ﹈ は こ う 言 っ た 、  〈 自 己 の 否 定

 nisba
 が 真 正 な る 者 は 、 そ の 霊 知

 

ma‘rifa
 も 完 全 な も の と な る 〉 と 』 ハ ズ リ ー は 黙 し た 。 ／ 私 は 帰 り 、  ﹇ 事

の 子 細 を 話 す と ﹈ ナ ス ラ ー バ ー デ ィ ー は （ 私 の 返 答 に ） 満 足 し た 。  」

 「 ま

た 、 私 ﹇ 著 者 ス ラ ミ ー ﹈ は 、 彼 女 が こ う 言 う の を 聞 い た 。  『 知 識

 ‘il
m と

実 践

 ‘a
mal の 恩 恵 が 私 の 手 に 流 れ て い る 。 己 の こ と を 自 慢 す る 者 に 対 し 、

私 は こ う 言 い た い の で す ： 知 識

 ‘il
m は 、 そ れ を ひ け ら か す よ う な も の

で は な い 。 そ れ は 、 単 に 言 葉 だ け の も の

 kalā
m で あ り 、 発 せ ら れ る も

の

 nuṭ
q
 に す き な い の で す 。 知 識

 ‘il
m と は 、 ま さ し く 神 が 預 言 者 に 言 わ

れ た も の 〈 さ れ ば 汝 、 ア ッ ラ ー の ほ か に 神 は な い と 知 れ 〉  ﹇ ク ル ア ー ン 、四 七  ・  二 一

（ 訳 注 ４ ）

﹈  』  」

⁷ ⁷

　

ゴ ラ イ シ イ ェ が 残 し て い る 言 葉 は 、 彼 女 の 神 秘 道 へ の 精 通 と 神 秘 体
験 を 伝 え て い る 。 ま た 、 彼 女 と ア ボ ル ・ ガ ー セ ム ・ ナ ス ラ ー バ ー デ ィ ーの 議 論 に は 、 彼 女 の 率 直 さ と 力 強 さ の 証 を は っ き り と 見 る こ と が で きる 。 ナ ス ラ ー バ ー デ ィ ー は 、 ニ ー シ ャ ー ブ ー ル の 高 名 な 神 秘 家 で あ り 、ス ラ ミ ー の 導 師 に し て 、 ア ブ ー ・ ア リ ー ・ ル ー ド ゥ バ ー リ ー と シ ブ リ ー（

9
4
6

没 ）  ﹇ ホ ラ ー サ ー ン 出 身 の ス ー フ ィ ー ﹈  の 朋 友 で あ っ た 。 ス ラ ミ ー

は 『 ス ー フ ィ ー の 階 層 的 分 類 』

 に お い て 、 彼 を 、 真 理 の 知 に 精 通 し た 、

「 知 識 と 心 的 境 地 に お け る 時 代 の 最 も 偉 大 な 導 師 」  、 と 呼 ん で い る 。

⁷ ⁸ 

こ の 偉 大 な る 導 師 と ゴ ラ イ シ イ ェ の 間 で 交 わ さ れ た 言 葉 の い く つ か を 、
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̶ ̶ ̶ ̶ 　 文 化 表 象 と し て の 〈 イ ス ラ ー ム 〉 　 ̶ ̶ ̶ ̶

ス ラ ミ ー は 記 述 し て い る 。
　

「 あ る 日 、  彼 女  ﹇ ゴ ラ イ シ イ ェ ﹈  は 、  ナ ス ラ ー バ ー デ ィ ー に 言 っ た 。  『 あな た の 言 葉 は 何 と 美 し い の で し ょ う 。 し か し 、 あ な た の ス ー フ ィ ー とし て の ふ る ま い

 ak
hlā

q は 、 何 と 醜 悪 な の で し ょ う 』  」

　

ナ ス ラ ー バ ー デ ィ ー の 地 位 と 、 神 秘 道 の 弟 子 た ち に 対 す る 彼 の 導 師
と し て の 振 る 舞 い 、 ま た 、 神 秘 主 義 の 教 義 に お い て 、 通 常 、 求 道 者 が自 ら の 導 師 を 絶 対 的 に 信 奉 す る こ と を 考 え る と 、 ゴ ラ イ シ イ ェ と ナ スラ ー バ ー デ ィ ー の 関 係 が 、 弟 子 と 師 、 神 秘 道 の 求 道 者 と 導 師 の 関 係 では な く 、 ゴ ラ イ シ イ ェ が 、 自 分 を 完 全 に ナ ス ラ ー バ ー デ ィ ー と 同 格 であ る と 考 え て い た こ と 、 ま た 、 自 身 が 彼 の 心 の 向 き を 批 判 す る 資 格 があ る と 考 え て い た こ と が 分 か る 。  こ こ で の ゴ ラ イ シ イ ェ に よ る ナ ス ラ ーバ ー デ ィ ー 批 判 は 、 実 際 に 、 彼 が 自 分 の イ ル ム 知 識 に 対 し 自 負 に 対 して 成 さ れ た も の で あ っ た 。

　

ス ラ ミ ー は 、  ま た 、  次 の よ う に も 記 し て い る 。  「 あ る 日 、  彼 ﹇ ナ ス ラ ー
バ ー デ ィ ー ﹈  は 、  彼 女  ﹇ ゴ ラ イ シ イ ェ ﹈  に 言 っ た 。  『 私 の 元 に は 来 る な ！ 』ゴ ラ シ イ ェ は 、 答 え た 。  『 で は 、 我 ら を 招 か ぬ が よ い 、 そ な た の 元 に は来 ぬ よ う に ！ 』  」

　

こ の や り 取 り か ら 、 ま ず 、 当 時 の ニ ー シ ャ ー ブ ー ル で は 、 女 た ち が
説 教 集 会 の 場 に 招 か れ て い た こ と と 、 男 性 ス ー フ ィ ー た ち と 同 席 し てい た こ と が 分 か る 。 そ し て 、 第 二 に 、 ナ ス ラ ー バ ー デ ィ ー が 、 ゴ ラ イシ イ ェ の 批 判 や 彼 女 の 見 解 、 問 い に 対 し 、 耐 え 難 く な っ た こ と を 示 して い る 。 ま た 、 ス ラ ミ ー は 別 の 箇 所 で 、 次 の よ う に 記 し て い る 。  「 あ る 日 、 ナス ラ ー バ ー デ ィ ー が 、  彼 女  ﹇ ゴ ラ イ シ イ ェ ﹈  に 言 っ た 。  『 黙 れ 』

 彼 女 は 言 っ

た 。  『 貴 方 が 黙 る ま で 、 私 も 黙 り ま せ ん 』  」
　

恐 ら く こ の ふ た り の ス ー フ ィ ー の 論 争 の 原 因 は 、 ゴ ラ イ シ イ ェ の 率
直 さ 、 そ し て 、 ナ ス ラ ー バ ー デ ィ ー の 知 識 へ の 自 負 に 対 し 、 彼 女 が 耐え 難 く 思 っ て い た こ と の ほ か 、 ゴ ラ イ シ イ ェ の も の と さ れ る 次 の 言 葉に も 見 る こ と が で き る 。

　

「 ゴ ラ イ シ イ ェ は 言 っ た 。  『 い か な る も の も 、 疑 念 ほ ど に は 、 私 を 苦し め は し な い 。 も し 、 も の の 真 理 を 理 解 し た な ら 、 私 は 黙 し ま し ょ う 。私 は 静 ま り ま し ょ う 。 神 の 恩 寵 が 私 の う え に 顕 わ と な り ま し ょ う 』  」
　

彼 女 が 自 ら の 疑 念 に 対 し 、  黙 っ て い る こ と が で き な か っ た こ と 、  ま た 、
も の の 真 理 を 理 解 す る ま で は 、 い か な る 返 答 も 容 易 に 彼 女 を 納 得 さ せる こ と は な か っ た こ と が 、 ゴ ラ イ シ イ ェ と ナ ス ラ ー バ ー デ ィ ー と の 激論 の 原 因 で あ っ た 。

⁷ ⁹

３　

ダ ー ム ガ ー ン の 女 性 神 秘 家 た ち

　

ア ー イ ェ シ ェ ＝ イ ェ ・ デ ィ ー ン ヴ ァ リ ー

﹇ 以 下 の

( 1)参 照 ﹈

と 、 ズ ィ ヤ ー

デ ＝ イ ェ ・ タ ル ズ ィ イ ェ

Ziyā
da 

bi
nt 

al-
K
huṭṭāb 

al-
Ṭarzīya

、 ア フ マ ド ・ ビ

ン ・ ハ イ ヤ ヴ ィ ー イ ェ の 娘 マ レ ケ

﹇

( 2)﹈、 フ ァ ー テ メ ・ ベ ン テ ・ エ ム ラ ー

ン
﹇

( 3)﹈、  ア ブ ド ゥ ー セ  ・  ベ ン テ  ・  ハ ー レ ス

﹇

( 3)﹈
は 、  こ の 時 代 の ダ ー ム ガ ー

ン の ス ー フ ィ ー で あ る 。
　

( 1)
　

ア ー イ ェ シ ェ

=

イ ェ ・ デ ィ ー ン ヴ ァ リ ー

　

 ‘Ā
’is

ha al-
Dī

nvarīya

　

ア ー イ ェ シ ェ ＝ イ ェ ・ デ ィ ー ン ヴ ァ リ ー は 、 神 秘 道 に お い て 、 イ ブ



1 4 6

ラ ー ヒ ー ム ・ シ ー バ ー ン ・ ゲ ル ム ス ィ ー ニ ー （
9
4
8/

9

没 ）  ﹇ ジ ャ ヴ ァ ー

ル の 高 名 な ス ー フ ィ ー ﹈ の 弟 子 の ひ と り で あ り 、  彼 の 遺 言 を 伝 え て い る 。([
Dhi

kr al-
Nis

wa], 
p.68)

  

　

( 2)
　

マ レ ケ

=

イ ェ ・ ハ イ ヤ ヴ ィ ー イ ェ

　

Mali
ka 

bi
nt 

A
ḥ
m

a
d 

b. Ḥ
ay

ya
wiya

　

マ レ ケ ＝ イ ェ  ・  ハ イ ヤ ヴ ィ ー イ ェ は 、 ダ ー ム ガ ー ン の 王 族 の 娘 で あ り 、

「 心 的 境 地 の 持 ち 主 」

ṣā
ḥibat al-ḥāl で あ っ た 。 夫 ハ サ ン ・ ビ ン ・ ア リ ー ・

ビ ン  ・  ハ イ ヤ ヴ ィ ー イ ェ と と も に 、 メ ッ カ 巡 礼 の 旅 を し た 際 、 シ ブ リ ーに 会 っ て い る 。
　

「 シ ブ リ ー は 、 ハ サ ン に 対 し て 言 っ た 。  『 汝 は 男 で あ り 、 こ れ は 女 だ 。し か し 、  彼 女 は 心 的 境 地

 ḥāl に お い て 、  汝 よ り も 高 い 地 位 に 達 し て い る 』  」

　

彼 女 の 夫 に つ い て 、 次 の よ う な 逸 話 が あ る 。 彼 は 、 私 は シ ブ リ ー の
言 葉 を 、 心 か ら 実 感 し た 、 と 述 べ る 。 マ レ ケ は 、 メ ッ カ 巡 礼 に 来 て いた 黒 人 達 に 、 自 分 が も っ て い た 金 を 全 て 喜 捨 し た た め 、 夫 が 「 い く らか の 金 を 残 し て お く べ き だ 」 と 言 う と 、 こ う 答 え た 。

　

「 彼 女 は 私 に こ う 言 っ た 。  『 ハ サ ン よ 、 ど れ ほ ど 、 そ の 言 葉 を 繰 り 返す の か ？ こ こ で 貴 方 の 目 に は 黒 人 た ち 以 外 の も の は 見 え な い と で も いう よ う に ！ 』  」

⁸ ⁰

　

( 3)
　

フ ァ ー テ メ ・ ベ ン テ ・ エ ム ラ ー ン 、 ア ブ ド ゥ ー セ ・ ベ ン テ ・ ハ ー レ ス

　 　 　 　

Fā
ṭima 

bi
nt 

‘Imrā
n

, ‘A
b
d
ūsa 

bi
nt al-

Ḥ
ā
rit

h

　

フ ァ ー テ メ  ・  ベ ン テ  ・  エ ム ラ ー ン と ア ブ ド ゥ ー セ  ・  ベ ン テ  ・  ハ ー レ ス は 、

全 生 涯 を 、 ス ー フ ィ ー た ち へ の 奉 仕 に 捧 げ た 。 ス ラ ミ ー が 「 心 的 境 地に お い て 偉 大 で あ り 、 ワ ジ ュ ド （ 感 じ る こ と ） に お い て 激 し い 」

 kabīrat 

al-ḥāl va s
ha

dī
dat al-

wajd と 呼 ん だ フ ァ ー テ メ は 、  ア ブ ー  ・  ア ブ ド ゥ ッ ラ ー  ・

ザ ー ヘ ド の 朋 友 で あ り 、  ア ブ ー  ・  モ ハ ン マ ド  ・  ム ー セ リ ー は 、  彼 女 を 、  「 時の ラ ー ビ ア 」 と 呼 ん だ 。
　

ま た 、 ア ブ ド ゥ ー セ ・ ベ ン テ ・ ハ ー レ ス も 、 ス ラ ミ ー に よ れ ば 、 生
涯 の う ち 三 十 年 を ス ー フ ィ ー ら へ の 奉 仕 に 捧 げ た の だ っ た 。

⁸¹

４　

オ ン メ ・ モ ハ ン マ ド

 U
m

m 
M

u
ḥ
a

m
m
a

d

と

　 　 　 　 　 　

息 子 イ ブ ン ・ ハ フ ィ ー フ の 修 道 所

　

ニ ー シ ャ ー ブ ー ル の 出 自 で あ る 女 性 ス ー フ ィ ー と し て 、  「 偉 大 な る 導
師 」

s
heyk

h-e 
kabīr の 名 で 知 ら れ る ア ブ ー ・ ア ブ ド ゥ ッ ラ ー ・ ム ハ ン マ

ド ・ ビ ン ・ ハ フ ィ ー フ （

9
3
1
or

9
4
2
or

9
8
1

没 ）  ﹇ シ ー ラ ー ズ の 神 秘 道 導 師 。

ハ フ ィ ー フ ィ ー ヤ 学 派 の 祖 ﹈ の 母 、 オ ン メ ・ モ ハ ン マ ド が い る

（ 訳 注 ６ ）

。

オ ン メ ・ モ ハ ン マ ド の 父 は 、 ニ ー シ ャ ー ブ ー ル の キ ャ ラ ー ミ ー ヤ ﹇ アブ ー  ・  ア ブ ド ゥ ッ ラ ー  ・  ム ハ ン マ ド  ・  ビ ン  ・  キ ャ ラ ー ム が 創 始 し た 一 派 ﹈と 関 わ り を も ち 、  若 年 時 代 に シ ー ラ ー ズ に 移 住 し た 、  偉 大 な ス ー フ ィ ーで あ っ た 。 彼 女 は 、 敬 虔 主 義 者
 pārsā

 で あ り 、 神 秘 の 開 示 と 観 照 の 徒

で あ っ た 。
　

オ ン メ ・ モ ハ ン マ ド は ス ー フ ィ ー の 一 家 に 育 っ た た め 、 神 秘 道 に 通
じ て お り 、 息 子 に も 神 秘 道 に 則 っ た 教 育 を し た い と 切 望 し た 。 ム ハ ンマ ド ・ ビ ン ・ ハ フ ィ ー フ の 神 秘 主 義 へ の 指 向 に は 、 母 親 が 多 大 な 影 響
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̶ ̶ ̶ ̶ 　 文 化 表 象 と し て の 〈 イ ス ラ ー ム 〉 　 ̶ ̶ ̶ ̶

を 及 ぼ し て い る 。 イ ブ ン ・ ハ フ ィ ー フ は 、 神 秘 主 義 の 歴 史 上 、 自 分 の母 か ら 弊 衣 （ ハ ル カ ） を 与 え ら れ た 唯 一 の 神 秘 家 で あ る 。 神 秘 主 義 の教 義

 に お い て 、 弊 衣 を 与 え ら れ る と は 、 実 践 的 な 意 味 で も 、 ま た 、 精

神 的 な 意 味 で も 、 神 秘 道 に お い て 指 導 を 受 け る 許 し を 得 る こ と で あ り 、弊 衣 を 与 え る 者 は 、 導 師 （ シ ャ イ フ 、 モ ル シ ド ） の 地 位 を 有 し て い なけ れ ば な ら な か っ た

（ 訳 注 ５ ）

。 イ ブ ン ・ ハ フ ィ ー フ は 、 神 秘 道 に お け る

母 の 達 し て い る 地 位 を 信 奉 し て い た た め 、 の ち に 、 イ ブ ン  ・  ア タ ー

 
̶

̶ 

ハ ッ ラ ー ジ へ の 不 信 仰 宣 言 （ タ ク フ ィ ー ル ） を よ し と せ ず 、 彼 を 真 理に か な う 者 と み な し た ﹇ イ ブ ン ・ ア タ ー は 、 ハ ッ ラ ー ジ の 思 想 を 受 け入 れ 、 ハ ッ ラ ー ジ と 同 年 に 処 刑 さ れ た ス ー フ ィ ー ﹈

̶
̶ 

が 彼 に 弊 衣 を

与 え よ う と し た 際 に も 、 母 か ら 下 賜 さ れ て い た 弊 衣 を 脱 ご う と は し なか っ た 。
　

イ ブ ン ・ ハ フ ィ ー フ は 、 シ ー ラ ー ズ に 修 道 所 を 造 り 、 神 秘 家 た ち の
教 育 と 指 導 に あ た っ て 、  〈 偉 大 な る 導 師 〉 と し て 知 ら れ る よ う に な った 。 彼 の 説 教 集 会 に は 、 何 千 人 も の 弟 子 た ち が 参 席 し た と い う 、 彼 の母 オ ン メ ・ モ ハ ン マ ド も 、 修 道 所 の 女 弟 子 た ち の 最 前 列 に 座 っ た 。

⁸ ²

ま た 、  二 度 の メ ッ カ 巡 礼

 
̶

̶ 一 度 は 沙 漠 か ら 、  も う 一 度 は 海 か ら

 
̶

̶ 

も 、 オ ン メ ・ モ ハ ン マ ド は 、  〈 偉 大 な る 導 師 〉 に 伴 っ て 旅 し た 。
　

女 性 ス ー フ ィ ー に つ い て 残 さ れ て い る 断 片 的 な 伝 承 を 見 る と 、  ホ ラ ー
サ ー ン 、 と く に 、 ニ ー シ ャ ー ブ ー ル で は 、 女 性 ス ー フ ィ ー ら が 集 会 への 参 席 を 許 さ れ て い た こ と が 伺 え る 。 し か し 、 修 道 所 や 導 師 の 説 教 集会 に 参 席 す る 、 神 秘 道 の 門 下 （ モ リ ー ド ） と し て の 女 た ち に 関 す る 最初 の 記 述 は 、  〈 偉 大 な る 導 師 〉 の 修 道 所 に 関 す る も の で あ る 。 オ ン メ ・モ ハ ン マ ド は 、 こ の 時 代 、 シ ー ラ ー ズ の 修 道 所 で の 神 秘 修 行 に お け る

女 性 の 存 在 と い う 点 で 、 極 め て 大 き な 役 割 を 担 っ て い た 。 も し 、 彼 女の 存 在 が な か っ た ら 、 イ ブ ン ・ ハ フ ィ ー フ の 修 道 所 に も 、 ま た 他 の 多く の 修 道 所 や 神 秘 道 道 場 に も 、 女 の 姿 は な か っ た で あ っ た ろ う 。
　

ニ ー シ ャ ー ブ ー ル の 神 秘 家 た ち の 修 行 の 方 法 や 思 想 に 影 響 を 受 け た 、
オ ン メ ・ モ ハ ン マ ド の 家 族 の 神 秘 道 へ の 指 向 は 、 疑 い な く 、 女 性 と 神秘 修 行 と の 関 係 に 対 す る 彼 女 の 姿 勢 に 、 大 き く 影 響 し て い た 。 オ ン メ ・モ ハ ン マ ド の 父 が シ ー ラ ー ズ に 移 住 し た 時 期 は 、 ニ ー シ ャ ー ブ ー ル の女 た ち が ス ー フ ィ ー ら の 集 ま り へ 足 を 踏 み 入 れ る よ う に な っ た 時 期 に近 い 。 そ し て 、 オ ン メ ・ モ ハ ン マ ド が シ ー ラ ー ズ に お い て 、 修 道 所 の門 戸 を 女 た ち に 開 い た 時 期 、 ニ ー シ ャ ー ブ ー ル の 女 性 ス ー フ ィ ー ら は 、ヴ ァ ハ テ ィ ー イ ェ ＝ イ ェ ・ オ ン メ ・ フ ァ ズ ル

﹇ ５ 参 照 ﹈

の よ う に 、 説 教 集

会 で 教 授 し て い た の で あ る 。

 

　

女 の 弟 子 を 受 け 容 れ た イ ブ ン ・ ハ フ ィ ー フ へ の 批 判 か ら は 、 ヒ ジ ュ
ラ 暦 四 世 紀 （ 西 暦 一 〇 世 紀 ） の シ ー ラ ー ズ に お い て 、 女 た ち が 修 道 女に 出 入 り す る こ と が ど れ ほ ど 奇 異 で あ っ た か を 見 て 取 る こ と が で き る 。イ ブ ン ・ ハ フ ィ ー フ の 修 道 所 に 反 対 す る 者 た ち が 作 り 上 げ た 、 の ち のス ー フ ィ ー 伝 に 記 さ れ た 逸 話 か ら は 、 女 た ち が 修 道 女 に 出 入 り す る こと が 、 一 部 の ス ー フ ィ ー ら の 目 に は 、 神 秘 道 の 教 義 に お け る 革 命 的 な出 来 事 と み な さ れ た こ と を 示 し て い る 。 イ ブ ン ・ ジ ャ ウ ズ ィ ー は 、 彼が 聞 い た 話 と し て 次 の よ う な 逸 話 を 伝 え て い る 。

「 弟 子 の 追 悼 会 に お い て 、 シ ャ イ フ ﹇ イ ブ ン ・ ハ フ ィ ー フ を 指 す ﹈

  は 、

彼 の 門 下 以 外 の 者 が そ の 場 に い な い こ と を 確 か め る と 、 男 の 弟 子 たち と 女 の 弟 子 た ち に 交 接 す る よ う に と 命 じ た 。  」

⁸ ³
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女 の 弟 子 が 修 道 所 に い る と い う こ と は 、  そ れ に 反 対 す る 者 た ち に と っ
て 、 耐 え 難 い こ と で あ っ た 。 イ ブ ン ・ ハ フ ィ ー フ に 対 し 、 中 傷 と 非 難が 巻 き 起 こ り 、 二 世 紀 の の ち に も 、 イ ブ ン ・ ジ ャ ウ ズ ィ ー が 〈 偉 大 なる 導 師 〉 の 教 義 を 「 危 険 な る も の 」

al-k
haṭarāt 、  「  （ 悪 魔 の ） さ さ や き 」

al-
wasā

wis

と 呼 ぶ ほ ど で あ っ た 。 ス ラ ミ ー が 「 導 師 の 中 の 導 師 」

s hayk
h 

al-
mas

hāyi
k
h

と 呼 び 、 そ の 清 浄 な る 精 神 と 善 と を 讃 え

 

⁸ ⁴、 そ の 敬 虔 さ

taq
wā ゆ え に 、 神 秘 主 義 の 歴 史 上 、  「 偉 大 な る 導 師 」 と 称 さ れ た 人 物 も 、

女 た ち へ の 敬 意 と 女 を 修 道 所 に 受 け 入 れ た こ と に よ っ て 、 イ ス ラ ー ム聖 法 と 倫 理 に 反 す る 存 在 と み な さ れ た の で あ る 。
　

イ ブ ン ・ ハ フ ィ ー フ の 修 道 所 に 対 す る 誹 謗 中 傷 に も 拘 わ ら ず 、 こ の
導 師 は 、 神 秘 主 義 の 歴 史 に お け る 「 導 師 の 中 の 導 師 」 に し て 、 神 秘 道の 枢 軸 （ ク ト ゥ ブ ） と み な さ れ 、 同 時 代 の 高 名 な 神 秘 家 ら の 崇 敬 の 対象 と さ れ て い る 。 ス ラ ミ ー は 、 彼 の も と に 参 じ 、 彼 の 言 葉 を 引 用 す る許 し を 得 て い る 。 ま た 、 ニ ー シ ャ ー ブ ー ル の 偉 大 な 女 性 ス ー フ ィ ー であ る ヴ ァ ハ テ ィ ー イ ェ ＝ イ ェ  ・  オ ン メ  ・  フ ァ ズ ル

（ 後 述 ）

は 、  晩 年 、  イ ブ ン  ・

ハ フ ィ ー フ に 会 う た め 、 シ ー ラ ー ズ を 訪 れ た 。
　

イ ブ ン ・ ハ フ ィ ー フ に 対 す る 誹 謗 中 傷 は 、 導 師 の 修 道 所 の 門 戸 を 女
た ち に 開 い た 創 始 で あ る 母 オ ン メ ・ ア リ ー の 尊 厳 を 減 じ る も の で は なか っ た 。 彼 女 に 関 す る 逸 話 は 、 四 〇 〇 年 の の ち 、  『 親 交 の 息 吹 』 の な かに も 記 さ れ て お り 、 彼 女 の 神 秘 道 に お け る 地 位 へ の ス ー フ ィ ー ら の 信奉 を 示 す も の と な っ て い る 。

　

「 ラ マ ダ ン

(

断 食

)

月 の 最 後 の 十 日 、  〈 偉 大 な る 導 師 〉 は 、 夜 通 し 祈 祷

し て い た 。 カ ド ル の 夜 ﹇ 預 言 者 に 初 め て の 啓 示 が 下 さ れ た 夜 。 ラ マ ダン 月 二 七 日 の 夜 と す る 説 が 多 い ﹈ に な り 、 彼 は 屋 根 に 上 が っ て 礼 拝 を

し て い た 。 彼 の 母 オ ン メ ・ ア リ ー が 、 家 の 中 で 、 完 全 な る 神 に 意 識 を向 け 座 っ て い た 。 突 如 、 カ ド ル の 夜 の 光 が 、 彼 女 に 顕 れ た 。 彼 女 は 叫ん だ 。  『 モ ハ ン マ ド よ ！ 我 が 息 子 よ ！ お 前 が そ こ で 求 め て い る も の は ここ に あ る 。  』 導 師 は 下 り て 来 て そ の 光 を 目 に し 、 母 の 足 下 に 跪 い た 」

⁸ ⁵

５　

ヴ ァ ハ テ ィ ー イ ェ＝ イ

ェ ・ オ ン メ ・ フ ァ ズ ル

　

al
-

V
a

h
aṭī

y
a 

U
m

m 
al

-
F
a

ḍl

　

ヴ ァ ハ テ ィ ー イ ェ

=

イ ェ ・ オ ン メ ・ フ ァ ズ ル は 、 こ の 時 代 の 偉 大 な

女 性 ス ー フ ィ ー の ひ と り で あ り 、  「  （ 真 理 を 表 す ） 舌 」

lisā
n

と 「 知 識 」

 

i̒l
m と 「 心 的 境 地 」

ḥāl に お い て 、 同 時 代 に 無 二 の 存 在 と さ れ た 。 彼 女

は 、 同 時 代 の 多 く の 導 師 ら と 深 交 を 結 ん で い た 。 ニ ー シ ャ ー ブ ー ル に暮 ら し て い た 時 期 に は 、 ア ブ ー ・ ア ム ル ・ ビ ン ・ ノ ジ ャ イ ド や 、 ア ボル ・ ガ ー セ ム ・ ナ ス ラ ー バ デ ィ ー 、 ア ブ ー ・ サ フ ル ・ ム ハ ン マ ド ・ ビ ン ・ス ラ イ マ ー ン な ど の ス ー フ ィ ー 、  お よ び 、  ア ボ ル  ・  ガ ー セ ム  ・  ラ ー ズ ィ ーや モ ハ ン マ ド  ・  ビ ン  ・  フ ァ ッ ラ ー ﹇ ニ ー シ ャ ー ブ ー ル の 神 秘 家 、  ハ デ ィ ース 伝 達 者 ﹈  、  そ し て 、  ア ブ ド ゥ ッ ラ ー  ・  ム ア ッ リ ム な ど の ダ ル ヴ ィ ー シ ュの 導 師 、 そ し て 、 他 の 多 く の ス ー フ ィ ー が 、 彼 女 の 説 教 集 会 に 参 席 して い た 。  〝 タ サ ッ ウ フ 〞 の 意 味 と 神 へ の 愛 （ マ ハ ッ バ ） に つ い て の 彼 女の 言 葉 は 、  神 秘 主 義 に 関 す る 彼 女 の 深 い 認 識 の 証 で あ る 。  彼 女 は 、  タ サ ッウ フ と は 、 こ の 世 の あ ら ゆ る も の を 意 識 か ら 遠 ざ け 、 そ れ ら へ の 執 着を 断 つ こ と で あ る と 捉 え て い た 。 ま た 、 神 へ の 愛 に つ い て 、 次 の よ うに 述 べ て い る 。
　

「 私 ﹇ 著 者 ス ラ ミ ー ﹈ は 彼 女 が こ う 言 う の を 聞 い た 『 神 へ の 愛 の 真 理
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ḥaqīqat al-m

aḥabba 

と
は
、
愛
す
る
お
方 m

aḥbūb 

以
外
に
は
沈
黙
し
、
彼
の
言

葉
を
聴
く
以
外
は
耳
を
閉
ざ
す
こ
と
で
あ
る
』」

　

ま
た
、
彼
女
は
言
っ
た
。『
容
易
に
汝
を
惹
き
つ
け
る
も
の
に
用
心
せ
よ
。
汝
を

知
識 ‘ilm

 
を
探
求
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
幻
想
の
中
に
と
ら
え
る
も
の
に
用
心
せ

よ
。
知
識
を
探
求
す
る
者 ṭālib 

は
、
知
識
に
従
っ
て
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

知
識
に
よ
る
実
践  ‘ am

al

と
は
、断
食
と
喜
捨
と
礼
拝
の
多
さ
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

神
へ
の
献
身
の
純
粋
さikhlās 

で
あ
り
、
意
思
の
真
正
さ
で
あ
り
、
至
高
な
る
神

の
ご
意
思
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
で
あ
る
』」⁸⁶

結
び

　

以
上
、
様
々
な
ス
ー
フ
ィ
ー
列
伝
お
よ
び
、
あ
る
い
は
、
神
秘
主
義
文
献
、
歴

史
史
料
に
見
ら
れ
る
逸
話
や
記
述
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
最
初
の
四
世
紀
の
神
秘
主

義
の
歴
史
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
足
跡
を
見
て
き
た
。
名
の
知
ら
れ
た
、あ
る
い
は
、

無
名
の
女
た
ち
に
関
す
る
逸
話
や
記
述
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
生
涯
の
大

半
が
伝
説
に
彩
ら
れ
て
い
る
ラ
ー
ビ
ア
・
ア
ダ
ヴ
ィ
ー
ア
か
ら
、
在
住
し
た
地
と

若
干
の
言
葉
が
記
憶
に
と
ど
め
ら
れ
る
の
み
の
女
性
ま
で
、
実
に
様
々
で
あ
る
。

　

神
秘
主
義
文
献
に
お
け
る
〈
女
〉
に
つ
い
て
の
記
述

　

ス
ー
フ
ィ
ー
ら
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
列
伝
や
そ
の
他
の
記
述
に
お
い
て
、
女
た
ち

の
名
を
記
さ
な
い
の
が
常
で
あ
っ
た
。
も
し
、導
師
ら
が
女
が
語
っ
た
言
葉
を
用
い
、

そ
の
言
葉
が
優
れ
た
表
現
と
し
て
記
述
さ
れ
る
場
合
に
も
、
た
だ
、「
あ
る
女
か
ら

聞
い
た
」
と
記
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ラ
ー
ビ
ア
も
、
象
徴
的
な
存
在

と
し
て
名
を
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
神
秘
主
義
に
お
け
る
女
性
の
存
在
と
い
う

問
題
を
彼
女
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
も
、
実
在
の
人
物
と
い
う
よ

り
も
伝
説
の
人
物
と
し
て
記
す
こ
と
で
問
題
を
避
け
、
そ
の
他
の
女
た
ち
の
名
に

は
触
れ
ず
に
い
た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
カ
ラ
ー
バ
ー
ズ
ィ
ー
は
、
こ
れ
ら
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
と
同
時

代
に
ホ
ー
ラ
ー
サ
ー
ン
に
生
き
、最
も
古
い
神
秘
主
義
文
献
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
神

秘
主
義
の
徒
の
教
義
に
関
す
る
記
述
』al-Ta‘arruf fi m

adhhab A
hl Taṣaw

w
uf

を
著
し

た
が
、女
た
ち
の
名
や
評
伝
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、

カ
ラ
ー
バ
ー
ズ
ィ
ー
が
、
最
も
普
遍
的
な
神
秘
主
義
の
定
義
を
あ
る
ひ
と
り
の
女

の
言
葉
か
ら
引
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。⁸⁷ 

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
女

性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
存
在
を
認
識
し
て
お
り
、
ま
た
、
彼
女
ら
の
神
秘
体
験
を
信
頼

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ハ
ー
ジ
ェ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ア
ン
サ
ー
リ
ー

は
、
ス
ラ
ミ
ー
が
『
ス
ー
フ
ィ
ー
の
階
層
的
分
類
』
を
執
筆
し
た
の
ち
、
ほ
ど
な

く
し
て
、
こ
れ
を
ペ
ル
シ
ア
語
に
翻
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
ラ
ミ
ー
が
記
述

し
た
『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
に
つ
い
て
の
記
述
』
に
関
し
て
は
、
全
く
言

及
し
て
い
な
い
。
神
秘
主
義
の
歴
史
に
お
い
て
大
半
を
占
め
て
い
る
の
が
、
こ
の

よ
う
な
ス
ー
フ
ィ
ー
で
あ
る
。

　

バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ー
、
ス
ラ
ミ
ー
と
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
伝

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ス
ー
フ
ィ
ー
列
伝
に
お
い
て
女
た
ち
の
名
を
記
し
、

の
み
な
ら
ず
、
女
の
言
葉
や
教
え
を
自
身
の
精
神
的
変
遷
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
と
認
め
る
者
も
い
た
。
彼
ら
の
生
涯
を
見
る
と
、
そ
の
生
育
環
境
、
お
よ

び
、
家
族
環
境
に
お
い
て
女
が
受
け
て
い
た
尊
敬
や
信
頼
、
女
が
も
っ
て
い
た
力

が
、
女
に
対
す
る
肯
定
的
な
視
点
に
結
び
つ
き
、
歴
史
や
伝
記
記
述
に
お
い
て
女
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の
小
伝
を
記
す
こ
と
へ
の
責
任
感
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。こ
の
よ
う
な
ス
ー

フ
ィ
ー
の
典
型
が
、『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
に
つ
い
て
の
記
述
』
の
著
者
、

ア
ブ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ス
ラ
ミ
ー
と
、
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ー

で
あ
る
。
彼
ら
の
生
涯
に
お
い
て
は
、
母
親
の
存
在
が
女
の
価
値
と
地
位
を
認
識

さ
せ
た
の
で
あ
り
、
女
の
存
在
に
対
す
る
敬
意
を
幼
少
期
、
少
年
期
に
形
成
さ
せ

た
の
で
あ
る
。

　

ス
ラ
ミ
ー
は
、
若
く
し
て
父
を
亡
く
し
、
母
方
の
祖
母
の
も
と
で
教
育
を
受
け
、

祖
父
の
経
済
的
援
助
を
受
け
な
が
ら
学
問
を
修
得
し
た
。
ま
た
、母
の
恩
恵
に
よ
っ

て
、
ニ
ー
シ
ャ
ー
ブ
ー
ル
で
も
有
数
の
一
門
の
一
人
息
子
で
あ
る
に
も
か
か
ら
わ

ず
、
神
秘
道
の
求
道
に
邁
進
で
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
母
の
一
門
の
名

を
自
分
の
名
と
し
て
選
ん
で
い
る
。⁸⁸
『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
に
つ
い
て

の
記
述
』
は
、
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
み
を
収
め
た
伝
記
集
成
と
し
て
は
、
唯
一
の

も
の
で
あ
る
。

　
『
ス
ー
フ
ィ
ー
の
階
層
的
分
類
』
を
ペ
ル
シ
ア
語
に
翻
訳
し
た
ハ
ー
ジ
ェ
・
ア
ブ

ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ア
ン
サ
ー
リ
ー
は
、
ス
ラ
ミ
ー
が
著
し
た
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
列
伝

に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ス
ラ
ミ
ー
の
五
世
紀
の
ち
、
ジ
ャ
ー

ミ
ー
が
ス
ー
フ
ィ
ー
の
伝
記
集
成
『
親
交
の
息
吹
』
を
著
し
た
際
に
は
、
評
伝
の

記
述
に
あ
た
っ
て
、ス
ラ
ミ
ー
の『
ス
ー
フ
ィ
ー
の
階
層
的
分
類
』と
ア
ン
サ
ー
リ
ー

の
ペ
ル
シ
ア
語
訳
を
用
い
て
い
る
の
に
加
え
、
女
の
存
在
を
切
り
捨
て
る
こ
と
な

く
、『
親
交
の
息
吹
』
の
一
部
を
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
記
述
に
充
て
て
い
る
。

　

バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
の
生
涯
に
関
す
る
逸
話
に
も
、
女
た
ち
の
関
わ
り
が
記
さ
れ

て
い
る
。
神
秘
道
の
求
道
の
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
に
お
い
て
、
彼
は
女
た
ち
か
ら
影

響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
は
、
ま
ず
、
ひ
と
り
の
女
（
彼

の
母
親
）
の
恩
寵
に
よ
っ
て
神
秘
道
に
お
け
る
求
道
を
始
め
た
。
さ
ら
に
、
若
年

期
に
は
、神
に
仕
え
る
べ
き
か
、母
に
仕
え
る
べ
き
か
で
逡
巡
し
、母
に
こ
う
言
っ
た
。

「
ぼ
く
は
二
軒
の
家
を
ま
か
さ
れ
て
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
不
安
に
な
っ
た
の

で
す
。
…
あ
な
た
の
た
め
に
仕
え
る
よ
う
に
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
ぼ
く
を
神

に
委
ね
て
、
す
べ
て
神
の
た
め
に
尽
く
す
よ
う
に
す
る
か
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
」

母
親
は
言
っ
た
。

「
私
は
あ
な
た
を
神
に
仕
え
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。
あ
な
た
自
身
が
あ
な
た
の

道
を
選
ぶ
よ
う
に
し
た
は
ず
で
す
」⁸⁹
（
藤
井
訳
『
聖
者
列
伝
』
一
五
四
頁
）

　

バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
の
母
は
、
彼
が
母
に
仕
え
る
の
で
は
な
く
、
神
に
仕
え
る
こ

と
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
の
ち
に
は
、
女
性
説
教
師
や
、
女
た
ち
の
言
葉

が
彼
に
驚
く
べ
き
影
響
を
与
え
て
お
り
、「
霊
知
者
た
ち
の
王
」
呼
ば
れ
た
と
き
に

も
、一
人
の
女
を
、〈
我
が
老
師
〉と
呼
ん
だ
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
女
は
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー

ド
に
対
し
、
彼
の
自
我
が
も
つ
虚
栄
心
に
気
付
か
せ
る
と
と
も
に
、
人
間
が
、「
神

へ
の
熱
望
と
神
の
唯
一
性
の
前
に
圧
倒
さ
れ
」
て
い
る
と
き
に
さ
え
、
我
執
の
害

悪
か
ら
護
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
世
人
の
歓
心
を
買
お
う
と
す
る
気
持
ち
が
ひ
そ
ん

で
い
る
こ
と
を
教
え
た
の
で
あ
る
。

　

伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
は
、「
あ
な
た
の
師
は
誰
だ
っ
た

の
か
」
と
問
わ
れ
て
次
の
よ
う
に
答
え
た
と
い
う
。

「
そ
れ
は
一
人
の
老
女
だ
。

　

あ
る
日
、
私
は
、
神
へ
の
熱
望
と
神
の
唯
一
性
の
前
に
圧
倒
さ
れ
、
髪
の
毛

一
本
の
入
る
余
地
の
な
い
密
度
の
高
い
陶
酔
の
境
地
に
い
た
の
で
あ
っ
た
。
私
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̶ ̶ ̶ ̶ 　 文 化 表 象 と し て の 〈 イ ス ラ ー ム 〉 　 ̶ ̶ ̶ ̶

は 、  忘 我 の 恍 惚 の ま ま に 荒 野 に 向 か っ た 。 す る と 、  小 麦 の 皮 袋 を 持 った 老 女 が 一 人 こ ち ら に 向 か っ て や っ て 来 て 、 私 に 言 っ た 。〝 私 の こ の 袋 を 運 ん で 下 さ れ 〞　

私 自 身 は そ う す る こ と が で き な い 状 態 で あ っ た

 
̶

̶ 私 は 合 図 を

し て 一 頭 の 獅 子 を 呼 び だ し た 。 獅 子 が や っ て き た の で 私 は 袋 を そ の背 に 乗 せ た 。 そ し て 、 老 女 に 向 か っ て こ う 言 っ た 。〝 町 に 行 っ て 誰 に 会 っ た か を 言 う の か ね 〞と い う の も 、 私 は 、 私 が 何 者 で あ る か を 知 ら れ た く な か っ た の だ 。老 女 は 言 っ た 。〝 一 人 の 自 惚 れ の 強 い 圧 制 者 に 会 っ た 、 と ね 〞私 は 尋 ね た 。〝 一 体 何 を 言 っ て い る の だ ね 〞老 女 は 答 え た 。〝 こ の 獅 子 は 神 様 に 義 務 を 命 じ ら れ て い る の か 、 え え 、 ど う だ い 〞〝 い い や 〞〝 あ な た は 、 栄 光 あ る 神 が 責 務 を 定 め て も い ら っ し ゃ ら な い も の を勝 手 に 義 務 づ け た じ ゃ な い か 。 こ れ は 暴 挙 と い う も の じ ゃ な い かね 。

̶
̶ 

私 は 、 そ の 通 り だ と 頷 い た

 
̶

̶ そ れ な の に 、 町 の 住 民 に 、

神 が お ま え さ ん に 従 順 で 、 あ ん た が 奇 蹟 の 持 ち 主 で あ る と 知 っ て ほし い と く る 。 こ れ は 高 慢 と い う も の じ ゃ な い か ね 〞
　

私 は 、 そ の 通 り だ と 言 っ て 回 心 し 、 考 え ら れ る 最 も 高 い 地 点 か ら 、
底 な し の 下 劣 な る 地 点 へ と 下 降 し た の だ っ た 。 こ れ が 、 我 が 老 師 の言 葉 で あ っ た 」

⁹ ⁰（ 藤 井 訳 『 聖 者 列 伝 』 一 七 九

̶

一 八 〇 頁 ）

　

神 秘 主 義 の 第 一 期 に お い て 、 女 た ち に よ る 教 え が 自 ら の 神 秘 修 行 に
影 響 を 及 ぼ し た と 認 め る 導 師 と し て 、 ソ フ ィ ヤ ー ン ・ サ ウ リ ー と ズ ン ・ヌ ー ン ・ ミ ス リ ー の 名 を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 第 二 期 と し て は 、ア ブ ー  ・  ア ム ル  ・  ビ ン  ・  ノ ジ ャ イ ド 、 ハ ム ド ゥ ー ン  ・  ガ ッ サ ー ル 、 ア ブ ー  ・ハ フ ス ・ ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー 、 ア ブ ー ・ オ ス マ ー ン ・ ヒ ー リ ー 、 ア ボル ガ ー セ ム  ・  ナ ス ラ ー バ ー デ ィ ー の よ う な ホ ラ ー サ ー ン の 非 難 の 徒 （ マラ ー マ テ ィ ー ヤ ） の 導 師 た ち は 、 女 た ち と も 深 交 を も ち 、 彼 女 ら の 言葉 を 引 用 し て い る 。女 性 ス ー フ ィ ー 伝 と 記 述 対 象

　

神 秘 家 の 一 門 に 縁 の あ る 女 た ち は 、 そ の 父 の 名 、 あ る い は 、 兄 弟 、
夫 の 名 ゆ え に 、 よ り 詳 細 な 記 述 が な さ れ て い る 。 し か し 、 神 秘 家 の 一門 と 関 わ り の な い 女 た ち は 、 と き に 、 数 行 の 言 及 の み に と ど ま り 、 ある い は 、 名 の み が 記 さ れ る 。 ア フ マ ド ・ ハ ズ ラ ヴ ィ ー イ ェ の 妻 オ ン メ ・ア リ ー な ど 、 神 秘 道 導 師 ら と 縁 の あ る 女 た ち の 言 葉 や 生 涯 に つ い て の記 述 は 、 い か に 簡 略 に 記 さ れ て い る と は い え 、 他 の 女 た ち に 関 す る 記述 よ り も 詳 し い も の で あ る 。

　

た と え ば 、 フ ァ ー テ メ ＝ イ ェ ・ バ ル デ ィ ー イ ェ

 F
āṭima 

al-
Barda‘īya 

は 、 ア ル ダ ビ ー ル の 出 自 で 、 霊 知 者 に し て 説 教 師 、 酔 言 を 口 に す る 者

 

s
haṭṭā

ḥ で あ り 、 導 師 ら は 疑 問 が あ る と 彼 女 に 尋 ね る ほ ど の 学 問 的 地 位

に 達 し て い た が

 

⁹¹、 彼 女 に つ い て は 『 女 性 神 秘 主 義 敬 虔 家 た ち 』  ﹇ お よ

び 、  『 親 交 の 息 吹 』  ﹈ の 中 に 数 行 の 記 述 が 残 さ れ て い る の み で あ る 。 また 、  ヘ ジ ュ ラ 暦 三 世 紀 ﹇ 西 暦 九 世 紀 ﹈

 の ス ー フ ィ ー で あ る サ リ ー ＝ イ ェ  ・

サ カ テ ィ ー の 弟 子 の ひ と り で あ っ た 女 に つ い て も 『 親 交 の 息 吹 』 に 簡
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略 に 記 さ れ て い る が 、  彼 女 に つ い て は 、  名 前 す ら 残 さ れ て い な い 。 ジ ュナ イ ド  ・  バ グ ダ ー デ ィ ー （

9
1
0

没 ）  ﹇ ネ ハ ー ヴ ァ ン ド に 生 ま れ 、  バ グ ダ ー

ド で 暮 ら し た 神 秘 哲 学 者 ﹈ は 、 こ う 伝 え て い る 。  「 こ の 女 の よ う に 宗 教的 義 務 を 良 く 行 う の で あ れ ば 、 彼 女 が 予 知 せ ぬ こ と な ど 、 そ の 身 に 起こ り は し な い で あ ろ う 。  」 さ ら に 、 ア ブ ー ・ サ イ ー ド ・ ア ビ ル ・ ヘ イ ル（

1
0

4
9

没 ）  ﹇ ホ ラ ー サ ー ン の 高 名 な 神 秘 道 導 師 ﹈ は 、 神 秘 体 験 に お い て

神 と の 合 一 の 境 地 に 達 し て い た マ ル ヴ の 女 に つ い て 、 こ う 伝 え て い る 。「 彼 女 は 言 っ た 『 人 々 は 、  我 ら を 一 時 な り と も 放 し 給 う な と （ 神 に ） 祈 って い る 。 し か し 、 私 は 三 十 年 に 渡 っ て こ う 祈 っ て き た の だ 。 一 瞬 で もい い 、 我 を 放 し 給 え 、 私 が 何 者 で あ る の か 、 私 は 我 で あ る の か を 確 かめ る た め に 、 と 。 し か し 、 ま だ 一 度 も そ の よ う に 神 が 私 を 放 し 給 う たこ と は な い の だ 』  」

⁹ ²

　

ス ー フ ィ ー 列 伝 に 記 述 さ れ て い る 女 た ち を 、 お お よ そ 二 つ に 分 類 す
る こ と が で き る 。 ひ と つ は 、 名 と 評 伝 が 記 さ れ て い る 者 た ち で あ り 、彼 女 ら は 大 半 が ス ー フ ィ ー 一 門 の 女 で 、 神 秘 道 の 環 境 の 中 で 育 っ て いる 。 も う ひ と つ は 、 敬 虔 主 義

 parhīzgārī
 の 女 た ち で あ り 、 そ の 禁 欲 主 義

（ ズ フ ド ） ゆ え に 、 他 の 神 秘 家 の 驚 嘆 の 的 と な り 、 あ る い は 、 イ バ ー ダと 信 仰 の 実 践 と が 他 の 者 の 手 本 と な っ た 者 た ち で あ る 。 彼 女 ら は 、 たい て い が 無 名 で あ り 、 伝 記 執 筆 者 は 旅 の 道 中 で こ う し た 女 た ち に 遭 遇し 、  「 敬 虔 な 女 」  、  「 荒 野 の 女 」  、  「 カ ア バ の 女 」 な ど と 記 し て い る 。 た とえ ば 、  『 純 粋 の 資 質 』 に は 、  二 百 四 十 人 の 禁 欲 主 義 者 や 法 学 者 、  女 性 ス ーフ ィ ー に つ い て 、 小 伝 や 言 葉 が 記 さ れ て い る が 、 そ の 大 半 は 、 名 や 出自 が 記 述 さ れ て い な い 。
　

ま た 、 ス ー フ ィ ー と な っ た 女 の 中 に は 、 王 族 や 名 家 の 出 自 で あ る 者

も い る 。 た と え ば 、 オ ン メ ・ ア リ ー は 、 王 子 で あ っ た イ ブ ラ ー ヒ ー ム ・ア ド ハ ム と 同 様 、  王 女 で あ っ た が 、  そ の 地 位 を 捨 て て 改 悛 （ タ ウ バ ） し 、神 秘 道 に 入 信 し た 。 ま た 、 ラ ー ベ エ ＝ イ ェ  ・  ベ ン テ  ・  イ ス マ ー イ ー ル

﹇ 原

注

5 1参 照 ﹈

、 ゴ ラ イ シ イ ェ ＝ イ ェ  ・  ナ サ ヴ ィ イ ェ

﹇ ２

( 1 5)参 照 ﹈

、 ア フ マ ド  ・  ビ ン  ・

ハ ー ニ ー ・ ニ ー シ ャ ー ブ ー リ ー の 娘 フ ァ ー テ メ

﹇ ２

( 7)﹈、 ア ー イ ェ シ ェ ＝

イ ェ ・ マ ル ヴ ズ ィ ー イ ェ

﹇ ２

( 8)﹈
な ど の 女 性 ス ー フ ィ ー ら は 、 名 家 の 出

で あ り 、  自 身 の 富 を 神 秘 道 や フ ト ゥ ー ワ の た め に 捧 げ た 。  さ ら に 、  フ ァ ーテ メ ・ ベ ン テ ・ エ ム ラ ー ン

﹇ ３

( 3)﹈、 ア ブ ド ゥ ー セ ・ ベ ン テ ・ ハ ー レ ス

﹇ ３

( 3)﹈、 ア ー マ ネ ＝ イ ェ ・ マ ル ジ ー イ ェ

Ā
ma

na 
al-

Marjīya ([
Dhi

kr 
al-

Nis
wa], 

p.122)

、 フ ァ ー テ メ ＝ イ ェ ・ ハ ー ネ ガ ー ヒ ー イ ェ

 Fāṭi
ma 

al-
K
hā

nqa
hīya 

([
Dhi

kr 
al-

Nis
wa], 

p.123) な ど は 、 生 涯 を 神 秘 道 修 道 所 や ス ー フ ィ ー た ち 、

フ ト ゥ ー ワ の 徒 ら の た め に 捧 げ て い る 。
　

な お 、 伝 承 の 中 に は 、 シ ャ ア ヴ ァ ー ネ や ラ ー ビ ア な ど の ス ー フ ィ ー
が 、 楽 師 の 境 遇 に 落 ち た と 伝 え て い る も の も あ る 。 し か し 、 こ れ ら の記 述 に は 、  現 世 で の 執 着 や 悦 楽 に 耽 っ た こ と が 、  神 秘 道 へ と 目 を 開 か せ 、神 秘 修 行 に 入 る 端 緒 と な っ た は ず だ と い う 考 え が 関 与 し て い る 。 イ ブラ ー ヒ ー ム ・ ア ド ハ ム に つ い て も 、 彼 が 現 世 に 執 着 し て い た 時 期 の 出来 事 が 彼 の 求 道 の 端 緒 と な っ た と 述 べ ら れ 、 ま た 、 の ち の 神 秘 主 義 の歴 史 に お い て は 、 サ ナ ー イ ー や ア ッ タ ー ル ら の 高 名 な ス ー フ ィ ー の 生涯 に 関 し て も 、 現 世 に 囚 わ れ て い た 時 期 と 神 秘 道 に 目 覚 め て の ち の 時期 と い う 二 つ の 時 期 か ら 成 る 逸 話 が 形 成 さ れ た の で あ る 。女 性 ス ー フ ィ ー の 置 か れ た 位 置

　

女 性 ス ー フ ィ ー に 関 す る 記 述 を 概 観 す る と 、 彼 女 た ち の 置 か れ て い
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̶ ̶ ̶ ̶ 　 文 化 表 象 と し て の 〈 イ ス ラ ー ム 〉 　 ̶ ̶ ̶ ̶

た 社 会 の 状 況 に つ い て 知 る こ と が で き る 。 た と え ば 、 ゴ ラ イ シ イ ェ ＝イ ェ ・ ナ サ ヴ ィ エ

﹇ ２

( 1 5)参 照 ﹈

の 小 伝 か ら は 、 ニ ー シ ャ ー ブ ー ル で は 、 女

た ち が 神 秘 道 の 説 教 や 集 会 に 参 席 す る こ と が 可 能 で あ っ た こ と が 窺 い知 れ る 。 女 性 ス ー フ ィ ー は 、 神 秘 道 の 求 道 の 道 に 足 を 踏 み 入 れ る こ とに よ り 、 女 た ち に 枷 さ れ た 社 会 的 な 法 の 拘 束 か ら 踏 み 出 す こ と が で きた の で あ る 。 そ れ は 、 普 通 の 女 に は 得 ら れ る も の で は な か っ た 。 お そら く 彼 女 ら の 神 秘 道 に お け る 精 神 的 地 位 が 、 性 を 越 え た 価 値 を 彼 女 たち に 与 え た が た め に 、  と き に は 旅 を し 、  男 性 ス ー フ ィ ー の 集 会 に 参 席 し 、彼 ら と 深 交 を 結 び 、 議 論 を し 、 教 義 を 教 授 し 、 自 ら の 神 秘 体 験 に つ いて 語 る こ と が で き た の で あ ろ う 。
　

イ ス ラ ー ム の 三 世 紀 、 四 世 紀 ﹇ 西 暦 九 世 紀 、 十 世 紀 ﹈ の ホ ラ ー サ ー
ン に お け る 女 性 ス ー フ ィ ー の 存 在 は 議 論 に 値 す る も の で あ る 。 こ のよ う な 時 代 は 、 神 秘 主 義 の 歴 史 に お い て 二 度 と 現 れ る こ と は な か っ た 。女 性 ス ー フ ィ ー に と っ て 神 秘 道 の 教 え を 受 け る 機 会 が 、 男 性 よ り も 限ら れ て い た に も 拘 わ ら ず 、 ホ ラ ー サ ー ン の 女 性 ス ー フ ィ ー ら は 、 神 秘主 義 の 説 教 集 会 に 参 席 し 、 あ る い は 、 集 会 で 男 性 ス ー フ ィ ー ら に 教 授し た り 、  自 ら の 富 を ス ー フ ィ ー ら の た め に 投 げ 打 っ た 者 も い た の で あ る 。

　

女 性 ス ー フ ィ ー た ち は 、 互 い に 朋 友 と し て 、 あ る い は 、 弟 子 と 導 師
と し て 深 交 を も っ た 。 例 え ば 、 ア ー イ ェ シ ェ ＝ イ ェ  ・  マ ル ヴ ズ ィ ー イ ェ﹇ ２

( 8)﹈
は 、 ア ム レ

=

イ ェ ・ フ ァ ル ガ ー ニ ー イ ェ

 ‘
A

mra 
al-

Farg
hā

nīya の 言

葉 を 伝 え て い る 。

⁹ ³ ア フ マ ド ・ ビ ン ・ ハ ー ニ ー ・ ニ ー シ ャ ー ブ ー リ ー

の 娘 フ ァ ー テ メ

﹇ ２

( 7)﹈
は 、 ア ブ ー ・ オ ス マ ー ン ・ ヒ ー リ ー の 朋 友 で あ り 、

自 分 の 財 産 を 彼 と 彼 の 朋 友 た ち の た め に 遣 っ た 。

⁹ ⁴ア マ ト ッ ラ ー  ・  ジ ャ

バ リ ー イ ェ

﹇ ２

( 3)﹈と フ ァ ー テ メ ＝ イ ェ  ・  ネ イ シ ャ ー ブ ー リ ー

﹇ ２

( 2)﹈は 、  バ ー

ヤ ズ ィ ー ド  ・  バ ス タ ー ミ ー の 朋 友 で あ り 、  ゴ ラ イ シ イ ェ ＝ イ ェ  ・  ナ サ ヴ ィエ
﹇ ２

( 1 5)﹈
は 、  オ ン メ  ・  コ ル ス ー ム

﹇ ２

( 1 1)﹈
や ソ ラ イ レ ＝ イ ェ  ・  シ ャ ル ギ ー イ ェ

﹇ ２

( 1 4)﹈、  ア ズ ィ ー ゼ ＝ イ ェ  ・  ヘ ラ ヴ ィ ー イ ェ

﹇ ２

( 1 2)﹈
な ど 、  同 時 代 の 女 性 ス ー

フ ィ ー に つ い て の 伝 承 や 、 彼 女 た ち の 言 葉 を 伝 え て い る 。 こ れ ら 多 くの 女 た ち は 、  同 時 代 の ス ー フ ィ ー に よ っ て 、  そ の 霊 知 と 叡 智 を 賞 賛 さ れ 、あ る い は 、 同 時 代 の ス ー フ ィ ー を 霊 知 を 讃 え る 言 葉 を 残 し て い る 。
　

ア ブ ー  ・  オ ス マ ー ン  ・  ヒ ー リ ー の 孫 、 オ ン メ  ・  ア フ マ ド

﹇ ２

( 9)﹈
は 言 っ た 。

「 知 識

 ‘il
m は 人 間 の 命 で あ る 。 そ し て 、  実 践

 ‘a
mal は 術 で あ る 。 叡 智

 ‘aql 

は 装 飾 で あ り 、 霊 知

 ma‘rifa
 は 光 で あ り 、 慧 眼

 baṣīra で あ る 。  」

⁹ ⁵

　

ま た 、 ス ラ ミ ー は 、 ア マ ト ル ・ ア ズ ィ ー ズ

 A
mat 

al-‘
Azīz

 に つ い て の

記 述 の 中 で こ う 記 し て い る 。 あ る と き 、 羊 の 衣 を 着 た 女

 
̶

̶ 羊 の 衣 を

着 用 す る こ と は 、 女 性 ス ー フ ィ ー の 間 で も 広 ま っ て い た

 
̶

̶ が 訪 ね て

き た 。 ア マ ト ル ・ ア ズ ィ ー ズ は 、 彼 女 に こ う 言 っ た 。 誰 で も 羊 の 衣 をま と う に 相 応 し い も の で あ る わ け で は な い 。 時 代 の 人 々 の う ち 、 最 も清 浄 な る 者 、 そ の 性 質 に お い て 最 も 善 き 者 、 ふ る ま い に お い て 最 も 高邁 な 者 、 そ の 本 性 に お い て 最 も 甘 美 な る 者 、 … 助 け と な る こ と に お いて 最 も 惜 し み な き 者 で な い 限 り は 。  」

⁹ ⁶

　

お そ ら く イ ス ラ ー ム 初 期 の 時 代 に お い て 女 た ち が も っ て い た 自 由 を 、
の ち の 時 代 に 、 真 正 な 、 あ る い は 、 疑 わ し い ハ デ ィ ー ス に 従 っ て 定 めら れ た 法 で 、 徐 々 に 限 定 し て い っ た の だ ろ う 。 神 秘 主 義 は 当 初 、 女 性を よ り 広 く 受 け 入 れ て い た が 、 の ち の 時 代 に は 減 少 し て い っ た 。 後 世の ス ー フ ィ ー 列 伝 や 歴 史 書 は 、 ハ デ ィ ー ス 学 や ハ ー デ ィ ー ス の 伝 達 に精 通 し た 多 く の ム ス リ ム 女 性 の 名 を 記 し て い る 。 し か し 、 そ の 中 で も
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女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
名
は
、
僅
か
に
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。⁹⁷

訳
者
あ
と
が
き

　
　

本
論
考
は
、
ザ
フ
ラ
ー
・
タ
ー
ヘ
リ
ー
氏
が
、
イ
ラ
ン
の
文
芸
誌
に
寄
稿
し
た
ペ

ル
シ
ア
語
論
文
「
女
性
神
秘
家
た
ち
」(“Z

anān-e Ṣūfī”) 

を
改
稿
、
翻
訳
し
た
も

の
で
あ
る
。
ペ
ル
シ
ア
文
学
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
を
専
門
と
す
る
タ
ー
ヘ
リ
ー
氏
が

本
稿
を
著
し
た
直
接
の
契
機
は
、
一
九
九
一
年
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
リ
ヤ
ド
大

学
図
書
館
で
発
見
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
に
つ

い
て
の
記
述
』D

hikr al-N
iswa al-M

uta‘abbidāt al-Ṣūfiyāt 

の
存
在
で
あ
っ
た
。
同
史

料
は
、
西
暦
八
世
紀
か
ら
十
世
紀
の
バ
ス
ラ
や
シ
リ
ア
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
地
域
に

お
け
る
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
八
〇
人
（
訳
注
１
）
の
伝
記
集
成
で
あ
る
。
執
筆
者
の
ア

ブ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
ス
ラ
ミ
ー
（937-1021

）
は
、
ホ
ラ
ー
サ
ー

ン
で
発
展
し
た
古
典
期
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
り
、
ス
ー
フ
ィ
ー

（
神
秘
主
義
者
、神
秘
家
）一
〇
三
人
の
列
伝
で
あ
る『
ス
ー
フ
ィ
ー
の
階
層
的
分
類
』

Ṭabaqāt al-Ṣūfīya 

や
、
ス
ー
フ
ィ
ー
に
よ
る
ク
ル
ア
ー
ン
注
釈
書
『
タ
フ
ス
ィ
ー
ル

の
真
理
』Ḥ

aqāyeq al-Tafsīr 

で
知
ら
れ
る
。

 　
　

新
史
料
『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
の
記
述
』
は
、
一
九
九
三
年
に
マ
フ
ム
ー

ド
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ッ
タ
ナ
ー
ヒ
ー
に
よ
り
、
カ
イ
ロ
で
校
訂
・
出
版
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
一
九
九
九
年
に
は
、
コ
ー
ネ
ル
が
、
再
校
訂
し
た
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
キ
ス

ト
に
英
訳
と
詳
細
な
序
文
（
論
考
）
を
付
し
て
刊
行
し
て
い
る (C

ornell, R
.E

., 

E
arly Sufi W

om
en, Louisville, K

Y
, 1999) 

。
タ
ー
ヘ
リ
ー
氏
は
、
ま
ず
、
同
史
料

の
成
立
に
つ
い
て
、ジ
ャ
ー
ミ
ー（1414-92

）の『
神
聖
な
る
お
方
の
親
交
の
息
吹
』

N
afaḥāt al-‘U

ns m
in Ḥ

aḍrāt al-Q
uds 

に
見
ら
れ
る
記
述
に
基
づ
き
、
上
記
二
人
の
校

訂
者
と
は
異
な
る
見
解
を
提
起
す
る
（
本
稿
「
は
じ
め
に
」
参
照
）。
さ
ら
に
、
コ
ー
ネ

ル
が
同
史
料
中
に
収
め
ら
れ
た
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
う
ち
、
バ
ス
ラ
と
シ
リ
ア
の

ス
ー
フ
ィ
ー
の
み
を
取
り
上
げ
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
ス
ー
フ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
論
じ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
。 

 　
　

本
稿
は
、
新
史
料
の
記
述
に
基
づ
き
な
が
ら
、
他
の
代
表
的
な
ス
ー
フ
ィ
ー

列
伝
で
あ
る
ス
ラ
ミ
ー
の
『
ス
ー
フ
ィ
ー
の
階
層
的
分
類
』
や
、
ア
ッ
タ
ー
ル

（1221or29/30

没
）
の
『
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
聖
者
列
伝
』Tadhkirāt al-

A
wliyā’ 

、
ジ
ャ
ー
ミ
ー
の
『
神
聖
な
る
お
方
の
親
交
の
息
吹
』、
イ
ブ
ン
・
ジ
ャ

ウ
ズ
ィ
ー
（1116-1201

）
の
『
純
粋
の
資
質
』Ṣifat al-Ṣafwa 

な
ど
に
散
見
さ
れ

る
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
伝
承
に
も
改
め
て
光
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ず
、
バ

ス
ラ
を
中
心
と
し
た
〈
禁
欲
主
義
神
秘
家
（
ス
ー
フ
ィ
ー
）〉
の
女
性
た
ち
に
触
れ
、

次
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
の
「
イ
ラ
ン
的
」
側
面
と
も
言
え
る
ホ
ラ
ー
サ
ー

ン
派
神
秘
主
義
の
女
性
史
を
新
た
に
提
示
す
る
。
史
料
中
の
記
述
か
ら
は
、
神
秘

主
義
に
お
け
る
女
た
ち
の
位
置
が
、
男
性
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
と
の
邂
逅
や
対
話
を
通

し
て
浮
か
び
上
が
る
。
そ
こ
に
は
、
神
秘
道
の
門
戸
を
女
た
ち
に
対
し
て
開
く
こ

と
へ
の
当
時
の
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
の
反
発
や
嫌
悪
が
描
か
れ
る
一
方
で
、
神
秘
道
に

お
け
る
女
の
存
在
に
対
し
て
比
較
的
寛
容
な
、
ス
ー
フ
ィ
ー
ズ
ム
古
典
期
に
お
け

る
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
精
神
風
土
が
示
唆
さ
れ
る
。

 　
　
『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
の
記
述
』
は
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
で
あ
る
が
、ホ
ラ
ー

サ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
神
秘
主
義
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
原
著
者
の
意
図
と
希
望

を
汲
み
、
同
史
料
に
挙
げ
ら
れ
た
の
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
名
は
、
全
て
ペ
ル
シ
ア

語
原
音
に
従
っ
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
し
、
ア
ラ
ビ
ア
語
原
音
を
ロ
ー
マ
字
転
写
し
て

付
し
た
。（
な
お
、「
ラ
ー
ビ
ア
・
ア
ダ
ヴ
ィ
ー
ア
」
の
み
、
ア
ラ
ビ
ア
語
原
音
を

そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
人
名
・
用
語
の
表
記
と
転
写
に
お

い
て
は
、
必
ず
し
も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
原
音
・
ペ
ル
シ
ア
語
原
音
の
表
記
を
統
一
し

て
い
な
い
。）

　
　

 

タ
ー
ヘ
リ
ー
氏
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
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研
究
に
お
い
て
も
、
女
性
神
秘
家
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い

と
い
う
。
本
論
考
が
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
女
性
」
と
い
う
極
め
て
現
代
的
な
関
心
に

応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
も
注
目
さ
れ
た
い
。

訳
者
注

１　
『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
』
は
、
八
四
人
の
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
の
名
に
基
づ

く
八
四
章
か
ら
成
る
が
、
一
人
の
人
物
が
二
つ
の
名
で
記
さ
れ
て
い
る
事
例
等
が

確
認
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
八
十
人
の
伝
記
集
成
で
あ
る
と
言
え

る
。(C

ornell, R
.E

., E
arly Sufi W

om
en, Louisville, K

Y
, 1999, p.47)

２　

ラ
ー
ビ
ア
の
カ
ア
バ
神
殿
〈
軽
視
〉
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。

　
「
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
別
の
機
会
に
メ
ッ
カ
に
行
っ
た
時
、
彼
女
は
砂
漠
の

真
中
に
、
彼
女
を
迎
え
に
や
っ
て
来
る
カ
ア
バ
神
殿
を
見
た
と
い
う
。

 　

ラ
ー
ビ
ア
は
こ
う
言
っ
た
。

　
「
私
に
は
館
の
主
こ
そ
必
要
な
の
に
カ
ア
バ
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
す
か
。
カ

ア
バ
神
殿
に
従
う
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ぬ
。
カ
ア
バ
の
美
し
さ
に
ど
ん
な
喜
び
が

あ
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
私
に
は
〝
掌
の
分
だ
け
我
に
近
づ
く
者
は
、
誰
も
、

前
腕
の
分
だ
け
彼
に
近
づ
こ
う
〞﹇
ハ
デ
ィ
ー
ス
﹈
と
い
う
出
迎
え
こ
そ
が
必
要
な

の
に
、カ
ア
バ
を
一
体
ど
う
し
ろ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
」」（
藤
井
訳
『
聖
者
列
伝
』

五
七
頁
）

３　

井
筒
俊
彦
（
訳
）『
コ
ー
ラ
ン
』（
中
）、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
八
、二
七
二
頁
。

４　

前
掲
書
、（
下
）、
一
二
六
頁
。

５　

神
秘
主
義
に
お
け
る
「
弊
衣
」khalqa/ khalqe 

に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
あ
や
乃

「『
弊
衣
』
と
ハ
ー
フ
ェ
ズ 

〜
そ
の
社
会
批
判
の
精
神
を
探
究
す
る
〜
」『
総
合
文
化

研
究
』(

東
京
外
国
語
大
学
総
合
文
化
研
究
所) 

第
七
号
、
二
〇
〇
三
、一
五
六̶

一
七
五
頁
。

６　

シ
ー
ラ
ー
ズ
で
暮
ら
し
た
オ
ン
メ
・
モ
ハ
ン
マ
ド
に
つ
い
て
は
、『
女
性
神
秘
主

義
敬
虔
家
た
ち
』
に
は
記
述
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

原
著
者
注

＊
主
要
文
献
略
記

‘A
ṭṭār, Farīd al-dīn, Tadhkirāt al-A

wliyā’, rev., by M
oḥam

m
ad Q

azvīnī, 5th print, 

Tehrān, 1336 (H
.SH

.): [Tadhkirāt al-A
wliyā’]

Ibn al-Jawzī, A
bū al-Faraj, Sifat al-Safwa, vol.4, Ḥ

eydar ābād dakan, 1356 (H
.Q

.): 

[Ṣifat al-Ṣafwa]

Jām
ī, ‘A

bd al-R
aḥm

ān, N
afaḥāt al-‘U

ns m
in Ḥ

aḍrāt al-Q
uds, rev. by M

ehdī 

Touḥīdīpūr, Tehrān, 1337 (H
.SH

.): [N
afaḥāt al-‘U

ns]

al-Sulam
ī, abū ‘A

bd al-R
aḥm

ān, Ṭabaqāt al-Ṣūfīya, rev. by N
ūr al-dīn Shurayba, 3rd 

print, al-Q
āhira, 1318 (H

.Q
.): [Ṭabaqāt al- Ṣūfīya]

—
—

—
, D

hikr al-N
iswa al-M

uta‘abbidāt al-Ṣūfīyāt,  rev. by M
aḥm

ūd M
uḥam

m
ad al-

Ṭanāḥī, al-Q
āhira, 1993: [D

hikr al-N
iswa]

１　

[D
hikr al-N

iswa], p.61, [Ṣifat al-Ṣafwa], p.101, [N
afaḥāt al-‘U

ns], p.620

２　

Stowasser, Barbara, F., W
om

en in the Q
ur’an, Traditions and Interpretation, N

ew 

Y
ork, O

xford, 1994, pp.13-24

３　

N
ashat, G

uity, “W
om

en in pre-Islam
ic and E

arly Islam
 Iran”, W

om
en in 

Iran from
 the R

ise of Islam
 to 1800, ed., G

uity N
ashat, Lois Beck, U

niversity of 

Illinois, 2003, pp.37-38, p.41

４　

一
九
九
九
年
、
コ
ー
ネ
ル
女
史
は
、
同
文
献
の
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
キ
ス
ト
を
、
英

訳
と
と
も
に
刊
行
し
た (C

ornell, R
.E

., E
arly Sufi W

om
en, Louisville, K

Y
, 1999)

。

彼
女
は
、
同
書
の
序
に
お
い
て
、
ス
ラ
ミ
ー
と
彼
の
著
作
、
お
よ
び
、
彼
の
時
代

の
イ
ス
ラ
ム
思
想
諸
学
派
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
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の
分
類
に
関
し
て
は
、
バ
ス
ラ
と
シ
リ
ア
の
禁
欲
主
義
の
流
れ
に
の
み
注
目
し
て

お
り
、
ス
ラ
ミ
ー
が
多
く
挙
げ
て
い
る
ホ
ラ
ー
サ
ン
派
の
女
性
ス
ー
フ
ィ
ー
に
つ

い
て
は
、
簡
略
な
言
及
の
み
に
と
ど
め
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ー
ネ
ル
は
、
ハ
ー
ジ
ェ
・

ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ア
ン
サ
ー
リ
ー(1005/6-1088/9)

が
ペ
ル
シ
ア
語
に
訳
し
た

『
ス
ー
フ
ィ
ー
の
階
層
的
分
類
』
の
末
部
は
、『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
に
つ

い
て
の
記
述
』か
ら
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、ジ
ャ
ー
ミ
ー

に
つ
い
て
も
、
彼
が
生
ま
れ
、
暮
ら
し
た
地
は
ジ
ャ
ー
ム
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ス
ー
フ
ィ
ー
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。(C

ornell, op.cit., 

p.22,23)

５　

[N
afaḥāt al-‘U

ns],  p.615

６　

al-Sam
‘ānī, A

bū Sa‘d ‘A
bd al-K

arīm
 b. M

uḥam
m

ad, al-Taḥbīr fi M
u‘jam

 al-

K
abīr, with note by K

halīl al-M
anṣūr, Bayrūtu, 1418 (H

.Q
)/1997, pp.227-257

７　

Z
arrīnkūb, ‘A

bd al-Ḥ
oseyn, Jostjū dar Taṣavvof-e Īrān, Tehrān, 1357 (H

.SH
.), 

m
oqaddam

e-p.2

８　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。

　

 Z
arrīnkūb, ‘A

bd al-Ḥ
oseyn, A

rzesh-e M
īrāse- Ṣūfiye, Tehrān, 1353(H

.SH
.), faṣl-e 

avval,  N
icholson R

.A
., Taṣavvof-e E

slām
ī va R

ābeṭe-ye E
nsān va khodā, translated 

by M
oḥam

m
ad R

eẓā Shafī‘ī-K
adkanī, Tehrān, 1374 (H

.SH
.), p.27,30

９　

M
aqdasī, M

uṭahhar b. Ṭāhir, Ā
farīnesh va T

ārīkh (vol.4-6), translated by 

M
oḥam

m
ad R

eẓā Shafī‘ī-K
adkanī, Tehrān, 1374 (H

.SH
.), pp.831-832

10　

[Tadhkirāt al-A
wliyā’], bakhsh-e avval, p.12

11　

Zarrīnkūb, op.cit., p.45

12　

[Tadhkirāt al-A
wliyā’], bakhsh-e avval, p.39

13　

Ibid., p.40

14　

Ibid., pp.62-65

15　

Ibid., p.258

16　

Ibid., p.67

17　

Ibid., p.72

18　

H
ujw

īrī, ‘A
lī b. ‘U

thm
ān,  K

ashf al-M
aḥjūb, rev. by V

. Z
hukofski, Tehrān, 

1371(H
.SH

), pp.257-460

19　

[D
hikr al-N

iswa], p.61, [N
afaḥāt al-‘U

ns], p.622

20　

[Tadhkirāt al-A
wliyā’], p.258

21　

[D
hikr al-N

isw
a], p.35, [ Ṣifat al-Ṣafwa], pp.13-15

22　

[D
hikr al-N

isw
a], p.36, [ Ṣifat al-Ṣafwa], pp.15-16

23　

[D
hikr al-N

isw
a], p.51, [ Ṣifat al-Ṣafwa], pp.16

24　

[D
hikr al-N

isw
a], p.57, [ Ṣifat al-Ṣafwa], pp.22-23

25　

[ Ṣifat al-Ṣafwa], p.21

26　

Ibid., p.30

27　

[D
hikr al-N

isw
a], p.66, [ Ṣifat al-Ṣafwa], p.26

28　

C
hoksy, Jam

sheed, “W
om

en D
uring the Translation from

 Sasanian to Early 

Islam
ic Tim

es”, W
om

en in Iran from
 the R

ise of Islam
 to 1800, ed., G

uity N
ashat, 

Lois B
eck, U

niversity of Illinois, 2003, pp.54-55

29　

C
ornell, op.cit., p.47

30　

Ṣafā, Ẓ
abī ḥ allāh, Tārīkh-e A

dabiyāt dar Īrān, Tehrān, 1371(H
.SH

.), vol.1, p.18

31　

ス
ラ
ミ
ー
は
、
ジ
ャ
ー
ミ
ー
が
ラ
ー
ビ
ア
の
評
伝
を
『
親
交
の
息
吹
』
の
中
で
記

し
て
お
り
、
彼
女
を 

〈az ‘ajam

〉 「
非
ア
ラ
ブ
人
（
多
く
ペ
ル
シ
ア
人
を
指
す
）
の

出
自
の
」
と
み
な
し
て
い
た
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ブ
ン
・
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー

は
、
彼
女
が
ペ
ル
シ
ア
語
で
話
し
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、

﹇『
女
性
神
秘
主
義
敬
虔
家
た
ち
に
つ
い
て
の
記
述
』
を
最
初
に
校
訂
し
た
﹈
マ
フ

ム
ー
ド
・
ア
ッ
タ
ナ
ー
ヒ
ー
、お
よ
び
、コ
ー
ネ
ル
は
、い
ず
れ
も
、同
文
献
中
の 「
非

ア
ラ
ブ
の
女
性
」‘ajam

iya 

の
語
を
、「
奇
妙
な(

女
性)

」‘ajībatu 

と
読
み
違
え

て
お
り
、
さ
ら
に
、
コ
ー
ネ
ル
は
こ
れ
を R

em
arkable person 

と
訳
し
て
い
る
。
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C
or

nell, 
o
p.cit., 

p.107,  [
Nafa

ḥāt al-‘
U
ns], 

p.617, [Ṣifat al-Ṣaf
wa], 

p
p.36-39)

3 2
　

Nashat, op.cit., p.27
3 3
　

[
Dhikr al-

Nis
wa],  p.44

3 4
　

Nūrbakhsh, Javād, 
Za

nā
n-e Ṣ

ūfī, 
Te

hrā
n

, 1379 (
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S
H.), p.133

3 5
　

[
D
hikr al-

Nis
wa],  

p.44, [
Nafa

ḥāt al-‘
U
ns], 

p.167

3 6
　

Nic
h
ols

o
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R.
A., (tr.) 

S
hafī‘ī-

Ka
dka

nī, 
o
p.cit., 

p.33

3 7
　

Ba
da

wī, ‘
A
b
d 

al-
Ra

ḥ
m

a
n,

 S
ha

hī
d-e ‘

Es
h
q-e 

Elā
hī, 

Rā
be‘e-ye 

A
daviye

, tra
nlate

d 

by 
M
o
ḥa

m
ma

d 
Ta

ḥrīrc
hī, 

Te
hrā

n, 1367 (
H.

S
H.), 

p.75

3 8
　

[ Ṣifat al-Ṣaf
wa

], p.39

3 9
　

Pūrnā
mdāriyān, 

Taqī, 
Dī

dār bā 
Sī

m
org

h
, 

Tehrān, 1382 (
H.

S
H.), pp.18-21

4 0
　

[
Ta

d
hkirāt al-

A
wliyā’], (

bak
hs

h-e avval), 
p.442

4 1
　

Nic
h
ols

o
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A., (tr.) 

S
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Ka
dka
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o
p.cit., 

p.144
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Qe
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n
ū
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p
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